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特
集
/
有
料
道
路
に
お
け
る
社
会
実
験

窓

叙

ぶ

地
螂
に
蘂
漸
る諜
讓
解
決
型
構
会
実
験
⑭
纜
嚢

道
路
局
有
料
道
路
課

が
考
え
ら
れ
る
。
料
金
設
定
を
時
間
帯
や
曜
日
、
路
線
等

の
利
用
実
態
に
応
じ
て
多
様
で
弾
力
的
に
設
定
す
る
工
夫

に
よ
っ
て
交
通
需
要
を
調
整
し
、
有
料
道
路
の
一
層
の
活

用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
道
路
の
渋
滞
緩
和
や
沿
道

の
環
境
改
善
等
に
資
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
大
都
市

圏
に
お
い
て
は
、
沿
道
環
境
の
改
善
、
近
郊
の
交
通
混
雑

の
解
消
、
地
方
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
通
勤
時
間
帯
等
の

交
通
渋
滞
の
緩
和
や
沿
道
環
境
の
改
善
、
観
光
地
に
お
い

て
は
観
光
交
通
対
策
等
に
、
有
料
道
路
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

平
成
一
四
年
八
月
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
部
会

の
中
間
答
申
に
お
い
て
、
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
施
策
の

導
入
が
提
言
さ
れ
た

(表
1
)。

弾
力
的
な
料
金
施
策
の
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
や

影
響
は
、
地
域
の
状
況
や
道
路
の
利
用
実
態
等
に
よ
り
左

図 1 国道に並行する高速道路の有効活用

一
は
じ
め
に

国
民
生
活
の
変
化
に
伴
い
、
有
料
道
路
利
用
者
の
様
々

な
ニ
ー
ズ
や
利
用
実
態
等
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
と
と

も
に
、
一
般
道
路
に
お
け
る
渋
滞
や
沿
道
環
境
の
悪
化
な

ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
並
行
す
る
有
料
道
路
の
容

量
の
余
裕
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。道

路
交
通
が
抱
え
る
課
題
は
、
大
都
市
圏
、
地
方
圏

(市
街
地
、
非
市
街
地
)
な
ど
、
そ
の
地
域
特
性
に
よ
っ

て
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
日
常
交
通
で
は
一
般
道
路
の

渋
滞
、
沿
道
の
環
境
悪
化
、
非
日
常
交
通
で
は
観
光
地
に

お
け
る
交
通
混
雑
な
ど
の
課
題
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
の
一
つ
の
手

法
と
し
て
、
有
料
道
路
の
容
量
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と



表 1 社会資本整備審議会道路部部会の中間答申

E T C を活用した弾力的な料金施策
･ E T C の普及促進を図り、 割引策を E T C に集約
---------------““---““--------------------------------【一--幽“"一一一一------

表2 実験箇所のタイプ分類

･大都市近郊部での時間帯別の料金設定

- 道路ストックの有効活用のための値下げや割引制度一

全国 ･広域 大都市近郊 瀦方核地中 擬渋滞対策 0 19 視 18

沿道環境対策 0 ハ○ Qu り“

観光対策
り乙 ハU nY 5

め饑
地域課題の明確化
料金施策の有効性の検討
実験企画の立案

･実施体制作り
･実施スケジュールの策定
　　 　 　 　　 　

交通安全等の観点からの料金施策-、
シ
時

活

一

グ

イ

の
効

用
ン

対

ラ
で
有
活
シ

滞
プ

部

の
る
イ

渋
ド
郊

ク
な
ラ 均一料金区間の短区間割引、乗り継ぎ割引などの

イシングの拡大

善

ロ

改
境
境
環

環

･

　
　
の
ボ
　
　
　

　　　
　

･実験結果の速報、中間報告　　、施報実速のの査
続

果
調
継

結
中
の

験
験
報

実
実
広

右
さ
れ
、
正
確
に
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

社
会
実
験
と
し
て
様
々
な
料
金
施
策
を
試
行
し
、
料
金
の

割
引
に
よ
る
有
料
道
路
の
交
通
量
の
変
化
や
、
採
算
性
へ

の
影
響
、
一
般
道
路
の
渋
滞
緩
和
等
の
効
果
を
把
握
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
料
金
施
策
の
有
効
性
の
検
証
を
目

的
と
し
て
、
平
成
一
五
年
度
に
有
料
道
路
の
料
金
に
係
る

社
会
実
験
に
関
す
る
施
策
を
創
設
さ
れ
、
全
国
で
社
会
実

験
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
型
社
会
実
験
の
概

要
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

二

地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
型
社
会
実
験
の
概
要

地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
型
社
会
実
験
は
、
一
般
国
道

の
指
定
区
間
に
お
け
る
交
通
混
雑
、
沿
道
環
境
悪
化
等
の

課
題
解
決
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
施
設
整
備
と
料
金
施

策
と
の
間
で
有
効
性
、
効
率
性
等
の
比
較
を
行
う
た
め
、

弾
力
的
な
料
金
施
策
に
関
す
る
社
会
実
験
を
実
施
し
、
そ

の
効
果
･
影
響
を
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
は
二
二
件
、平
成
一
六
年
度
は
四
一
件
、

平
成
一
七
年
度
は
三
一件
、
平
成
一
人
年
度
は
人
件
実
施

さ
れ
て
お
り
、実
施
の
タ
イ
プ
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

三

社
会
実
験
の
進
め
方

1

社
会
実
験
の
流
れ

有
料
道
路
の
料
金
社
会
実
験
の
プ
ロ
セ
ス
は
図
2
の
と

　

　
効　　　

図 2 社会実験の流れ

･結果の分析
･施策の評価
･実験結果のとりまとめ、広報

③実験 ･調査の実施

②実施計画の策定



お
り
で
あ
る
。

実
験
の
各
段
階
に
お
い
て
協
議
会
を
開
催
し
、
専
門
家

や
関
係
機
関
な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
実
験
を
進
め

0 0道路社会実験協議会

　遷県団
者
府
者

験
道
用

経
都
利

識
係
路

学
間
道

る
。
協
議
会
開
催
状
況
や
実
験
の
結
果
は
随
時
公
表
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

2

社
会
実
験
の
ス
キ
ー
ム

有
料
道
路
の
料
金
に
係
わ
る
社
会
実
験
は
、
国
及
び
地

方
公
共
団
体
、
関
係
す
る
機
関
か
ら
構
成
さ
れ
る
協
議
会

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
。
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は

実
験
の
企
画
･
運
営
を
協
議
会
に
委
託
し
、
実
験
費
用
を

負
担
す
る
。

社
会
実
験
実
施
の
ス
キ
ー
ム
は
図
3
の
と
お
り
で
あ

る
o

社会実験のスキーム

3

実
施
の
ポ
イ
ン
ト

こ
こ
で
は
、先
に
示
し
た
社
会
実
験
の
流
れ
に
従
っ
て
、

①
地
域
課
題
の
明
確
化
、
②
実
施
計
画
の
策
定
、
③
実

験
,
調
査
の
実
施
、
④
実
験
結
果
の
と
り
ま
と
め
の
各
段

階
に
お
け
る
実
施
の
ポ
イ
ン
ト
や
留
意
点
を
示
す
。

の

地
域
課
題
の
明
確
化

①

実
証
的
な
デ
ー
タ
を
用
い
た
地
域
課
題
の
明
確
化

社
会
実
験
は
、
施
策
の
本
格
実
施
に
向
け
て
施
策
の

効
果
を
試
験
的
に
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

実
験
実
施
前
に
、
交
通
量
、
渋
滞
状
況
、
沿
道
環
境
問

題
な
ど
実
証
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
一
般
道
路
の
課
題

が
ど
の
よ
う
な
時
期
に
、
ど
の
よ
う
な
時
間
帯
に
、
ど

の
よ
う
な
交
通
に
よ
っ
て
発
生
し
て
い
る
か
な
ど
課
題

を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
特
性

や
路
線
を
利
用
す
る
交
通
の
特
性
に
よ
っ
て
、
社
会
実

験
の
テ
ー
マ
と
実
験
の
方
法
は
異
な
っ
て
く
る
。

②

料
金
施
策
の
有
効
性
の
検
討

地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
有
料
道
路
が
活
用
で

き
る
か
ど
う
か
、
O
D
交
通
量
や
有
料
道
路
と
一
般
道

路
の
交
通
量
の
分
担
な
ど
の
交
通
需
要
の
視
点
、
対
象

と
な
る
有
料
道
路
と
一
般
道
路
及
び
市
街
地
と
の
位
置

関
係
、
有
料
道
路
I
C
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
性
な
ど
道
路

整
備
の
視
点
か
ら
検
討
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

て
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
料
金
施
策
を
検
討
す

る
o

③

実
験
企
画
の
立
案

【実
験
期
間
】

実
験
期
間
の
設
定
は
、
短
･
中
･
長
期
間
、
特
定

期
間
等
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
考
え
ら
れ
る
。

長
期
間
で
実
施
す
る
と
、
交
通
量
の
季
節
変
動
の

影
響
や
実
験
直
後
の
有
料
道
路
へ
の
転
換
が
そ
の
ま

ま
継
続
す
る
か
ど
う
か
の
分
析
が
可
能
と
な
る
が
費

用
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。
料
金
割
引
の
感
度
を
把

握
す
る
た
め
に
、
短
期
間
の
実
験
を
行
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
本
格
実
施
に
向
け
て
は
、

料
金
割
引
の
内
容
等
を
再
度
確
認
し
た
上
で
第
二
段

階
の
実
験
を
行
い
、
さ
ら
に
効
果
を
検
証
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
期
間
を
い
く
つ
か
に
分
け

て
割
引
率
や
時
間
帯
な
ど
を
変
更
し
な
が
ら
そ
の
感

度
を
検
討
し
、
有
効
な
料
金
施
策
の
内
容
を
検
討
す

有料道路の採算に
影響を生じない額

社会実験の委託 (国十地方費)

有料道路事業者
(公団、公社)

料金 (割引)



る
方
法
も
推
奨
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
冬
期
に
積
雪
な

ど
で
交
通
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
場
合
に
は
、
季

節
に
よ
っ
て
二
期
間
に
分
け
て
実
験
を
実
施
す
る
こ

と
を
検
討
す
る

(表
3
)。

【実
験
区
間
】

地
域
課
題

(
一
般
道
路
の
渋
滞
緩
和
、
沿
道
の
環

境
改
善
な
ど
)
に
対
応
し
、
一
般
道
の
渋
滞
ポ
イ
ン

ト
な
ど
課
題
が
生
じ
て
い
る
箇
所
を
か
ら
迂
回
す
る

こ
と
が
可
能
な
有
料
道
路
の
区
間
を
検
討
し
、
料
金

割
引
に
よ
っ
て
、
一
般
道
か
ら
有
料
道
路
へ
の
転
換

に
よ
る
有
料
道
路
の
交
通
量
増
加
が
予
想
さ
れ
る
区

間
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
ゾ
ー
ン
間
O
D
か
ら
需
要

全
体
を
把
握
し
、
有
料
道
路
の
I
C
間
O
D
と
比
較

す
る
こ
と
で
、
潜
在
的
な
有
料
道
路
の
需
要
が
見
込

ま
れ
る
か
を
検
討
す
る
。
有
料
道
路
の
利
用
が
増
加

し
た
場
合
に
、
I
C
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
一
般
道
で
新

た
に
渋
滞
が
発
生
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
留
意
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

通
勤
時
の
渋
滞
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
通
勤
は
朝
夕
の
ピ
ー
ク
時
で
利
用
の
形
態
が
あ

る
程
度
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
上
り
方
向
ま
た
は
下

り
方
向
に
利
用
で
き
る
I
C
を
限
定
す
る
な
ど
、
利

用
実
態
に
あ
っ
た
区
間
設
定
に
す
る
こ
と
も
効
果
的

で
あ
る
。

道
路
そ
の
も
の
が
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
場
合

(
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
が
あ
る
な
ど
)
に
は
、
そ
の

区
間
を
含
む
こ
と
で
高
い
実
験
効
果
を
期
待
で
き
る
。

【割
引
内
容
】

割
引
内
容
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
有
料
道
路
へ

の
転
換
を
促
す
よ
う
な
料
金
設
定
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
実
験
に
伴
う
有
料
道
路
の
料
金
収
入
の
変

化
に
つ
い
て
も
靱窒
息
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
道
路

の
利
用
特
性
に
応
じ
て
、
車
種
、
時
間
帯
を
限
定
し

た
料
金
設
定
を
行
な
う
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。
ま

た
、
実
験
期
間
中
に
割
引
内
容
を
変
更
し
、
そ
の
影

響
を
把
握
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

一
般
道
の
通
勤
渋
滞
が
課
題
な
ら
ば
、
ピ
ー
ク
時

間
帯
の
み
料
金
を
大
き
く
割
引
く
こ
と
も
有
効
な
方

法
で
あ
る
。
一
般
道
の
物
流
交
通
が
課
題
な
ら
ば
、

特
に
大
型
車
、
特
大
車
の
料
金
に
限
定
し
て
割
引
を

行
う
こ
と
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
通
常
の

料
金
所
に
よ
る
現
金
割
引
だ
け
で
な
く
、
多
頻
度
利

用
者
の
確
保
を
目
的
と
し
た
回
数
券
割
引
や
一
定
期

間
何
回
で
も
利
用
で
き
る
パ
ス
ポ
ー
ト
割
り
も
、
利

用
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。
特
に
、
E
T
C
は

よ
り
弾
力
的
な
料
金
が
設
定
し
や
す
い
た
め
、
時
間

帯
に
応
じ
て
割
引
率
を
変
え
る
、
利
用
回
数
や
利
用

距
離
に
応
じ
て
割
引
率
を
変
え
る
な
ど
、
新
た
な
料

金
施
策
を
試
行
す
る
た
め
に
は
有
効
な
手
段
で
あ

る
o【実

験
費
用
】

社
会
実
験
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
事
前
に
十

表 3 実験期間の設定例

特 徴 実験事例 期 間

短期間の実 湖西道路
、
日野水ロ道路 (滋賀県) H 15/10/18 ~ 31 ( 2 週間)

中期間の実験 娯“次輔蹴鰡蝋[H] 日
"獲瞭嘱

H

長期間の実験 県庫浜路運但播 臘~蹴H
舳把性の特

験
性
用

実
特
利

の
用
の

問
利
通

期
季
交

定
冬
光

特
(
観

道海化道動白H齦 岡[月力舞は膨H~噸H
縞巍潴絮第絲鱗翳 鋤口]蜷のンズ一シ競纖キ刎賜H



分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
円
滑
な
実
験
の
実
施
や

実
験
結
果
の
報
告
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
、
有
料
道
路

事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
、
有
料
道
路
の
採
算
に
影

響
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
費
用
等
に
つ
い

て
事
前
に
取
り
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

②

実
施
計
画
の
策
定

①

実
施
体
制
作
り

社
会
実
験
は
、
行
政
及
び
有
料
道
路
事
業
者
の
み
な

ら
ず
、
学
識
経
験
者
や
地
域
住
民
、
民
間
団
体
等
で
構

成
さ
れ
た
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
、
運
営
を
行

う
。
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
実
験
の
進
め
方
、

調
査
分
析
方
法
に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
広
報
、
調
査
、
デ
ー
タ
提
供
等
に
協
力
し
て
い
た

だ
く
。

実
験
の
テ
ー
マ
や
路
線
の
特
性
に
応
じ
て
構
成
団
体

や
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
検
討
す
る
。
例
え
ば
、
観
光
が
テ

ー
マ
で
あ
る
な
ら
ば
観
光
協
会
、
物
流
な
ら
ば
ト
ラ
ッ

ク
協
会
、
沿
線
の
大
規
模
工
場
な
ど
交
通
需
要
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
民
間
企
業
な
ど
を
検
討
す
る

(表

4
)
0

②

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
策
定

社
会
実
験
に
あ
た
っ
て
は
、
実
験
の
企
画
立
案
、
広

報
活
動
等
に
十
分
な
準
備
期
間
が
必
要
で
あ
る
。
広
報

活
動
は
実
験
開
始
の
一
ヵ
月
程
前
か
ら
実
施
し
、
十
分

な
周
知
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
実
験
方
法
、
結
果
の

分
析
、
効
果
の
把
握
方
法
等
を
検
討
し
、
交
通
量
調
査

な
ど
は
、
実
験
前
、
実
験
中
、
実
験
後
の
三
期
間
そ
れ

ぞ
れ
で
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
実
験
前
の
調
査

は
実
験
の
影
響
を
検
討
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。

③

調
査
計
画
の
策
定
、
実
験
前
調
査
の
実
施

効
果
を
分
析
す
る
た
め
に
、
I
C
間
交
通
量
、
一
般

道
路
の
断
面
交
通
量
、
旅
行
速
度
等
の
調
査
が
必
要
で

あ
る
。
交
通
量
、
旅
行
速
度
な
ど
は
、
実
験
前
、
実
験

中
、
実
験
後
の
三
時
点
に
お
い
て
調
査
を
実
施
す
る
。

交
通
は
天
候
や
曜
日
に
よ
る
変
動
、
交
通
事
故
や
道
路

工
事
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
変
動
す
る
こ
と
が
あ
る
た
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表 4 社会実験協議会の構成例

学識経験者
茨城大学 工学部 都市システム工学科 教授 議 長

(株) 常陽産業研究所 地域研究部 上席主任調査役

道路利用者

(株) 日立製作所 電力･電機グループ 日立事業所

日立電線 (株) 人事総務本部

日立化成工業 (株) 山崎事業所

日鉱金属 (株) 日立工場

自立電鉄 (株)

日立商工会議所

日立市コミュニティ推進協議会

公安委員会
茨城県警察本部 交通部 交通規制課

茨城県 日立警察署

関係行政機関

課錮市
課
那
邱
擶
繊
榔
梛
土

土

県

県

城

城

茨

茨

茨城県 高萩土木事務所

日立市 市長 長会

日立市 都市建設部

者

一
理
バ
管

一

路
ザ

び
道
ブ

及
料
オ

国
有
(

国土交通省 関東地方整備局 常陸河川国道事務所

日本道路公団 東京建設局

日本道路公団 東京管理局東局

茨城県道路公社



め
、
調
査
は
一
日
だ
け
で
な
く
、
複
数
日
実
施
す
る
。

【ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】

社
会
実
験
の
地
域
へ
の
影
響
を
検
討
す
る
た
め
に
、
利

ア
ン
ケ
ー
ト
調
"

用
者
、
沿
道
居
住
者
、
関
係
企
業
等
の
意
見
の
把
握
を

目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。
自
由
回

答
で
利
用
者
の
意
見
を
き
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

【定
量
的
な
調
査
】

有
料
道
路
の
実
験
前
後
の
交
通
量
は
、
料
金
弾
性

値
の
算
出
時
の
た
め
の
デ
ー
タ
と
な
る
。
断
面
交
通

量
だ
け
で
な
く
、
I
C
間
交
通
量
を
把
握
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
平
日
･
休
日
別
、
車
種
別
、
時
間

帯
別
等
、
で
き
る
限
り
詳
細
に
把
握
す
る
。
一
般
道

路
の
交
通
量
は
、
調
査
日
の
天
候
、
事
故
な
ど
の
要

因
に
よ
っ
て
十
分
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
る
。
こ
の
た
め
複
数
の
計
測
日
を
設
定
す
る
ほ
か
、

道
路
事
業
者
等
が
設
置
し
て
い
る
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ

ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
常
時
観
測
デ
ー
タ
の
利
用
も
検
討

す
る
。

所
要
時
間
、
旅
行
速
度
の
把
握
は
交
通
サ
ー
ビ
ス

状
況
の
ほ
か
、
渋
滞
損
失
額
の
算
出
時
の
基
礎
的
デ

ー
タ
と
な
る
。
当
該
道
路
が
バ
ス
路
線
に
設
定
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
バ
ス
会
社
に
協
力
を
依
頼
し
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
情
報
か
ら
の
デ
ー
タ
活
用

も
有
効
で
あ
る
。
沿
道
環
境
の
改
善
が
テ
ー
マ
と
な

る
場
合
に
は
、
目
排
局
デ
ー
タ
、
路
側
観
測
デ
ー
タ

等
か
ら
環
境
指
標
の
変
化
を
調
査
す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
者
は
、
有
料
道
路
の
利

用
者

･
非
利
用
者
、
沿
道
居
住
者
、
沿
線
企
業
な
ど

幅
広
く
検
討
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
票
の
構
成
は
、
必

要
な
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
を
網
羅
し
た
上
で
、
可
能
な

限
り
分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
調
査
票

の
簡
略
化
は
、
回
収
率
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

有
料
道
路
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
実
験
結
果
を
評
価
す
る
上
で
、
有
料
道
路
の
利

用
実
態
に
つ
い
て
は
詳
細
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
有
料
道
路

の
利
用
目
的
、
利
用
O
D
、
社
会
実
験
実
施
前
後
の

利
用
行
動
変
化
の
有
無
、
行
動
変
化
の
理
由
を
捉
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
E
T
C
利
用
車
は
料
金
所
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
実
験

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
有
料
道
路
を
利
用
し
て
も
ら

い
、
利
用
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
す
る
こ
と
も
効
果

的
で
あ
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

安
価
な
費
用
で
容
易
に
た
く
さ
ん
の
票
を
集
め
ら
れ

る
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
利
用
が
比
較
的
多
い
運
転

者
の
回
答
に
偏
る
と
い
う
実
態
も
あ
る
た
め
、
結
果

の
分
析
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
沿
道
居
住
者
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
有
料
道
路
の
非
利
用
者

や
、
実
験
の
問
題
点

(有
料
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
で
事
故
が
増
加
し
た
な
ど
)
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
ぜ
利
用
し
な
か
っ
た
か
、
ど
う
す
れ
ば

利
用
す
る
か
な
ど
利
用
し
な
か
っ
た
人
の
意
見
を
聞

く
こ
と
は
、
今
後
の
本
格
実
施
へ
の
判
断
の
上
で
非

常
に
重
要
で
あ
る
。
沿
線
企
業
に
つ
い
て
は
実
験
の

目
的
に
応
じ
て
、
観
光
施
設
や
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
な

ど
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
が
必
要
で

あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
事
業
者
の
抽
出
や
対
象
事
業
者

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
布
に
つ
い
て
、
実
験
対
象
地
域

の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、
観
光
協
会
等
、
地
域
の
代
表
的

企
業
等
に
協
力
の
依
頼
を
検
討
す
る
。
実
験
の
認
知

状
況
に
つ
い
て
は
、
社
会
実
験
の
結
果
が
、
実
験
の

周
知
状
況
に
よ
り
差
が
で
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
り
、
広
報
の
効
果

(周
知
度
、
理
解
度
)、

有
効
な
広
報
手
段
、
有
効
な
周
知
期
間
を
把
握
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

④

広
報
計
画
の
策
定
、
広
報
の
開
始

社
会
実
験
の
効
果
を
適
切
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、

実
験
に
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
効
果
的
な
広
報
･
P
R
を
行
い
、
周
知
度
を
上
げ

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
実
験
の
各

段
階
で
実
験
の
周
知
度
、
周
知
媒
体
等
を
把
握
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
験
実
施
の
記
者
発
表
は
可
能
な
限

り
早
く
実
施
し
、
そ
の
後
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
の
広
報
活
動
を
展
開
す
る
。
割
引
期
間
中
に
は

テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ
等
の
マ
ス
コ
ミ
媒
体
や
道
路
情
報
番

組
で
参
加
を
促
す
。
割
引
終
了
時
に
混
乱
が
生
じ
な
い



よ
う
、
割
引
期
間
終
了
に
つ
い
て
も
十
分
な
周
知
を
図

る
必
要
が
あ
る

(図
4
)。

【広
報
の
タ
イ
ミ
ン
グ
】

実
験
開
始
前
に
十
分
周
知
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
少
な
く
と
も
実
験
開
始
の
一
ヵ
月
前
に
は

広
報
を
始
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
実
験
終
了
に
よ

る
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
終
了
直
前
に
も
広
報
を

実
施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

【広
報
の
手
段
】

道
路
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
道
路
上
の
広
報
が
有

効
で
あ
り
、
道
路
情
報
板
、
横
断
幕
、
道
路
脇
の
た

て
看
板
、
S
A
･
P
A
、
料
金
所
に
お
け
る
広
報
な

ど
道
路
上
で
の
広
報
が
効
果
的
で
あ
る
。
沿
道
住
民

に
対
し
て
は
、
新
聞
へ
の
折
込
広
告
、
タ
ウ
ン
誌
な

ど
に
よ
る
広
報
が
有
効
で
あ
る
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

実
験
結
果
の
速
報
、
協
議
会
資
料
の
公
開
、
観
光
情

報
な
ど
関
連
し
た
情
報
提
供
な
ど
に
も
利
用
で
き
る

た
め
、
開
設
す
る
と
よ
い
。
実
験
の
目
的
に
応
じ
た

広
報
の
工
夫
も
必
要
で
あ
り
、
例
え
ば
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
大
型
車
で
あ
る
な
ら
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
、

観
光
で
あ
る
な
ら
ば
、
観
光
協
会
な
ど
へ
の
関
係
機

関
へ
広
報

･
協
力
依
頼
が
必
要
で
あ
る
。

【雑
誌
･
特
集
に
よ
る
p
R
】

協
議
会
に
参
加
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
雑

誌
、
機
関
誌
等
へ
の
記
事
の
投
稿
は
、
社
会
の
関
心

が
高
ま
る
た
め
、
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

③

実
験
･
調
査
の
実
施

①

実
験
結
果
の
速
報
･
中
間
報
告

協
議
会
を
開
催
し
、
調
査
結
果
･
分
析
結
果
の
報
告

等
を
行
い
、
交
通
量
な
ど
の
速
報
は
、
実
験
開
始
早
々

に
発
表
を
行
う
こ
と
が
認
知
度
を
高
め
る
上
で
効
果
的

で
あ
る
。
ま
た
、
速
報
値
や
中
間
報
告
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
更
新
し
、
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
。

②

実
験
中
調
査
の
実
施

交
通
量
な
ど
は
、
一
回
だ
け
の
調
査
で
は
信
頼
性
の

あ
る
結
果
が
得
ら
れ
な
い
。
実
験
実
施
中
に
複
数
日

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
平
日

休
日
、
車
種
、
時
間
帯
別
に
把
握
す
る
こ
と
も
重
要
で

!" 箔斧〒セ 2007 6
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あ
る
。
実
験
中
の
天
候
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
状
況
、
交
通

事
故
な
ど
周
囲
の
環
境
を
把
握
し
て
お
い
て
、
調
査
結

果
を
分
析
す
る
際
に
参
考
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
③

広
報
の
継
続

実
験
の
認
知
度
と
認
知
媒
体
は
、
実
験
開
始
前
か
ら

継
続
し
て
把
握
す
る
。
認
知
度
が
低
い
場
合
に
は
、
認

報
媒
体
の
変
更
な
ど
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

7

知
度
の
低
い
地
域
や
対
象
者
へ
の
重
点
的
な
広
報
、
広

"

実
験
結
果
の
と
り
ま
と
め

20076

回

実
験
結
果
の
と
り
ま
と
め

①

結
果
の
分
析

実
験
の
効
果
は
、
実
験
前

･
中
･
後
の
調
査
結
果
を

セ　　

比
較
す
る
こ
と
で
検
討
す
る
。
比
較
す
る
際
に
は
、
交

繖

通
量
の
月
変
動
、
E
T
C
の
利
用
率
、
天
候
の
影
響
な

ど
を
補
正
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

料
金
弾
性
値
は
、
料
金
施
策
を
本
格
的
に
実
施
し
た

場
合
の
収
入
へ
の
影
響
を
検
討
す
る
た
め
に
必
要
で
あ

る
。
車
種
別
、
時
間
帯
別
、
平
休
別
、
I
C
ベ
ア
別
に

算
出
し
、
料
金
弾
性
値
の
違
い
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に

よ
っ
て
生
じ
た
と
想
定
さ
れ
る
か
検
討
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
効
果
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
さ
ら
に
適

切
な
割
引
率
や
割
引
区
間
を
検
討
す
る
た
め
、
第
二
段

階
の
実
験
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。
効
果
が
十
分
に
見

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
要
因
を
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る

(表
5
、
図
5
)。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
は
、
満
足
度
や
今
後
の
利
用
意
向
等
に
つ
い

て
知
見
を
得
る
た
め
に
有
益
で
あ
る
。

②

施
策
の
評
価

料
金
施
策
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
へ
の
効
果

と
有
料
道
路
の
採
算
性
の
両
方
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
採
算
性
が
悪
く
て
も
地
域
へ
の
効
果
が

大
き
い
場
合
に
は
、
料
金
施
策
の
内
容
を
見
直
し
て
、

改
め
て
施
策
導
入
の
影
響
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
も
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。料
金
施
策
の
本
格
実
施
に
向
け
て
、

減収額がそれほど大きくない
ため、社会的便益を勘案しな
がら、本格実施をするか判断

　
社会的便益が減収額を上回る

〆尋示繍鰐纐纈を実施す･
0
場合、料金施策の方法の変更
や、他の利用促進策との複合
実施などの検討が必要
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実
験
結
果
か
ら
料
金
弾
性
値
等
を
把
握
し
、
本
格
実
施

に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
算
定
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
交
通
の
質
に
よ
っ
て
は
、
料
金
の
多
少
の
割
引
で

は
交
通
が
転
換
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
別
の
施
策
の
検
討
が
必
要

と
な
る
。

③

実
験
結
果
の
と
り
ま
と
め
･
広
報

実
験
結
果
を
公
表
し
、
施
策
の
本
格
実
施
に
向
け
て

今
後
の
利
用
意
向
や
見
直
す
べ
き
点
に
つ
い
て
、
利
用

者
及
び
関
係
者
等
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。
結
果

の
公
表
資
料
は
、
図
や
写
真
な
ど
を
用
い
て
分
か
り
易

い
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

四

事
例
分
析

実
験
事
例
に
基
づ
き
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
平
成
一
七

年
度
に
実
施
さ
れ
た
課
題
解
決
型
社
会
実
験
に
よ
り
、
効

果
が
現
わ
れ
た
要
因
分
析
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

大
都
市
近
郊
の
実
験

大
都
市
近
郊
の
実
験
で
は
都
市
高
速
全
体
を
一
律
に

割
り
引
く
と
対
象
と
な
る
交
通
が
多
く
な
り
収
支
の
大

幅
な
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
限
ら
れ
た
区
間
を
対

象
と
し
て
割
引
を
実
施
し
て
い
る
が
、
転
換
対
象
と
な

る
交
通
が
限
定
さ
れ
る
た
め
料
金
弾
性
値
は
低
く
な
る

傾
向
が
あ
る
。
一
般
道
へ
の
影
響
は
有
料
道
路
と
近

接

･
並
行
し
て
い
る
区
間
を
中
心
に
、
渋
滞
ポ
イ
ン
ト

で
は
こ
の
緩
和
効
果
が
見
ら
れ
る
が
、
一
般
道
路
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
密
な
箇
所
で
は
効
果
が
分
散
す
る
傾
向

に
あ
る
。

②

地
方
都
市

(人
口
規
模
の
大
き
な
都
市
が

存
在
す
る
)
で
の
実
験

中
心
都
市
に
向
か
う
主
要
道
路
が
一
本
し
か
な
く
、

市
街
地
に
入
る
前
に
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
あ
っ
て
渋
滞
す

る
地
域
で
は
、
割
引
に
よ
る
転
換
が
起
こ
り
や
す
い
こ

と
か
ら
料
金
弾
性
値
は
全
体
的
に
高
い
傾
向
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
実
験
区
間
全
体
で
は
料
金
弾
性
値
が
低
い

実
験
で
も
、
通
過
交
通
が
利
用
し
や
す
い
区
間
で
は
料

金
弾
性
値
が
高
く
、
実
験
区
間
や
割
引
方
法

(対
象
車

種
や
時
間
帯
)
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
収
益
が
改
善
で

き
る
。
一
方
で
は
、
一
般
有
料
道
路
な
ど
都
心
部
へ
の

ア
ク
セ
ス
路
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
路
線
で
は
、
実

験
対
象
区
間
延
長
が
短
い
割
に
料
金
は
高
く
、
距
離
当

た
り
の
料
金
抵
抗
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
全
体
的
に

料
金
弾
性
値
は
低
い
。
一
般
道
へ
の
影
響
は
都
心
部
を

発
着
と
す
る
交
通
の
転
換
に
伴
い
、
ピ
ー
ク
時
の
渋
滞

緩
和
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
よ

い
区
間
を
中
心
に
、
大
型
車
な
ど
の
長
距
離
交
通
の
転

換
に
伴
う
効
果
が
み
ら
れ
る
が
、
有
料
道
路
が
、
中
心

部
を
迂
回
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
一
般
道
の
利

用
も
み
ら
れ
る
。

③

地
方
都
市

(人
口
規
模
の
大
き
な
都
市
が

存
在
し
な
い
)
で
の
実
験

実
験
区
間
内
に
人
口
規
模
の
大
き
な
都
市
を
含
ま
な

い
実
験
で
は
、
海
と
山
間
部
に
挟
ま
れ
た
臨
海
地
域
で

の
実
験
が
多
く
、
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
回
避
区
間
及
び
実
験

区
間
の
両
端
I
C
ペ
ア
を
中
心
に
料
金
弾
性
値
が
高
い

傾
向
が
あ
る
。
特
に
海
岸
沿
い
の
山
間
部
や
狭
い
平
野

部
で
は
渋
滞
を
回
避
す
る
代
替
道
路
が
な
い
た
め
、
有

料
道
路
へ
転
換
し
や
す
い
。
一
般
道
へ
の
影
響
は
、
I

C
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
区
間
を
中
心
に
、
大
型
車
な

ど
の
長
距
離
交
通
の
転
換
に
伴
う
効
果
が
み
ら
れ
る
。

特
に
、
有
料
道
路
と
一
般
道
と
の
代
替
関
係
が
明
確
な

た
め
、
効
果
が
発
現
し
や
す
い
。

④

観
光
地

観
光
利
用
を
想
定
し
た
実
験
で
は
、
使
用
可
能
エ
リ

ア
を
限
定
な
ど
使
い
づ
ら
い
と
の
利
用
者
か
ら
の
声
も

あ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
つ
つ
、
地
域
の

観
光
施
設
な
ど
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
施
策
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。
一
般
道

へ
の
影
響
は
、
休
日
に
有
料
道
路
へ
転
換
す
る
効
果
が

み
ら
れ
る

(表
6
)。

次
に
い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

印

江
津
道
路
の
料
金
割
引
に
関
す
る
社
会
実
験

(図
6
)

江
津
道
路
及
び
国
道
九
号
は
浜
田
市
と
江
津
市
を
結
ぶ

幹
線
道
路
で
あ
る
。
平
成
一
五
年
九
月
に
暫
定
二
車
線
供

用
し
た
江
津
道
路
は
、
周
辺
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
が
現
時
点
で
不
十
分
な
こ
と
も
あ
り
、
料
金
に
対
す

る
割
高
感
が
強
い
。
結
果
と
し
て
、
国
道
九
号
の
沿
道
環

境
問
題
は
、
江
津
道
路
供
用
後
も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。



表6 社会実験の効果の分類

地域 都市の存在
一般道路への効果

減少率の平均値 減少台数の平均値 効果の特徴

地
方
都
市

人ロ規模の大
きな都市 (20
万人以上) が
存在する

3 .9 % 8 8台/時

･都心部を発着とする交通の転換に伴い、 ピーク時の渋滞

緩和がみられる。
･ I C アクセスのよい区間を中心に、大型車などの長距離

交通の転換に伴う効果がみられる。
･高速道路が都心部を迂回しているような場合には、引き

続き、一般道路の利用も見られる。

人ロ規模の大
きな都市が存
在しない

8 .2 % 4 9台/時

･ I C アクセスのよい区間を中心に、 大型車などの長距離

交通の転換に伴う効果がみられる。
･有料道路と一般道路との代替関係が明確なため、 効果が

発現しやすい。

大都市近郊
(都市高速、一般有
料道路など)

4 .2 % 6 4台/時

･有料道路と近接 ･並行している区間を中心に、 渋滞ポイ

ントではその緩和効果がみられる。
･一般道路のネットワークが密な箇所では、 効果が分散す

る傾向がある。

観光地 1 1 .9 % 9 5台/時 ･休日に効果がみられる。

注) 減 少率の平均値 :並行する一般道路の交通量の最大減少率をそれぞれの実験で算出し、分類毎に平均した値
減 少台数の平均値 :並行する一般道路の交通量の最大減少台数をそれぞれの実験で算出し、分類毎に平均した値

･
国
道
九
号
の
朝
ピ
ー
ク
時
の
交
通
渋
滞
が
約
五
割
引

の
場
合
は
約
五
三
%
減
少
し
、
定
額
一
〇
〇
円
の
場

合
は
約
七
四
%
減
少
し
た
。

②

日
立
地
区
常
磐
自
動
車
道
社
会
実
験

(図
7
)

日
立
地
域
に
は
大
規
模
な
工
場
が
多
く
、
マ
イ
カ
ー
通

勤
や
通
過
交
通
等
に
よ
り
、
南
北
に
走
る
国
道
六
号
及
び

国
道
二
四
五
号
の
渋
滞
交
通
渋
滞
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
常
磐
道
の
弾
性
的
な
料
金
設
定
に
よ

る
効
果
･
影
響
を
利
用
者
ニ
ー
ズ
、
利
用
実
態
等
に
つ
い

る て 国
効 い 道 や 日 @ ) ･ ･ 割 対 時　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　役 三 連 立 [ 合 の 興 し 減 国 情 江 窿 引 象 聞
き 四 過 地 呈 は 場 道 た 少 道 ご 滓 鰭 率 車 帯
影 そ 五 交 域 払 約 合 九 o し 九 隻 首 川口 種 "

時
間
帯
"
二
四
時
間

(終
日
)

対
象
車
種
…全
車
種

(軽
自
動
車
、
普
通
車
、
中
型
車
、

割
引
率
…定
額
一
〇
〇
円

(
三

月
一
日
~

-

･
江
津
道
路
の
交
通
量
が
約
五
割
引
の
場
合
は
約
二

倍
、定
額
一
〇
〇
円
の
場
合
は
約
三
倍
と
増
加
し
た
。

･
国
道
九
号
の
交
通
量
が
約
五
割
引
の
場
合
は
約
七
%

減
少
し
、
定
額
一
〇
〇
円
の
場
合
は
約
一
九
%
減
少

果 . ･ “

] 定 … 二
翌 五 類 大 全 四 一
年 日 一 型 車 時 月
ー て 0 車 種 間 三

一
月
三
一
日

(月
)
三
カ
月
間

五
日
)、
約
五
割
引

(
一
一
月

一
六
日
~

翌
年
一
月
三
一
日
)

そ
こ
で
、
国
道
九
号
の
交
通
課
題
改
善
方
策
の
検
討
、
江

津
道
路
の
利
用
促
進
を
目
的
と
し
て
実
験
を
行
っ
た
。

実
験
区
間
…江
津
道
路

(浜
田
I
C
~
江
津
I
C
)

実
験
期
間
…平
成
一
六
年
一
一
月
一
日

月

5
羽



社会実験による効果
①江津道路の交通量が増加 約5割引の場合…約2倍 定額l00円の場合…約3倍
②国道9号の交通量が減少 177百合/日(割引前)→164百合/日 (約5割引 :約7 %(約5割引 :約7 % 減少)

③国道9号の交通渋滞緩和
(朝ピーク時渋滞長)

割引前 約5割引 定額-00円

実験結果 (江津道路)図 6

870m (割引前)
→144百合/日 (定額100円 :約19 % 減少)
→410 m (約5割引 :約53 % 減少)
→230 m (定額100円 :約74 % 減少)

【江津進路の交通量】
制り繭 ･･･ H15年M月の乎n、上n平均
案“割引 … H蜷年11月l6日~30日の平日、土白平均(祝nを瞼○
定額l00円 .･･ H鮪年11月相･15日の平日、土日"社町(視日朝全く)
　　　　　　　　　

H17対象区間(常磐自動車道 那珂-,C ~ 日立北l,C L=30.5km

日立南太田-C~北茨城IC

日立南太田IC~日立北IC

′′′′
′′′′′

日立南太田lC間
L==.5km

郡呵市>;
~

常陸太田市

/ 、"′ミノグキベ、一ダノ
- -、、、~、

昼割時間帯(9‐17時)

2 000
師 1,500
則 1POO
血 500

実験区間合計 実露離籍統で 湖 ｢一国 -

　　　 　　　　　　　
実験前 実験中 !

図 7 実験結果 (常磐自動車道)

　　　　　　 　　　　　

lグラフの縦軸はインターペア交通量(台/8h) I

　　　◎□鰓 134 188
0 を{《
実験前 実験中

｢

飜礬蚕獺灘叢競獺る翼鬘竪撥黎覊鰔溺礎溌畿燧廃熱870

(『60m) -
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　 　

【凡例】実験前:6ハ3~ 6ハ9の昼割時間帯 (9‐l7時)平日平均ETC交通量
実験中:7/= ~フノ13、8/22~ 8/26の (9‐17時)平日平均ETC交通量
※重視データを削除 (7月)

【集計】 東日本高速道路株式会社データ



て
調
査
し
、
渋
滞
緩
和
策
と
し
て
検
証
を
行
う
。
な
お
、

前
年
度
ま
で
の
社
会
実
験
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
課
題
を

確
認
す
る
た
め
、
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

実
験
区
間
"
那
珂
、
日
立
南
太
田
、
日
立
中
央
、
日
立

北
の
四
I
C
相
互
間

実
験
期
間
…平
成
一
七
年
六
月
二
七
日

(金
)
~
八
月

三
一
日

(水
)
[約
二
カ
月
間
]

実
験
時
間
…九
…
0
0
~

一
七

…
0
0

(八
時
間
)

対
象
車
両
"
E
T
C
車

(全
車
種
)

割
引
率
…約
五
割
引

[実
験
結
果
]

一
般
道
全
体
の
全
車
断
面
交
通
量
は
日
立
中
央
I
C
~

日
立
南
太
田
I
C
間
で
0
･
四
%
減
少
、
日
立
南
太
田
I

C
~
那
珂
I
C
間
で
一
･
六
%
減
少
、
ま
た
、
国
道
六
号

鮎
川
橋
断
面
の
全
車
断
面
交
通
量
は
三
･
五
%
減
少
。
大

型
車
断
面
交
通
量
は
日
立
中
央
I
C
~
日
立
南
太
田
I
C

間
で
六
･
0
%
減
少
、
日
立
南
太
田
I
C
~
那
珂
I
C
間

で
二
･
四
%
減
少
、
ま
た
、
国
道
六
号
鮎
川
橋
断
面
で
大

型
車
交
通
量
は
六
･
一
%
減
少
し
た
。

分
担
率
は
常
磐
道
の
分
担
率
は
日
立
中
央
I
C
~
日
立

南
太
田
I
C
間
で
二
･
四
%
増
加
し
、
日
立
南
太
田
I
C

~
那
珂
I
C
間
で
二
･
六
%
増
加
し
た
。

E
T
C
イ
ン
タ
ー
ペ
ア
交
通
量

(平
日
)
が
実
験
区
間

全
体
で
一
九
%
増
加
し
た
。

五

お
わ
り
に

実
験
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
の
交
通
課
題
の
解
決
に
対

し
て
料
金
施
策
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
、
有
料
道
路
の
利

用
増
や
並
行
一
般
道
路
で
の
混
雑
緩
和
な
ど
の
効
果
が
み

ら
れ
た
。

実
験
を
実
施
し
た
地
域
で
結
果
も
お
お
む
ね
良
好
な
事

例
は
、
本
格
実
施
に
移
行
し
た
案
件
も
あ
る
。
採
算
性
な

ど
課
題
の
残
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
実
験
の
結
果
の
中
か

ら
良
い
部
分
を
抽
出
し
、さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
で
あ
る
。

実
験
を
実
施
し
て
い
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
都
市
の

規
模
や
交
通
状
況
な
ど
を
似
通
っ
た
地
域
で
実
施
し
た
実

験
結
果
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。



『脚
本
風
景
衡
邁
の
実
現
に
鬮
げ
て

提
言
｣

に
つ
い
て

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
道
路
環
境
調
査
室

日
本
風
景
街
道
戦
略
会
議

(委
員
長
…奥
田
碩

日
本

経
済
団
体
連
合
会
名
誉
会
長
)
は
、
平
成
一
七
年
一
二
月

七
日
の
第
一
回
戦
略
会
議
よ
り
、
約
一
年
半
に
わ
た
り
、

日
本
風
景
街
道
の
理
念
･
仕
組
み
･
制
度
の
検
討
を
行
っ

た
。こ

の
間
、
制
度
設
計
を
具
体
的
に
行
う
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
戦
略
会
議
委
員
に
よ
る

現
地
視
察
調
査
、地
方
整
備
局
等
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
、

検
討
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
平
成
一
九
年
四
月
二
〇
日
の
第
四
回
戦
略
会

議
に
お
い
て
、
｢日
本
風
景
街
道
の
実
現
に
向
け
て

提

言
｣
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
奥
田
委
員
長
よ
り
冬
柴
国
土

交
通
大
臣
へ
提
言
の
手
交
が
行
わ
れ
た

(写
真
1
)。

本
稿
で
は
、
本
提
言
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

晒

日
本
風
景
街
道
の
目
的
と
運
動
方
針

我
が
国
の
国
土
は
、
｢雪
、
月
、
花
｣
と
い
う
言
葉
に

代
表
さ
れ
る
変
化
に
富
む
四
季
や
美
し
い
自
然
に
恵
ま

れ
、
そ
の
中
で
、
自
然
、
景
観
、
食
文
化
な
ど
の
地
方
独

自
の
風
土
に
ま
つ
わ
る
多
様
な
地
域
文
化
が
培
わ
れ
、
我

が
国
特
有
の
国
土
文
化
を
形
成
し
て
き
た
。

し
か
し
、
戦
後
、
高
度
経
済
成
長
を
経
て
経
済
大
国
へ

と
大
き
く
飛
躍
す
る
一
方
で
、
効
率
性
優
先
の
文
化
に
偏

っ
た
社
会
構
造
へ
と
変
化
し
、
そ
の
結
果
、
様
々
な
地
域

文
化
は
そ
の
姿
を
失
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
消
失
な

ど
我
が
国
の
国
土
文
化
も
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し
て
い

る
o一

方
、
近
年
、
ゆ
と
り
や
安
ら
ぎ
、
心
の
豊
か
さ
を
求

め
る
意
識
や
、
美
し
い
自
然
、
景
観
や
文
化
芸
術
、
歴
史
、

穏
や
か
な
人
々
の
営
み
等
へ
の
国
民
的
な
関
心
が
高
ま
っ

Pには◆八ぢ
、臥縦だ
;も
さ
く"、
ミ
"

{

'{

　　　　　　　　
　　　

　　　　　　　　　　
　　

　　　　　　　　　
　　

　　　　　　　　　　　　　　

写真 1 提言の手交
(左から中村副委員長、奥田委員長、冬柴大臣、谷口技監)

　　 　　　　　 　　　　　



て
い
る
。

ま
た
、
市
民
意
識
の
高
ま
り
、
価
値
観
の
多
様
化
等
に

よ
り
、
従
来
行
政
が
担
っ
て
き
た
範
囲
に
と
ど
ま
ら
な
い

｢公
｣
の
役
割
を
、
地
域
住
民
、
N
P
0
、
企
業
等
が
担

う
な
ど
、
協
働
の
動
き
が
各
地
で
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
日
本
風
景
街
道
は
、
郷

土
愛
を
育
み
、
日
本
列
島
の
魅
力
･
美
し
さ
を
発
見
、
創

出
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
の
も
と
、

景
観
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
等
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

国
民
的
な
原
風
景
を
創
成
す
る
運
動
を
促
し
、
以
っ
て
、

地
域
活
性
化
、
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
風
景
街
道
を
国
民
的
な
運
動
に
ま
で
拡

げ
る
た
め
に
、
こ
の
運
動
に
参
加
す
る
全
て
の
主
体
が
取

り
組
む
べ
き
運
動
方
針
と
し
て
、
『全
国
に
運
動
を
拡
げ

る
こ
と
』、
『多
様
性
を
確
保
す
る
こ
と
』、
『さ
ら
な
る
質

の
向
上
を
図
る
こ
と
』
、
『継
続
的
な
運
動
と
す
る
こ
と
』

の
四
つ
を
掲
げ
て
い
る
。

三

日
本
風
景
街
道
を
構
成
す
る
雲
素

日
本
風
景
街
道
と
は
、
道
路
な
ら
び
に
そ
の
沿
道
や
周

辺
地
域
を
舞
台
と
し
た
多
様
な
主
体
に
よ
る
活
動
そ
の
も

の
や
、
そ
の
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
地
域
の
資
源
を

活
か
し
た
多
様
で
質
の
高
い
風
景
な
ど
を
包
含
し
た
概
念

で
あ
る
。
日
本
風
景
街
道
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
は
、

地
域
資
源
、
活
動
主
体
、
活
動
内
容
、
活
動
の
場
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
総
称
し
て

｢風
景
街
道
｣
と
言
う

(図
1
)。

1

地
域
資
源

日
本
風
景
街
道
の
地
域
資
源
に
は
、
景
観
資
源
、
自
然

資
源
、
歴
史
資
源
、
文
化
資
源
、
体
験
･
交
流
資
源
、
施

設
･
情
報
資
源
等
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
様
々
な
地
域
資

源
を
幅
広
く
活
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る

(写
真

2
)
0

2

活
動
主
体

日
本
風
景
街
道
の
活
動
と
し
て
考
え
ら
れ
る
、
景
観
の

改
善
や
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
個
性
的
な
景
観
の
形

(中心となる道路 等)

(日本風景街道パートナーシップ)

1 日本風景街道を構成する要素

景観資源

写真2 多様な地域資源の例

体験 ･交流資源



成
、
伝
統
的
な
農
村
風
景
･
街
並
み
の
保
全
、
観
光
に
寄

与
す
る
情
報
発
信
等
は
、
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

行
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
｢風
景
街
道
｣
毎
に

｢活
動
に
応
じ
て
必

要
な
組
織

(地
域
住
民
、
N
P
0
、
町
内
会

･
自
治
会
、

企
業
、
大
学
関
係
者
、
警
察
、
市
町
村
等
の
地
方
公
共
団

体
等
)｣
と

｢道
路
の
管
理
者
｣
か
ら
な
る
体
制
を
作
り
、

活
動
を
実
施
す
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
体
制
を

｢日
本
風
景
街
道
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
｣
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
は
組
織
の
概
念
を
示
し
た

二豆
案
で
あ
り
、
個
々
の
具
体
の
名
称
、
構
成
員
に
つ
い
て

は
活
動
主
体
の
判
断
に
委
ね
る
も
の
と
す
る

(図
2
)。

3

活
動
内
容
と
活
動
の
場

日
本
風
景
街
道
で
は
、
質
の
高
い
風
景
を
形
成
す
る
た

め
に
、
活
動
主
体
が
、
道
路
清
掃
活
動
、
植
栽
、
景
観
の

改
善
、地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
個
性
的
な
景
観
の
形
成
、

伝
統
的
な
農
村
風
景
･
街
並
み
の
保
全
、
観
光
に
寄
与
す

る
情
報
発
信
等
の
活
動
内
容
を
、
｢中
心
と
な
る
道
路
｣

に
代
表
さ
れ
る
道
路
や
そ
の
沿
道
を
舞
台
に
行
う

(図

3
)
0三

日
本
風
景
街
道
の
基
本
的
な
枠
組
み
(図
4
)

日
本
風
景
街
道
の
推
進
は
、
日
本
風
景
街
道
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
が
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
前
提
だ
が
、

国
民
的
な
運
動
と
し
て
長
く
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
日

本
風
景
街
道
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
支
援
し
て
い
く
枠
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
風
景
街
道
の
運
動
方
針
を
踏
ま
え
る
と
、
二
つ
の

支
援
を
行
う
枠
組
み
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
目
の
仕
組
み
は
、
『全
国
に
運
動
を
拡
げ
る
こ
と
』

『多
様
性
を
確
保
す
る
こ
と
』
『継
続
的
な
運
動
と
す
る
こ

と
』
の
運
動
方
針
を
実
現
す
る
た
め
に
、
各

｢風
景
街
道
｣

に
対
し
で
き
る
限
り
門
戸
を
開
き
、
き
め
細
や
か
な
支
援

を
実
施
す
る

｢登
録
の
枠
組
み
｣
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
『さ
ら
な
る
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
』
の

運
動
方
針
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
の
観

点
か
ら
質
の
高
さ
を
求
め
る
｢評
価
の
枠
組
み
｣
で
あ
る
。

四
つ
の
運
動
方
針
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
の
性
格
の

異
な
る
二
つ
の
枠
組
み
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
運
用

す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
基
本
的
な
枠
組
み
の
具
体
的
な

例
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

①

登
録
の
枠
組
み

･
｢日
本
風
景
街
道
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
｣
が
登
録

を
申
請

･
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
都
道
府
県
･
政
令
市
な
ら

び
に
地
方
整
備
局
等
の
行
政
と
民
間
か
ら
な
る

｢風
景
街
道
協
議
会
｣
が
活
動
支
援
を
実
施

②

評
価
の
枠
組
み

･
｢風
景
街
道
協
議
会
｣
の
推
薦
を
付
し
て

｢日
本

!g i首矛〒セ 2007 6

図 2 活動主体

日本風景街道バ…トナーシツプ

ー地域住民 = N P o I
-町内会自治会 = 企 業 = 大学関係者 !

- =地方公共団体 lL警 察 (市町村等) その他

　
道路の管理者



風
景
街
道
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
｣
が
自
主
的
な
意

思
に
も
と
づ
き
評
価
を
申
請

･
全
国
に
一
機
関
の
｢民
主
体
の
第
三
者
機
関
｣
が
、

｢各
分
野
の
専
門
家
か
ら
な
る
第
三
者
委
員
会
｣

の
意
見
や

｢訪
れ
る
人
｣
の
満
足
度
を
踏
ま
え
評

価
を
実
施

･
｢民
主
体
の
第
三
者
機
関
｣
は
、
評
価
の
実
施
と

と
も
に
評
価
に
応
じ
た
重
点
的
な
広
報
等
の
支
援

を
実
施

四

今
後
の
展
開

(図
5
)

現
状
で
は
、
日
本
風
景
街
道
の
理
念
に
合
致
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
活
動
が
既
に
数
多
く
あ
り
、
日
本
風
景
街
道

の
枠
組
み
は
で
き
得
る
か
ぎ
り
早
く
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
評
価
の
枠
組
み
を
構
築
す
る
た
め
に

は
、
実
際
の
活
動
状
況
や
熟
度
を
踏
ま
え
た
詳
細
な
評
価

基
準
の
作
成
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
検
討
に
は
、
試
行
を

含
め
数
年
を
要
す
る
。
ま
た
、
世
界
に
対
し
て
発
信
で
き

る
よ
う
な
質
の
高
い
風
景
と
い
う
観
点
で
は
、
さ
ら
に
改

善
の
余
地
が
見
受
け
ら
れ
、
｢風
景
街
道
｣
の
熱
度
の
醸

成
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
登
録
の
枠
組
み
を
先
行
し
て

構
築
し
、
概
ね
三
年
後
を
目
途
に
評
価
の
枠
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。

　　　　　　

湊
美
さ
き

観光拠点へのアクセス向上

地域の自然を生かした
魅力ある地域づくり

図 3 日

:ワークショップ等の開催、交流会等の開催、ガイドマップの作成、ボランティアガイド･語り部の育成、案内看板の整備 等
　

本風景街道のイメージ

　　　　　　　　　　　　　

　　　SA PA等における日本
風景街遵の情報発信

メ地域アイデンティティー 地域の歴史遺産壱の形成･成熟 魅力ある地頭づくり

による縦園の多様な取組み

易く快週な歩行者空間の窒翁



　　　　　　
　
l ※｢風景街廼｣毎に設置

　
返 副瀰、て縄な検討 )

l ◆登録条件
l ①日本風景街道パートナーシップか細総さ
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
I 露醍綣鷲き粃縦競合致した
l ④申請された風景街割に｢中心となる進
ー
路｣が存在していること

民主体の第三者嶺関

、 第三者委員会　　　 　　

回員街道｣を訪れる人

日本風景街造
(パートナーシップ

日本風景街蓮
　　 　　　

臟

0 0風景街道協議会

都道府県･政令市 / {＼
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

を行うだめ、行脚"鼾疑からなる

会數遊必要二信じて毛を迅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図 4 日本風景街道の枠組みの具体例

※全国に一隅開設置

▼。-脚v′力迷 蹴的な質の向上
⑦テーマの設定

皺鰈嚇さ＼
る、遊ぶ 等)

②レベルの議定
例"一つ屋･二つ屋(ミシコラン
の星のイメージ) 巻

今朝鰯の基準の琶え方
⑩孵勝貝塚“緕1開
港活動体劃の評価

　　
登録体制 登録の随時受付け　 　　　　　　　　　

　
の準備

評
価
の
開
始

評価体制
の準備･確立

評価の試行

Hす9 年度 H 2 0 年度 H 2ず年度 H 2 2 年度以降

図 5 日本風景街道の実施展開

◆活動支援
⑦地方ブロック毎の支援
○人的支援
0制度的支援
0多様な主体による協働の取組みを通し
ての支援
･施設整備 ･情報発信 等
@全国的な観点からの支援
･財政的な朝長 ･Dコの使用 等

◆評価の申請条件
①-定期聞く例えば、数年程謝銭)の活副発働くあること
範囲景街筵憲章を策定していること
筋活動の場が一定の範囲の拡がり(例えば、｢中心となる道麹の延長が一定以上あること)を持つこと
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交差点付近に設けられた植栽帯の手入れの様子 表彰された野村町内会の清掃風景

道イテセ 2007,6 2!

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
に
つ
い
て
圓

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課

そ
の
手
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

た　　

こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
平
成
一
六
年
に
は
国
土
交
通
大

臣
か
ら

｢み
ど
り
の
愛
護
｣
功
労
者
表
彰
状
が
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。

平
成
エ
ハ年
の
受
賞
後
も
、
同
町
内
会
の
活
動
は
非
常

に
活
発
で
あ
り
、
平
成
一
八
年
度
の
活
動
実
績

(
一
〇
月

末
現
在
)
は
、
九
日
･
延
べ
参
加
人
数
八
五
八
人
と
町
内

会
住
民
の
二
割
以
上
が
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
参
加
率
は
驚
異
的
で
あ
り
、
同
町
内
会
の
継
続
的
･

積
極
的
な
緑
化
活
動
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
と
し
て
、
今

般
、
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
そ
の
活
動
状
況
を
町
会
会
長
か
ら
紹
介
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

去
る
四
月
二
七
日
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も

と
、
第
一
回

｢み
ど
り
の
式
典
｣
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
中
で
、
緑
化
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
顕
著
な
功
績
が
あ

っ
た
も
の
と
し
て
、
｢岡
山
県
津
山
市
野
村
町
内
会
｣
が

緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
す
。

津
山
市
野
村
町
内
会
は
、
戸
数
一
三
八
戸
･
四
九
六
名

か
ら
成
る
自
治
会
で
あ
り
、
野
村
地
内
を
通
過
し
て
い
る

一
般
国
道
五
三
号
及
び
県
道
津
山
智
頭
八
頭
線
の
沿
道
約

六
〇
0
m
の
区
間
及
び
両
道
路
の
交
差
点
部
に
設
け
ら
れ

た
植
樹
帯
に
お
い
て
、
昭
和
六
〇
年
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
二
一
年
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
、
毎
月
第
一
日
曜
日

に
、
道
路
清
掃
や
ハ
ボ
タ
ン
･
パ
ン
ジ
ー
等
の
植
栽
及
び



私
た
ち
の
町
内
会
は
、
会
員
数
一
三
八
戸
か
ら
な
る
普

通
の
農
村
集
落
で
す
。
町
内
に
は
南
北
を
縦
断
す
る
よ
う

に
一
般
国
道
五
三
号
線
が
通
過
し
て
お
り
、
途
中
、
県
道

と
の
交
差
地
点
部
に
植
栽
帯
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
以

前
か
ら
国
道
の
路
肩
や
側
溝
の
清
掃
を
行
い
、
植
栽
帯
に

緑
を
育
て
よ
う
と
い
う
案
が
あ
り
、
そ
れ
が
昭
和
六
〇
年

よ
り
町
民
一
致
協
力
で
、
こ
れ
ら
の
運
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
毎
月
の
第
一
日
曜
日
の
朝
は
欠
か
す
こ
と

と
な
く
、
現
在
ま
で
殆
ん
ど
全
員
参
加
の
活
動
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
一
三
年
に
は
毎
月
行
な
っ
て
い
る
道
端

清
掃
が
二
〇
0
回
に
な
る
の
を
記
念
し
て
行
事
を
計
画
し

ま
し
た
。
会
員
か
ら
標
語
の
募
集
を
行
な
い
、
植
栽
帯
に
、

『お
疲
れ
き
ん

ゴ
ミ
と
笑
顔
は
家
庭
ま
で
』

『や
め
よ
う

ポ
イ
捨
て

き
れ
い
な
町
に
』

と
か
の
三
角
型
啓
発
塔
を
建
立
し
た
り
も
し
て
、
美
化
意

識
の
高
揚
に
つ
と
め
ま
し
た
。

こ
う
し
て
毎
月
活
動
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
会
員
の

意
識
も
だ
ん
だ
ん
変
化
し
、
国
道
以
外
に
県
道
市
道
等
の

生
活
道
路
ま
で
そ
の
範
囲
を
広
げ
て
行
き
ま
し
た
。
子
供

の
い
る
家
庭
で
は
、
親
子
で
の
作
業
風
景
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
植
栽
帯
に
育
て
る
草
花
も
多
様
な
種
類
で
植
栽

回
数
も
多
く
し
、
四
季
を
通
じ
て
美
し
い
花
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
手
入
れ
を
行
い
、
道
行
く
人
に
憩
い
の
場
を
与

え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
一
六
年
に
は

｢み
ど
り
愛
護
｣
の
集

い
で
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
今
回
、
栄

あ
る
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
緑
化
活
動
は
今
で
は
、
町
民
の
ほ
と
ん
ど

の
人
が
生
活
の
一
部
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
組
み
入
れ
て

お
り
、
自
然
な
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
般
の
総
理
大
臣
表
彰
受
賞
を
励
み
に
、

互
い
に
功
績
を
歓
び
合
い
、
分
か
ち
合
っ
て
、
今
後
も

地
域
の
美
化
緑
化
の
た
め
に
励
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

緑化離纏と週鷺濶蟯活動に
薫り組んで

岡山県津山市野村町内会会長 松田 淳史

『町をきれいに』 は生活の一部になっている
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今
般
の
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
し
て
は
、
近
年
の

公
共
投
資
全
体
の
抑
制
な
ど
を
背
景
と
す
る
道
路
歳
出
の
抑

制
な
ど
に
よ
り
、
平
成

一
九
年
度
に
は
、
こ
の
道
路
特
定
財

源
に
よ
る
税
収
が
歳
出
を
上
回
る
と
見
込
ま
れ
て
い
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
見
直
し
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
平
成

一
七
年

一

二
月
九
日
、
政
府
･
与
党
協
議
に
お
い
て
、
｢道
路
特
定
財

源
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
｣
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
基
本
方
針
の
内
容
を
法
文
化
し
た

｢簡
素
で
効
率

的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る

法
律
｣
が
平
成
一
八
年
六
月
二
日
に
公
布
さ
れ
、
同
法
や

｢骨
太
の
基
本
方
針
2
0
0
6
｣
に
沿
っ
て
、
見
直
し
の
検

討
を
進
め
た
後
、
同
年
三
一月
八
日
に
｢道
路
特
定
財
源
の

見
直
し
に
関
す
る
具
体
策
｣
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
具
体
策
に
お
い
て
は
、
｢道
路
整
備
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、
そ
の
必
要
性
を
具
体
的
に
精
査
し
、
引
き
続
き
、

重
点
化
、
効
率
化
を
進
め
つ
つ
、
真
に
必
要
な
道
路
整
備
は

計
画
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
一
九
年
中
に
、
今
後
の
具
体

的
な
道
路
整
備
の
姿
を
示
し
た
中
期
的
な
計
画
を
作
成
す

る
｣
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
、
中
期
計
画
の
素

案
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
で
き
る
限
り
幅
広
く
国
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
十
分
な
時

間
を
か
け
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
ま
ず
は
、
｢真
に
必
要
な
道
路
｣
に
つ
い
て
、

一

般
の
方
々
を
は
じ
め
、
有
識
者
、
都
道
府
県
知
事
、
市
町
村

長
に
対
し
、
幅
広
く
問
い
か
け
る
こ
と
か
ら
議
論
を
始
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
般
の
方
々
に
対
し
て
は
、
本
年
四
月
二
日
か
ら
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
地
方
自
治

体
、
道
の
駅
、
S
A
･
P
A
な
ど
に
備
え
付
け
て
あ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
か
ら
応
募
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
様
の
積
極
的
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

国民に対して多様な手段により、幅広く問いかけるとともに、
有識者、都道府県知事 ･市町村長にも意見を聴くこととする。

〈主な問いかけ ･意見聴取の対象〉

○ホームページを開設しアンケートを実施
･回答を直接入力又はメール
○アンケート用紙の配布
･ S A ･ P A や道の駅、自治体窓口等に設置を依頼
･回答を郵送、ファックス
･点字の用紙を設置予定
○標本調査の実施
･ヅ精‐的な分統計的な分析ができるように、地域別 ･年齢別に偏り
がないよう抽出した約 1万人を対象に調査を実施

有 識 者 ･大学教授、経済界等具 有 識 者 『
直接訪問
･報道機関の論説委員、解説者等

』都道府県知事･市町村長 襲
O文書“こより回答依頼 (自由回答)
･全知事 ･全市町村長

1首牙〒セ 2007.6 , 23

遭離離爛◎曄期計鬮◎権威に高鼾竃の
茅ン歩璽ト調靴を嚢朧してい誠漸雲霞
~ 道路整備の中期計画の作成に着手へ~

道路局中期計画作成担当



◆ アンケート調査概要 ◆

募集期間 平成 19年 4月 2 日 (月) ~ 平成 19 年 7月 3 1日 (火)【必着】

内 容
①今後の道路政策における効率化のポイントについて
②今後の取り組む道路政策の優先度について
③道路政策全般について

提出方法

【パソコン、携帯電話のインターネットによる場合】
①パソコンの場合
下記にアクセスし、 ご意見を選択、 記入の上、 送付してください。
(U R L ) h ttp :〃w w w .d o uro -k eik ak u ,jp/
②携帯電話の場合
下記の携帯用ページから、 ご意見を選択、 記入の上、 送付してください。
(U R L ) h ttp ://d ou r o k eik aku Jp/q u estion n a = e/ m o b ile
もしくは、 Q R code対応の機種であれば、 下記からアクセスしてください。

鬮
【郵送による場合】
上記のホームページヘアクセスし、 アンケート用紙をダウンロー ドもしくは、 国

土交通省、 地方整備局等、 都道府県、 市町村、 高速道路株式会社 (SA ･PA を含む)、
道の駅等に備え付けてありますアンケート用紙にご意見を選択、 記入の上、 郵送又
は意見回収箱 (設置していない場合もあります。) により、 送付してください。 な
お、 アンケート用紙の郵送も承りますので、 下記問い合わせ先までご連絡ください.
〒 1 0 0 - 8 7 8 2 東京中央郵便局 私書箱第224号
国土交通省道路局 中期計画作成担当 あて
【F A X による場合】
上記のホームページヘアクセスし、 F A X 送信状をダウンロードし、 ご意見を選択、
記入の上、 F A X してください。
F A X 番号 : 0 3 - 5 2 5 3 - 1 5 8 5

国土交通省道路局 中期計画作成担当 あて

注意事項

･頂いたご意見に対して個別の回答はいたしかねますので、 あらかじめその旨ご
了承願います。
･ご意見を正確に把握する必要があるため、 電話によるご意見の受付は対応いた
しかねますので、 あらかじめその旨ご承知おきください。
･頂いたご意見の内容については、 集計の上、 公開される可能性がありますので、
あらかじめその旨ご承知おきください。

問い合わせ先
国土交通省道路局 中期計画作成担当 あて
T E L 番号 : 0 3 - 5 2 5 3 - 8 1 1 1 (内線 3 7 3 8 4 )

その他
道路行政に関する情報については、
道路局ホームページ (アドレス : http://w w w .m lit,goJp/road/) でもご覧頂けます。



◆ アンケート ◆

我が国の財政事情が厳しい中、 少子高齢化などの社会経済情勢を踏まえ、 限られた予算で
最大限の効果を発揮するためには、効率的な政策展開が求められます。
そこで、 今後の道路政策の効率的な展開についてお伺いします。

Q I 今後の道路政策においては、 コストを減らし、 無駄を排するなどの効率化を徹底する必
要があると思いますが、 その際、 どのようなことが大事だと思いますか。
以下の中からあなたが大事だと思うものを 3つまであげてください。

(ア) 事業の開始前や途中段階で必要性をチェックするなど事業ごとの評価を徹底する
(イ) 個別の事業のスピードアップを図るなどスケジュール管理を徹底する
(ウ) 道路の建設や管理にかかるコストをもっと減らす努力をする (工法の工夫や新技術の活
用等)

(エ) 事業の実施にあたって、 早い段階から国民の考えや意見が十分に反映されるような取組
みをもっと行う

(オ) 沿道の住民やN P 0 (特定非営利活動法人) などが道路の管理にもっと参画できる取組
みを行う

(力) 入札契約の適正化など事業の透明性を確保する
(キ) 現在ある道路をもっと有効に利用する (高速道路料金の引き下げ、インターチェンジの
増設、 路上工事の縮減等)

(ク) その他 ( )
(ケ) わからない

Q 2 あなたがお住まいになっている地域で、 道路に関して無駄と感じることがあれば、 い
くつでもあげてください。

次に、 今後の取り組む道路政策の優先度についてお伺いします。

Q 3 今後の取り組む道路政策の一層の重点化を図ることが必要であると思いますが、優先度が高
い課題への対応は何だと思いますか。
以下の中からあなたが特に優先度が高いと思うものを 3 つまであげてください。

(ア) 渋滞対策 (バイパスの整備 ･開かずの踏切対策 ･交差点の改良等)
(イ) 都心へ入る車を分散させる大都市圏の環状道路の整備
(ウ) ネットワークがつながっていない高速道路の整備
(エ) 地域活性化や物流のため都市や交通拠点を結ぶ道路の整備
(オ) 通勤、 通院などの日常の暮らしを支える生活幹線道路の整備
(力) バリアフリー対策 (歩道の段差の解消等)
(キ) 交通事故対策 (通学路を主とした歩道の設置等)
(ク) 大雨 ･大雪や地震などの災害、 重大事故などへの備え (避難路の整備 ･橋の補強 ･雪崩
予防柵の設置等)

(ケ) 大気汚染や騒音などへの環境対策
(コ) 道路管理の充実 (日常的な維持修繕 (清掃 省甫装修繕 ･除雪等) ･老朽化した橋の予防
対策等)

(サ) 電線類の地中化
(シ) 自転車利用の促進 (自転車道 ･駐輪場の整備等)
(ス) 植樹など道路景観の改善
(セ) わかりやすい案内標識などの整備
(ソ) カーナビ情報の充実
(夕) バスや L R T (次世代型路面電車) などの公共交通機関への支援
(チ) その他 (
(ツ) わからない

次に、 道路政策全般などについてお伺いします。

Q 4 道路政策全般や中期計画の作成の検討の進め方等に関し、 ご意見、 ご要望等があれば
自由にご記入ください。



推進標語決定
最優秀賞 『また明日 元気に会おう この道で』

平成 19年度の ｢道路ふれあい月間｣ 推進標語の審査会が、 平成 19年 5月 3 0

日 (水)に行われ、推進標語が決まりました。
全国から、過去最高の 5,9 1 1点の応募があり、 浅井愼平氏 (写真家)、 残間里

江子氏 (プロデューサー)、 陣内貴美子氏 (元オリンピックバドミントン選手)、 山

田美保子氏 (放送作家 ･コラムニスト)の審査の結果、最優秀賞 1点、優秀賞生点、
優良賞 4点が以下のとおり決定しました。審査会の詳細につきましては、次号で

お伝えします。
推進標語は、広報誌、 ポスター、チラシ等で、道路整備、道路愛護に対する国

民の皆様方の関心を高めるために活用します。

《推進標語入選作品》

○最優秀賞 『また明日 元気に会おう この道で』 埼 玉 県 西澤 実月 さん

○優 秀 賞

[一般の部] 『いい道路 まちに人呼ぶ 活気呼ぶ』 三 重 県 北谷 知亜 さん

『道路から 聞こえる町の 息づかい』 大 阪 府 山野 大輔 さん

[学生の部] 『ふるさとに 続くこの道 たからもの』 新 潟 県 坂井 泰法 さん

『つながるね ぼくらの未来の 道しるべ』 鳥 取 県 中村 浩明 さん

○優良賞

[一般の部] 『今ここに 道があるから ある未来』 神奈川県 寺前 秀紀 さん

『この道は 次の世代も 通る道』 群 馬 県 茂木 義男 さん

[学生の部] 『うれしいな いろんな笑顔に あえる道』 大 阪 府 本石 澪人 さん

『すてないで 心の道を よごしちゃう』 北 海 道 小蕎 優奈 さん
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道
路
局
路
政
課

鰡
っ
た
よ
。
よ
も
や
疑
い
が
な
か
っ
た
か
ら
、
管
理
室
に
行

っ
て
聞
い
た
。

管
理
人
は
、
し
わ
の
深
い
中
年
の
女
性
で
、
そ
れ
以
上

の
印
象
は
な
か
っ
た
。

｢申
し
訳
な
い
。
名
古
屋
国
道
事
務
所
の
ミ
ゾ
ロ
ギ
で
す

が
、
こ
の
車
の
持
ち
主
に
会
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。｣

｢そ
の
し
わ
の
中
年
は
、
怪
訝
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
も

要
件
を
聞
き
終
え
る
と
、
赤
い
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
持
ち
主

は
女
性
で
、
一
人
で
部
屋
に
い
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
す
る
権
限
は
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た

が
、
オ
レ
は
そ
の
部
屋
に
向
か
っ
た
。｣

｢ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下
さ
い
。
補
佐
は
部
屋
に
ま
で
行
っ

た
ん
で
す
か
。｣

｢そ
う
だ
。
そ
し
て
ト
ビ
ラ
を
開
く
と
、
ベ
ッ
ド
の
上
に

は
女
が
座
っ
て
い
た
。
最
初
、
女
は
薄
い
ベ
ー
ル
に
つ
つ

ま
れ
た
よ
う
な
印
象
だ
っ
た
ん
だ
が
、
近
づ
く
に
つ
れ
わ

か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
女
が
美
人
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
ど

こ
と
な
く
ぼ
ん
や
り
と
し
た
印
象
だ
っ
た
の
は
、
彼
女
の

そ
の
切
れ
長
の
目
に
限
り
な
く
深
い
憂
い
が
あ
っ
た
か
ら

だ
っ
た
。｣

｢｢ヒ
ナ
コ
｣
と
静
か
に
彼
女
は
名
乗
っ
た
。
し
か
し
オ
レ

は
問
い
つ
め
る
よ
う
に
言
っ
た
。
あ
な
た
は
道
路
法
第
四

十
三
条
第

一
号
に
違
反
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
『み

だ
り
に
道
路
を
汚
損
す
る
こ
と
』
を
し
ま
し
た
ね
。
道
路

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
私
は
、
あ
な
た

に
そ
れ
ら
の
ガ
ソ
リ
ン
を
撤
去
す
る
こ
と
を
命
じ
ま
す
。｣

鬮

道
路
局
路
政
課

鰡

中
日=
=
■
a=d
m=E
=
=
飼=
董
酌
竈
鴎
匪
亜
m目
囲摺
m
m
団BB
mn
飼=E
mm再
耶=m
m=
国國E
m翻
=
蛇
==■
==田
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錮
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霊霞m
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判
国
劃
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露酵E
m=
■=
朝刺m
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B=
=
咀
N=m
霊匿m
B
口
曲

合
同
庁
舎
四
号
館
の
裏
口
玄
関
を
出
る
と
、
初
夏
の
朝

た
ば
こ
の
煙
が
ミ
ゾ
ロ
ギ
の
顔
を
お
お
う
。
お
も
む
る

焼
け
が
、
真
新
し
い
文
部
科
学
省
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
を
真

に
ミ
ゾ
ロ
ギ
は
語
り
始
め
た
。

っ
赤
に
染
め
て
い
る
。
眩
し
い
、
つ
い
目
を
細
め
る
。
コ

｢そ
の
ホ
テ
ル
に
も
国
会
議
事
堂
の
絵
が
あ
っ
た
。
玄
関

ン
ク
リ
ー
ト
に
冷
や
さ
れ
た
人
工
的
な
空
気
そ
し
て
風
、

の
ド
ア
の
内
側
に
。
そ
の
と
き
は
何
の
意
味
も
な
い
絵
だ

小
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は
そ
こ
に
は

っ
た
ん
だ
け
ど
な
。
そ
ん
な
絵
に
何
の
意
味
も
な
い
ん
だ

な
い
。
午
前
五
時
。
内
閣
法
制
局
で
の
審
査
を
終
え
た
路

が
。
か
れ
こ
れ
一
〇
年
前
に
も
な
る
か
。
あ
の
と
き
も
静

政
課
補
佐
の
ミ
ゾ
ロ
ギ
と
係
員
の
シ
ン
イ
チ
は
、
路
政
課

か
な
朝
だ
っ
た
･･･。｣

へ
の
帰
路
に
つ
く
。
坂
の
上
に
さ
し
か
か
る
と
、
ミ
ゾ
ロ

ミ
ゾ
ロ
ギ
は
続
け
る
。

ギ
が
立
ち
止
ま
っ
た
。

｢オ
レ
が
現
場
に
い
た
頃
の
こ
と
。
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
中

｢補
佐
、
ど
う
さ
れ
ま
し
た
。｣

に
国
道
に
ガ
ソ
リ
ン
が
流
出
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
ん

ミ
ゾ
ロ
ギ
の
目
は
遠
く
を
見
つ
め
て
い
る
。
そ
こ
か
ら

だ
。明
ら
か
に
自
動
車
か
ら
漏
れ
た
も
の
だ
っ
た
ん
だ
が
、

は
、
国
会
議
事
堂
の
尖
塔
が
見
え
る
。
が
、
も
っ
と
先
を

そ
れ
を
追
っ
て
い
く
と
、
『す
い
-
と
れ
も
ん
』
に
た
ど

見
つ
め
て
い
る
よ
う
だ
。
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
た
ば
こ

り
着
い
た
。｣

を
出
し
、
お
も
む
ろ
に
火
を
付
け
る
。
ミ
ゾ
ロ
ギ
は
動
か

た
ば
こ
の
灰
が
風
で
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落
ち
た
。

な
い
。

そ
の
国
道
沿
い
の
ホ
テ
ル
に
は
、
自
動
車
二
台
し
か
と

｢『す
い
ー
と
れ
も
ん
』
だ
っ
た
か
な
。
そ
の
日
の
朝
の
こ

ま

っ
て
い
な
か
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
が
漏
れ
て
い
る
の
は
あ

と
を
思
い
出
し
た
ん
だ
。｣

き
ら
か
に
真
っ
赤
な
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
タ
イ
プ
の
自
動
車
だ



｢
ヒ
ナ
コ
は
何
の
こ
と
か
全
く
わ
か
ら
な
い
様
子
で
、
こ

ち
ら
を
見
つ
め
た
。
吸
い
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
よ
う
な
視

線
を
浴
び
て
つ
い
目
を
そ
ら
し
た
く
な
っ
た
が
、
オ
レ
は

続
け
た
。
あ
な
た
の
車
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
が
漏
れ
て
た
ん
で

す
よ
。
そ
れ
が
道
路
上
に
散
乱
し
て
い
る
。
あ
な
た
は
、

同
法
第
百
条
第
三
号
に
よ
っ
て
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は

五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
た
だ
、
ま
あ
も
う
既
に
、
道
路
管
理
者
が
現
場
で
清

掃
し
て
い
る
は
ず
だ
が
ね
。
な
に
し
ろ
道
路
法
第
四
十
二

条
で
は
、
道
路
管
理
者
が
常
時
良
好
な
状
態
を
保
つ
よ
う

に
維
持

･
修
繕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
か
ら
な
弓

｢ヒ
ナ
コ
は
、
ひ
ど
く
混
乱
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
鈴

を
こ
ろ
が
す
よ
う
な
声
で
、
全
て
を
明
か
し
た
。
な
ぜ
ホ

テ
ル
に

一
人
で
い
る
の
か
。
赤
い
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
こ
と
。

こ
う
い
こ
う
と
だ
。
ヒ
ナ
コ
は
夫
か
ら
暴
力
を
受
け
て
い

た
。
い
わ
ゆ
る
D
V
っ
て
や
つ
だ
。
最
初
は
優
し
か
っ
た

よ
う
だ
が
、
外
で
働
く
ヒ
ナ
コ
が
遅
い
時
間
に
帰
っ
て
く

る
の
が
許
せ
な
か
っ
た
。
独
占
欲
の
強
い
男
の
よ
う
だ
。

実
際
ヒ
ナ
コ
の
腕
の
付
け
根
に
は
ア
ザ
が
あ
っ
た
。｣

ミ
ゾ
ロ
ギ
は
二
本
目
の
た
ば
こ
に
火
を
つ
け
る
。

｢
で
も
、
こ
の
ま
ま
だ
と
道
路
法
百
条
第
三
号
に
よ
っ
て

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
緒
に
清
掃
に
行
こ
う
。
オ

レ
は
言
っ
た
。
し
か
し
、
ヒ
ナ
コ
は

一
向
に
動
か
な
い
。

そ
し
て
言

っ
た
。｣

｢車
を
壊
し
た
の
は
私
じ
ゃ
な
い
。
や
っ
た
の
は
夫
。
私

は
殺
さ
れ
か
け
た
の
よ
。｣

｢そ
こ
ま
で
言
っ
て
、
ヒ
ナ
コ
は
突
然
、
崩
れ
る
よ
う
に

泣
い
た
。
オ
レ
の
胸
で
。
シ
ン
イ
チ
。
こ
れ
が
何
を
意
味

し
て
い
る
か
わ
か
る
か
。｣

｢二
人
は
恋
に
落
ち
た
ん
で
す
か
。｣

｢
い
や
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
は
今
は
重
要
な
こ
と
で

は
な
い
。
ヒ
ナ
コ
の
道
路
法
第
四
十
三
条
違
反
は
、
過
失

だ
っ
た
っ
て
こ
と
だ
。
ヒ
ナ
コ
は
故
意
に
は
や
っ
て
い
な

い
。
ガ
ソ
リ
ン
漏
れ
に
は
、
気
づ
い
て
な
か
っ
た
ん
だ
。

故
意
と
過
失
の
違
い
は
わ
か
る
よ
な
。｣

｢え
え
、
｢故
意
｣
と
は
、
一
定
の
事
実
を
認
識
し
て
い
る

こ
と
を
い
い
、
｢過
失
｣
と
は
、
一
定
の
事
実
を
認
識
す

べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
注
意
に
よ
っ
て
そ
の

認
識
を
全
く
欠
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。
法
律
用
語
と
し
て

は
こ
う
い
う
整
理
が
で
き
ま
す
。
も
っ
と
も
、
正
確
に
い

う
と
、
こ
の
場
合
は
｢認
識
な
き
過
失
｣
と
い
わ
れ
ま
す
。｣

｢
そ
の
と
お
り
だ
。
そ
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
が
漏
れ
て
い
た

こ
と
に
関
し
て
認
識
が
な
い
ヒ
ナ
コ
は
過
失
犯
で
あ
る
こ

と
が
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
道
路
法
第
百
条
第
三

号
が
過
失
犯
を
も
罰
す
る
規
定
か
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
オ
レ
は
言
っ
た
。
お
前
は
悪
く
な
い
。
道
路
法
の

第
八
章
に
お
い
て
も
、
刑
法
総
則
の
適
用
は
あ
る
。
安
心

し
ろ
。
つ
ま
り
、
刑
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
あ

る
と
お
り
、
｢法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
｣
に
の

み
お
前
は
罰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
道
路
法
第
百
条
第

三
号
に
は
、
そ
れ
が
な
い
。
つ
ま
り
お
前
は
道
路
法
百
条

第
三
号
に
よ
っ
て
は
罰
せ
ら
れ
な
い
。｣

二
本
目
の
た
ば
こ
を
携
帯
灰
皿
に
し
ま
う
と
、
溜
息
混

じ
り
に
ミ
ゾ
ロ
ギ
は
続
け
る
。

｢ヒ
ナ
コ
は
ひ
ど
く
取
り
乱
し
て
い
た
よ
。
突
然
オ
レ
が

き
て
道
路
法
の
話
を
始
め
る
。
そ
し
て
罰
則
の
話
、
結
局

は
適
用
な
し
だ
。
罰
則
の
適
用
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
安

堵
し
た
の
か
、
ヒ
ナ
コ
は
泣
き
や
ん
だ
。
オ
レ
の
ワ
イ
シ

ャ
ツ
は
ヒ
ナ
コ
の
涙
で
ぬ
れ
て
い
た
。
｢ご
め
ん
な
さ
い
。｣

と
ヒ
ナ
コ
は
言
っ
た
。
｢
い
い
ん
だ
。｣
と
オ
レ
は
言
っ
た
。

｢ガ
ソ
リ
ン
を
拭
き
に
行
く
よ
り
も
、
お
前
の
涙
を
拭
く

こ
と
が
オ
レ
の
仕
事
だ
。｣
と
オ
レ
は
言
っ
た
止

ミ
ゾ
ロ
ギ
は
大
き
く
た
ば
こ
を
は
き
出
し
た
。
あ
た
り

は
ま
だ
一
日
の
始
ま
り
の
と
ば
り
が
見
え
始
め
た
頃
合
い

だ
。
静
か
だ
。

｢し
か
し
、
補
佐
、
行
政
犯
は
!
。｣

｢そ
う
だ
、
シ
ン
イ
チ
。
お
前
の
言
い
た
い
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
る
。
行
政
犯
は
、
判
例
に
よ
る
と
、
法
文
に
過
失

犯
を
罰
す
る
旨
の
明
文
の
規
定
が
な
く
て
も
過
失
犯
を
も

罰
す
る
趣
旨
で
あ
る
場
合
が
あ
る
ん
だ
ろ
。
で
も
考
え
て

み
ろ
、
そ
ん
な
こ
と
を
そ
の
と
き
、
ヒ
ナ
コ
に
言
っ
て
ど

う
な
る
。
道
路
法
と
そ
し
て
道
路
法
の
解
釈
で
振
り
回
す

オ
レ
に
も
不
信
感
が
芽
生
え
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
も
う

そ
こ
ま
で
に
し
て
や
っ
た
ん
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
道

路
法
第
四
十
三
条
に
つ
い
て
は
、
判
例
に
照
ら
し
て
も
過

失
犯
を
罰
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
か
ら
な
。｣

言
い
終
え
る
と
、
ミ
ゾ
ロ
ギ
は
歩
き
始
め
た
。
シ
ン
イ



チ
も
そ
れ
に
続
く
。

｢そ
の
後
ヒ
ナ
コ
さ
ん
は
ど
う
な
っ
た
ん
で
す
か
。｣

｢俺
た
ち
は
そ
の
夜
、
一
つ
に
な
っ
た
。
そ
し
て
朝
を
迎

え
た
。
そ
の
朝
、
ヒ
ナ
コ
は
新
た
な
巣
立
ち
を
し
た
。
そ

の
日
の
朝
も
薄
い
ピ
ン
ク
色
の
ラ
イ
ト
で
染
ま
る
部
屋
の

中
の
国
会
議
事
堂
の
絵
が
朝
日
で
染
ま
っ
て
い
た
よ
。
そ

し
て
!
。｣

外
務
省
裏
の
信
号
機
で
二
人
は
立
ち
止
ま
っ
た
。

｢
で
す
が
、
補
佐
、
そ
ん
な
こ
と
っ
て
ー
、
許
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
!
。｣

｢オ
レ
の
行
動
が
過
ち
だ
っ
た
と
責
め
ら
れ
る
や
つ
は
い

な
い
。道
路
法
を
武
器
に
た
ぶ
ら
か
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
俺
た
ち
は
、
今
は
一
緒
に
住
ん
で
い
る
。
そ

の
後
、
オ
レ
た
ち
は
結
婚
し
た
ん
だ
。｣

｢そ
れ
が
き
っ
か
け
で
ヒ
ナ
コ
さ
ん
が
補
佐
と

"
コ
イ
“

に
落
ち
た
わ
け
で
す
か
。｣

｢そ
う
だ
、
だ
か
ら
オ
レ
の
行
動
に
結
果
的
に
は

"過
失
"

は
な
い
。｣

信
号
が
青
に
な
る
。
黒
塗
り
の
ク
ラ
ウ
ン
が
一
台
交
差

点
を
通
過
し
た
。
今
日
も
霞
ヶ
関
の
一
日
が
始
ま
っ
た
。

◆
今
回
の
ま
と
め
◆

Q

道
路
上
に
ガ
ソ
リ
ン
等
を
ま
き
散
ら
す
行
為

は
、
道
路
法
第
四
十
三
条
の
禁
止
行
為
に
該
当

す
る
か
。

A

み
だ
り
に
道
路
を
汚
損
す
る
も
の
と
し
て
、

該
当
す
る
。

Q

道
路
法
第
百
条
第
三
号
は
、
過
失
犯
を
も
罰
す

る
規
定
か
。

A

道
路
法
第
八
章
に
つ
い
て
も
刑
法
総
則
の
規

定
の
適
用
は
あ
る
た
め
、
刑
法
第
三
十
八
条
第

一
項
に
よ
り
、
道
路
法
第
百
条
第
三
号
に
も

｢法
律
に
特
別
の
定
め
が
な
い
｣
た
め
過
失
犯
を

処
罰
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
故
意
犯
の
み

を
罰
す
る
こ
と
に
な
る
。

Q

行
政
刑
罰
に
つ
い
て
は
、
過
失
犯
を
処
す
る

に
際
し
、
必
ず
し
も
特
別
の
明
文
規
定
を
要
し

な
い
と
い
う
判
例

(大
判
大
正
六
年
五
月
十
七

日
)
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
道
路
法
第
百
条
第
三

号
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A

当
該
判
例
に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
と

お
り
、
単
に
行
政
法
規
の
目
的
精
神
か
ら
推
論

し
う
る
と
い
う
理
由
か
ら
だ
け
で
は
許
さ
れ
ず
、

そ
の
趣
旨
が

｢規
定
上
｣
｢条
文
上
｣
認
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の

点
、
道
路
法
第
四
十
三
条
に
つ
い
て
は
、
過
失

犯
を
処
罰
す
る
こ
と
が
こ
れ
ら
に
照
ら
し
、
妥

当
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

Q

道
路
管
理
者
は
自
ら
ガ
ソ
リ
ン
の
除
去
を
で

き
る
か
。
そ
の
場
合
の
費
用
負
担
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

A

道
路
管
理
者
は
、
道
路
法
第
四
十
二
条
に
よ

り
、
そ
の
管
理
す
る
道
路
に
つ
い
て
、
｢常
時
良

好
な
状
態
に
保
つ
よ
う
維
持

･
修
繕
｣
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
汚

損
物
質
に
つ
い
て
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

道
路
管
理
者
が
費
用
を
負
担
し
た
場
合
は
、
道

路
管
理
者
は
同
法
第
五
十
八
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
原
因
者
に
当
該
費
用
の
負
担
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

Q

そ
れ
で
は
、
道
路
管
理
者
は
、
ガ
ソ
リ
ン
の

道
路
上
か
ら
の
除
去
を
、
原
因
者
に
命
じ
る
こ

と
は
で
き
る
か
。

A

当
該
行
為
は
道
路
法
第
四
十
三
条
に
違
反
し

て
お
り
、
同
法
第
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に

該
当
す
る
た
め
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ

を
原
状
回
復
す
る
こ
と
を
、
原
因
者
に
命
じ
る

こ
と
が
で
き
る
o



遭
廃
止
の
落
下
物
排
除
の
取
組
み
に
つ
い
て

i
青
森
国
道
の
ゴ
ミ
問
題
に
対
す
る
取
組
み
紹
介
i

東
北
地
方
整
備
局
青
森
河
川
国
道
事
務
所
青
森
国
道
維
持
出
張
所

一

は
じ
め
に

日
本
本
州
の
北
端
に
位
置
す
る
青
森
国
道
維
持
出
張
所

は
、
青
森
県
青
森
市
、
東
津
軽
郡
平
内
町
を
管
轄
と
し
、

国
道
四
号

(野
辺
地
町
と
平
内
町
の
境
か
ら
青
森
市
ま
で

の
三
九

･
二
蹴
)、
国
道
七
号

(旧
浪
岡
町
と
旧
青
森
市

の
境
か
ら
青
森
市
ま
で
の
一
六
･
六
m
)
及
び
国
道
七
号

青
森
環
状
道
路
全
線

(
一
六
･
六
蹴
)、
計
七
二
･
四
皿

の
維
持
管
理
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

青
森
市
内
の
中
心
部
で
は
約
五
万
五
、
O
0
O
台
の
交

通
量
が
あ
り
、
そ
の
た
め
車
両
か
ら
の
落
下
物
も
毎
日
の

よ
う
に
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
道
路
法
第
四
十
二
条
に

お
い
て
、
｢道
路
管
理
者
は
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態

に
保
つ
よ
う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、
も
っ
て
一
般
交
通
に

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣

と
さ
れ
て
お
り
、
落
下
物
に
関
し
て
は
、
そ
の
放
置
に
よ

る
危
険
性
を
回
避
す
る
た
め
、
日
々
の
道
路
巡
回
等
で
常

に
目
を
光
ら
せ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
稿
で
は
青
森
国
道
維
持
出
張
所
管
内
に
お
け
る
落
下

物
に
対
し
て
の
対
応
、
そ
し
て
落
下
物
の
傾
向
か
ら
そ
の

中
で
も
特
に
ゴ
ミ
類
に
着
目
し
そ
の
減
少
に
向
け
た
取
組

み
、
そ
の
他
広
報
活
動
な
ど
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

二

落
下
物
に
つ
い
て

国
道
上
に
は
実
に
多
く
の
も
の
が
落
ち
て
お
り
、
放
っ

て
お
け
ば
、
落
下
物
に
よ
っ
て
大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
重
大
な
も
の
に
つ
い
て
は
管

理
瑕
疵
を
問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
車
道
上
に
あ

る
も
の
は
当
然
の
こ
と
路
肩
や
歩
道
に
落
ち
て
い
る
も
の

も
、
風
な
ど
に
よ
っ
て
車
道
上
に
飛
ば
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
発
見
し
た
と
き
は
速

や
か
に
回
収
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
特
に
車
道
上
で
の
落

下
物
回
収
作
業
は
、
交
通
量
の
多
い
国
道
で
は
常
に
危
険

が
つ
き
ま
と
い
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
行
っ
て
い

ま
す

(写
真
1
)。
ま
た
、
車
道
に
猫
な
ど
の
死
骸
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
交
通
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
国
側
で

そ
れ
を
路
肩
に
寄
せ
、
そ
の
後
市
の
清
掃
局
に
回
収
し
て

も
ら
う
な
ど
、
管
轄
の
地
方
自
治
体
と
協
力
し
な
が
ら
回

収
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

落
下
物
に
つ
い
て
は
、
い
つ
何
時
ど
こ
で
発
生
す
る
か

の
予
測
が
不
可
能
で
す
。
日
々
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
発
見
で

き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
う
ま
く
は
い
き
ま
せ
ん
。

維
持
業
者
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
一
般
の
方
々
か
ら
の
情
報
、

C
C
T
V
の
映
像
な
ど
を
利
用
し
て
、
そ
の
不
足
分
を
補
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い
な
が
ら
管
理
し
て
い
る
の
が
実
情
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。国

道
に
お
け
る
落
下
物
に
つ
い
て
は
報
告
さ
れ
て
い
る

も
の
だ
け
で
も
多
種
多
様
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
種

類
の
分
け
方
は
い
る
い
る
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
大
ま
か
に
八
種
類
に
分
け
、
過
去
三
年
間
に
お
け
る
そ

の
割
合
を
見
て
み
る
と
、
図
1
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

多
い
も
の
と
し
て
は

｢金
属
類
｣
、
｢木
材
類
｣、
｢紙
･
布

類
｣、
｢ゴ
ミ
類
｣
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
多
く
の
落
下
物
が
発
生
す
る
原
因
と
し
て
は
一

般
的
に
、
走
行
中
の
車
両
か
ら
の
落
下

(タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー

ル
、
石
･
木
材
な
ど
車
両
積
載
物
の
落
下
、
心
な
い
人
に

よ
る
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
な
ど
)
、
車
両
事
故
に
よ
る
も
の

量
を
減
少
す
る
こ
と
は
安
全
面
で
非
常
に
意
義
が
あ
る
こ

?

写真 1 道路上での落下物回収作業

(ガ
ラ
ス
片
、
車
両
の
破
損
片
、
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の

道
路
附
属
物
な
ど
)、
風
で
流
さ
れ
て
き
た
も
の

(ビ
ニ

ー
ル
、
傘
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
)
等
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
落
下
物
は
常
に
交
通
上
の
危
険
が
伴
う
た
め
、
そ
の

個535
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な
い
の
が
偽
ら
ざ
る
現
状
で
す
。

と
に
つ
い
て
は
現
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
の
み
な
ら
ず
、
道

し
か
し
な
が
ら
、
落
下
物
の
中
で
も
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
な

路
管
理
者
で
あ
る
我
々
の
P
R
不
足
と
い
う
意
味
で
の
責

ど
、
そ
の
原
因
が
人
為
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
に
つ

任
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
平
成
一

い
て
は
、
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
防
止

八
年
度
以
降
に
お
い
て
は
、
道
路
上
の
ゴ
ミ
に
対
し
て
、

ま
た
は
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

人
々
の
意
識
を
少
し
で
も
現
状
よ
り
向
上
し
て
い
た
だ
け

す
。
そ
こ
で
参
考
に
平
成
一
七
年
度
の
落
下
物
割
合

(図

る
よ
う
、
ゴ
ミ
問
題
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
に
力
を
入
れ
て

2
)
を
見
て
み
る
と
、
落
下
物
全
体
の
う
ち

｢ゴ
ミ
類
｣

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
そ
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ど
、
そ
の
原
因
が
人
為
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
防
止

ま
た
は
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
参
考
に
平
成
一
七
年
度
の
落
下
物
割
合

(図

2
)
を
見
て
み
る
と
、
落
下
物
全
体
の
う
ち

｢ゴ
ミ
類
｣

の
割
合
に
つ
い
て
は
九

･
九
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
｢ゴ

ミ
類
｣
に
つ
い
て
は
、
｢ゴ
ミ
袋
や
空
き
缶
な
ど
明
ら
か

に
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
も
の
｣
を
定
義
と
し
て
計
上
し
て
い

ま
す
が
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
あ
る

｢紙

･
布
類
｣
や

｢そ

の
他
｣
等
の
中
に
も
、
｢ゴ
ミ
類
｣
と
し
て
整
理
し
て
も

お
か
し
く
な
い
も
の
も
あ
る

(雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
)

こ
と
を
考
え
る
と
、
落
下
物
全
体
を
占
め
る

｢ゴ
ミ
類
｣

の
割
合
は
も
っ
と
高
く
な
り
、
決
し
て
安
易
に
考
え
て
は

い
け
な
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
青
森
国
道
維
持
出
張
所
で
は
、
こ
の
よ
う
に
人

為
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
落
下
物
で
あ
る
ゴ
ミ
類
に
着
目

し
、
平
成
一
八
年
度
以
降
に
お
い
て
そ
の
量
を
減
ら
す
べ

く
様
々
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三

ゴ
ミ
対
策
に
つ
い
て

な
ぜ
道
路
に
ゴ
ミ
を
捨
て
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
た
と
き
、
一
番
大
き
な
要
因
は
や
は
り
一
人
一
人

の
マ
ナ
ー
の
問
題
に
行
き
着
き
ま
す
。
道
路
に
捨
て
ら
れ

る
ゴ
ミ
に
対
し
て
の
意
識
が
薄
い
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ

1

ゴ
ミ
捨
て
防
止
チ
ラ
シ
の
作
成
･
配
布
に
よ
る
啓
蒙
活
動

ま
ず
啓
蒙
活
動
と
し
て
真
っ
先
に
思
い
つ
く
の
が
、
ゴ

ミ
捨
て
防
止
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
配
布
す

る
方
法
で
す
。
図
3
の
よ
う
な
チ
ラ
シ
を
出
張
所
で
作
成

し
、
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
時
、
例
え
ば
、
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
や
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
な
ど
を
利
用
し
て
配
布

し
、
ゴ
ミ
問
題
に
対
す
る
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
後
ほ
ど
紹
介
し
ま
す
が
、
管
内
で
も
特
に
ゴ
ミ
の
多
い

｢
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
か
ら
東
北
自
動
車
道
ル
ー
ト
｣
の
沿
線

に
つ
い
て
は
、
沿
線
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

フ
ェ
リ
ー
埠
頭
の
管
理
事
務
所
等
に
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
チ

ラ
シ
を
置
い
て
い
た
だ
い
た
り
、
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
掲

示
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
効
果
の
ほ
ど
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
一
般
の
方
の
ゴ
ミ
に
対
す
る
意
識
の
向
上

を
図
る
に
は
、
こ
う
い
っ
た
地
道
な
努
力
か
ら
第
一
歩
が

始
ま
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
粘
り
強
く
今
後
も
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2

｢ね
ぶ
た
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

ク
リ
ー
ン
作
戦
｣
に
よ
る
広
報
活
動

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
青
森
で
最
も
盛
り
上
が
る

｢青
森

ね
ぶ
た
祭
｣
の
前
に
、
多
く
の
観
光
客
に
き
れ
い
な
青
森

を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
ね
ぶ

た
祭
運
行
コ
ー
ス
の
清
掃

(ゴ
ミ
拾
い
･
歩
道
清
掃
)
を

行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
平
成
一
七
年
度
に
初
め
て
実
施

し
、
平
成
一
八
年
度
で
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
ね
ぶ
た

ま盈¥各にl脅･てられ〆こごミ“〉園=又fば、回護の縦日寺姥整理券学者忙リ
ノボランティアの方々Iこより箸寄蒲羽こさイもてし、著せず‘
コミグ労役トず分合てをしなし、広うごl窺わお鉾熱.･しまり『

図 3 ゴミ問題についての配付用チラシ

團逡の総待管理紫者や 醸鰐灘癒雛覊出張所　　　　　　　　　　
あお鉾熱.･しまり『 鰔鰺 謹罷蜑号 01ブ(フ66)3211



の
連
行
コ
ー
ス
は
青
森
市
街
地
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
コ
ー
ス
は
国
道
を
始
め
、
県
道
や

市
道
も
通
っ
て
い
ま
す
。
一
七
年
度
は
主
に
ね
ぶ
た
祭
連

行
コ
ー
ス
の
一
部
で
あ
る
国
道
の
み
を
対
象
に
、
沿
線
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
の
も
と
清
掃
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
一
八
年
度
は
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
ゴ
ミ

に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
青
森
県
や
青

森
市
と
連
携
し
、
ね
ぶ
た
連
行
コ
ー
ス
沿
線
す
べ
て
の
皆

さ
ん

(ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
地
域
商
店
街
、
沿
線
の
企

業
･
法
人
、
小
学
校
の
生
徒
な
ど
)
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
総
勢
三
四
〇
人
の
大
々
的
な
規
模
で
実
施
し
ま
し
た

(写
真
2
)。

写真2 多くの方に参加していただいたクリーン作戦

｢青
森
ね
ぶ
た
祭
｣
と
い
う
全
国
的
に
知
名
度
の
高
い

ネ
ー
ミ
ン
グ
や
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
行
っ
た
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
利
用
し
た
お
か
げ
で
、

多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
ゴ
ミ
問
題
に
対

す
る
広
報
活
動
と
し
て
は
非
常
に
有
効
だ
っ
た
と
い
え
ま

す
。
ま
た
実
際
に
清
掃
活
動
に
参
加
さ
れ
た
方
も
、
道
路

に
捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、

何
ら
か
の
感
想
を
も
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

3

駐
車
帯
や
路
側
帯
の
ゴ
ミ
対
策

駐
車
帯
や
路
側
帯
は
、
ゴ
ミ
が
集
ま
り
や
す
い
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て
は
車
道
へ
の
距
離
が
短

く
、
空
き
缶
な
ど
軽
い
も
の
は
風
に
よ
っ
て
車
道
上
へ
流

さ
れ
、
車
両
走
行
の
障
害
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最

悪
の
場
合
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
も
は
ら
ん

で
お
り
、
十
分
な
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
場
所
は
、
駐
車
帯
で
休
憩
す
る
た
め
に
車
を
止
め

た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ゴ
ミ
を
投
棄
し
て
い
っ
た
り
、
信
号
な

ど
で
停
車
し
た
時
に
路
側
帯
ヘ
ゴ
ミ
を
投
棄
し
た
り
、
と

い
う
具
合
に
安
易
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
注
目
す

べ
き
点
は
駐
車
帯
や
路
側
帯
の
ゴ
ミ
捨
て
の
傾
向
と
し

て
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
部
分
よ
り
も
雑
草
の
生
い
茂
っ
た
緑

地
帯
へ
捨
て
ら
れ
る
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
雑

草
で
ゴ
ミ
が
隠
れ
て
し
ま
う
方
が
捨
て
や
す
い
と
い
う
気

持
ち
が
無
害
心識
に
働
く
よ
う
で
す
。

写真 3 久栗坂地区路側帯整備前 ･後の状況



そ
こ
で
青
森
国
道
維
持
出
張
所
で
は
、
管
内
の
中
で
も

し
た
。

特
に
ゴ
ミ
に
悩
ん
で
い
た
青
森
市
久
栗
坂
地
区
に
あ
る
路

こ

側
帯
に
つ
い
て
、
ゴ
ミ
を
捨
て
に
く
い
環
境
を
つ
く
る
た

め
の
整
備
を
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
写
真
3
は

整
備
前
、
整
備
後
の
様
子
で
す
。

工
夫
し
た
点
は
、
単
に
整
備
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
地
域
の
小
学
生
に
協
力
を
仰
ぎ
、
当

該
場
所
に
お
い
て
植
栽
活
動
を
実
施
し
た
り
、
さ
ら
に
小

学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ゴ
ミ
捨
て
防
止
看
板
の
設
置
を
行

い
、
ゴ
ミ
問
題
に
対
し
て
の
広
報
活
動
を
行
っ
た
点
で
す

(写
真
4
･
5
)。
マ
ス
コ
ミ
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

啓
蒙
活
動
と
し
て
は
、
非
常
に
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま

こ
の
活
動
に
は
、
①
植
栽
活
動
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
さ

れ
た
当
該
箇
所
に
は
安
易
に
ゴ
ミ
を
捨
て
づ
ら
く
な
る
、

②
ゴ
ミ
捨
て
防
止
看
板
に
よ
っ
て
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
常

時
働
き
か
け
、ゴ
ミ
問
題
に
対
し
て
の
意
識
向
上
を
図
る
、

③
看
板
に
込
め
ら
れ
た
小
学
生
の
気
持
ち
を
ド
ラ
イ
バ
ー

の
良
心
に
訴
え
、
マ
ナ
ー
向
上
を
図
る
と
い
う
多
く
の
ね

ら
い
が
あ
り
、
多
角
的
に
P
R
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

4

フ
ェ
リ
ー
埠
頭
か
ら
東
北
自
動
車
道
ル
ー
ト

青
森
市
は
北
海
道
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
海
を
渡
っ
て
く
る

写真5 地元小学生により作製されたゴミ捨て防止看板

フェリー埠頭~東北自動車道 ･青森 I C ルート

lポイ捨て場所

車

(特
に
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
等
)
が
多
く
、
図
4
の
と
お
り
、

主
に
そ
れ
ら
は
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
~
国
道
七
号
~
国
道
七
号

青
森
環
状
道
路
を
経
由
し
、
東
北
自
動
車
道
主
目森
I
C 図 4 フェリー埠頭から東北自動車道 ･青森 I C のルート

フェリー埠頭

写真 4 植栽活動の様子



へ
つ
な
が
る
ル
ー
ト
を
走
り
ま
す
。
そ
の
途
中
の
国
道
七

号
か
ら
同
青
森
環
状
道
路
へ
入
る
ラ
ン
プ
部
分
の
雑
草
地

帯
が
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
の
集
ま
る
常
習
地
帯
と
な
っ
て
い
ま

す

(写
真
6
)。
こ
こ
は
地
形
上
、
両
側
が
法
面
と
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
他
の
地
点
か
ら
は
低
い
と
こ
ろ
を
走
る

た
め
目
立
た
な
く
、
道
路
利
用
者
か
ら
見
れ
ば
ゴ
ミ
を
捨

て
る
の
に
非
常
に
都
合
の
い
い
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
確
認
し
て
み
る
と
、
青
森
県
に
は
な

い
某
コ
ン
ビ
ニ
の
袋
に
包
ま
れ
た
弁
当
の
空
や
、
北
海
道

限
定
発
売
の
ビ
ー
ル
の
空
き
缶
な
ど
、
明
ら
か
に
北
海
道

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
が
多
数
落
ち
て
い
ま
す
。
対
策

と
し
て
、
当
箇
所
の
雑
草
や
雑
木
を
排
除
し
、
ゴ
ミ
の
捨

　

　
　

　

　
　

　

{

･

と
ゴ

　

　　

　

　
防止看板

　　　　　　　　　　　

7 除幕式に参加した保育園児と

て
に
く
い
環
境
と
な
る
よ
う
整
備
し
て
み
ま
し
た
が
、
や

は
り
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
に
効
果
が
上
が
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
先
ほ
ど
紹
介
し
た
青
森
市
久
栗
坂
地
区
で
行

っ
た
路
側
帯
の
整
備
を
参
考
と
し
、
こ
こ
で
も
同
様
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
花
壇
の
整
備
や
広
報
活
動
を
行

い
、
五
月
三
0
日
に
ゴ
ミ
捨
て
防
止
看
板
の
除
幕
式
を
行

い
ま
し
た

(写
真
7
)
。

5

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
は
、
管
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
皆
さ
ん
が
年
間
を
通
し
て
、
大
い
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
青
森
市
の
三
月
下
旬
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、

冬
期
間
、
雪
に
埋
ま
っ
て
い
た
空
き
缶
な
ど
が
雪
解
け
と

と
も
に
顔
を
出
し
、
非
常
に
ゴ
ミ
が
目
立
っ
て
く
る
時
期

で
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
あ
わ
せ
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
清
掃
活
動
が
活
発
化
し
、
道
路
を
大
変
き

れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
道

路
管
理
者
と
し
て
は
非
常
に
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
方
々
を
も
っ
と
増
や
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ

ー
ト
･
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、
ど
ん
ど
ん
支
援
し
て

行
く
こ
と
が
ゴ
ミ
問
題
に
対
す
る
対
策
の
一
つ
と
な
る
で

、し
ま
う
。

四

コ
ミ
の
減
少
傾
向

こ
こ
で
、
図
5
の
平
成
一
八
年
度
に
お
け
る
落
下
物
に

対
す
る

｢ゴ
ミ
類
｣
の
割
合
を
見
る
と
、
平
成
一
七
年
度

と
比
べ
た
そ
の
割
合
は
九
･
九
%
か
ら
三
･
九
%
に
減
少

し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す

(図
2

(
引
頁
)
、
図
5
)
。

ま
た
ゴ
ミ
対
策
を
行
っ
た
青
森
市
久
栗
坂
地
区
の
路
側
帯

に
つ
い
て
も
目
に
見
え
て
減
少
し
て
い
る
の
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
少
な
か
ら
ず
、
一
人
年
度
以
降
行
っ
て
き
た
対

策
が
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。し

か
し
な
が
ら
、
図
1

(鎖
頁
)
の
と
お
り
落
下
物
総

量
に
つ
い
て
は
減
少
に
転
じ
て
お
ら
ず
、
横
ば
い
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
ゴ
ミ
類
以
外
の
も
の
に
対
す
る
何
ら

か
の
対
策
が
、
必
要
な
の
も
事
実
と
し
て
あ
る
よ
う
で

す
。



ト
ロ
ー
ル
の
報
告
と
、
そ
れ
に
対
す
る
管
理
者
側
の
意

見
･
感
想
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
サ
イ
ト
で
、
ほ
ぼ
毎
日

更
新
し
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
コ
メ
ン
ト
の
最
後

に
は
、
落
下
物
に
関
す
る
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
に
は
日
々
の
管
理
の
中
で
、
い
か
に
落
下

物
が
多
い
の
か
を
読
者
に
実
感
し
て
も
ら
う
意
図
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
多
く
の
人
に
情
報
を
発
信
で
き
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
利
用
し
て
、
活
動
紹
介
や
募
集
な
ど
を

通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
拡
充
、
ゴ
ミ
問
題
に
対
す

る
情
報
提
供
、
落
下
物
に
対
す
る
情
報
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
広
報
活
動
を
展
開
し
、
引
き
続
き
、

落
下
物
減
少
に
向
け
て
の
活
動
を
行
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

プラスチック類 8,8 %

図 5 平成18年度の落下物割合

総数

金属類 3 2.7 %

その他 16 .6 %

木材類 17 .2 %

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

に

　　
　
　　　
　

　
　　　
　

尹勢
な
＼
れ
図 6 ホームページ内の ｢青森国道の道路管理日誌｣

穴

お
わ
り
幅

道
路
を
安
全
･
快
適
に
保
つ
こ
と
は
私
た
ち
道
路
管
理

者
の
重
要
な
任
務
で
す
。
落
下
物
に
つ
い
て
も
そ
の
対
策

に
関
し
て
は
日
々
頭
を
悩
ま
せ
て
お
り
、
こ
こ
で
紹
介
し

た
よ
う
に
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
業
務

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
に
も
限
界
が

あ
り
、
最
終
的
に
は
道
路
を
利
用
す
る
多
く
の
方
々
の
協

力
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
と
も
道
路
管
理
に
対

す
る
理
解

･
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

五

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
広
報
活
動

落
下
物
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
と
お
り
、
偶
発
的
に
引

き
起
こ
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
減
少
の
た
め
の
対
策

は
困
難
で
す
。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、
や
は
り
落
下

物
防
止
の
た
め
の
呼
び
か
け
や
広
報
活
動
を
通
し
て
、
道

路
利
用
者
に
理
解
を
求
め
る
と
い
う
地
道
な
方
法
を
続
け

る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。
青
森
国
道
維
持
出
張
所
で
は
現

在
、
独
自
に
作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
｢あ
お
こ
く
W
e
b
｣

合
目
ミ
モ
モ
き
せ
鷹自
国
痂
o｣ミ
8
B
o三
瀦
にヨ
ぶ
oズ臭
三
自
分
メ

畳
B
●
を
運
営
し
て
お
り
、
落
下
物
に
つ
い
て
も
こ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

｢青
森
国
道
の
道
路
管
理
日
誌
｣
と

い
う
サ
イ
ト
を
利
用
し
、
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す

(図
6
)。
こ
の

｢道
路
管
理
日
誌
｣
は
、
日
々
の
道
路
パ



神
戸
市
に
お
け
る
｢安
全
◎安
心
な
み
ち
づ
く
り
｣
の

た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て

神
戸
市
建
設
局
道
路
部

一

は
じ
め
に

神
戸
市
は
六
甲
の
山
々
、
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
、
起
伏

の
あ
る
変
化
に
富
ん
だ
地
形
、
温
暖
な
気
候
と
い
う
自
然

条
件
に
恵
ま
れ
た
都
市
で
、
市
域
は
六
甲
山
系
に
よ
っ
て

南
北
に
大
き
く
二
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
湾
に
広
が
る
南
側
は
東
西
に
細
長
い
既
成
市
街
地

と
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
や
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
等
人
口
島
の

海
上
都
市
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
甲
山
系
の

北
側
や
西
側
は
農
地
や
山
林
等
が
広
が
り
、
そ
の
中
で
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
市
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、
道
路
整
備
と
し

て
は
、
港
を
中
心
と
し
た
物
流
等
を
支
え
る
広
域
交
通
網

や
市
民
の
ニ
ー
ズ
、
都
市
活
動
に
対
応
し
た
幹
線
道
路
や

歩
行
者
空
間
の
確
保
な
ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
時
代
潮
流
の
変
化
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
、
平
成

三
一年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
っ
て
市

民
･
道
路
利
用
者
･
学
識
経
験
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
懇
談

会
に
お
い
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
新
し
い
み
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
一
五
年
三
月
に
、
神
戸
の
み
ち
づ
く
り

の
指
針
を
示
し
た

｢こ
れ
か
ら
の
神
戸
の
み
ち
づ
く
り
｣

を
策
定
し
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
五
本
の
柱

(｢人
に
や
さ

し
い
み
ち
づ
く
り
｣
｢ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
み

ち
づ
く
り
｣
｢環
境
に
配
慮
し
た
み
ち
づ
く
り
｣
｢便
利
さ

を
高
め
る
み
ち
づ
く
り
｣
及
び

｢み
ん
な
で
守
り
育
て
る

み
ち
づ
く
り
｣
)
に
基
づ
き
、
神
戸
ら
し
さ
を
活
か
し
た

み
ち
づ
く
り
を
現
在
行
っ
て
い
ま
す

(図
1
)。

図 1 神戸のみちづくりの基本方針



二

神
戸
市
に
お
け
る
道
路
の
現
状

平
成
一
九
年
四
月
一
日
現
在
、
神
戸
市
が
管
理
し
て
い

る
道
路
は
、
市
道
の
ほ
か
県
道
及
び
一
般
国
道
の
一
部

(指
定
区
間
外

“
国
道
二
人
号
、
一
七
四
号
、
一
七
六
号
、

四
二
八
号
)
で
延
長
五
、
八
〇
五
･
三
人
蹴
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平
成
七
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
･
淡
路
大
震

災
に
お
い
て
、
市
内
の
道
路
も
一
部
の
地
域
を
除
き
大
変

な
被
害
を
受
け
、
大
規
模
な
復
旧
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
十
数
年
が
経
過
し
て
お
り
、
十
分
な
機
能
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
順
次
補
修
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
震
災
以
降
、
市
の
財
政
状
況
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
道
路

事
業
関
係
の
予
算
で
比
較
す
る
と
、
震
災
前
の
平
成
六
年

度
の
当
初
予
算
は
約
四
四
八
億
円
で
し
た
が
、
平
成
一
九

年
度
の
当
初
予
算
は
、
平
成
六
年
度
予
算
の
三
割
強
の
約

一
四
〇
億
円
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
道
路
に
つ
い
て
は

｢市
民
生
活
の
根
幹
に
関
わ

る
社
会
基
盤
で
あ
る
｣
と
い
う
認
識
か
ら
、
新
た
な
財
源

の
確
保
や
事
業
の

｢選
択
と
集
中
｣
を
行
っ
た
結
果
、
表

1
の
と
お
り
、
維
持
管
理
経
費
に
つ
い
て
は
震
災
前
の
約

六
割
の
予
算
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
り
適
切
な
道
路
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

ど

表 1 震災前と平成19年度の道路関係予算比較

(単位 :百万円)

平成 6年度 平成19年度 対 6年度比

義務的経費 勢 “
芻

眺

総
一
25【投資的経費 鞠 第管理的経費 鰔 覊 概銘

(うち道路補修) 燐 搬 榔“
合 計 鋼 鵞 鯛鋭

な　
金
通
資
交
出

、

社
備
公
整
路
梁
ど

道
橋
な

　
　
　

金
災
梵

担
防
道

負
路
私

路
道電線共同溝、道路防災、橋梁

街灯、調査費、 私道対策など

道

、

四
溝　　

金
線
担
電
　
　
道
良
修

国
改
補

轄
路
路

直
道
道

費
費
費

経
経
経

的
的
的

務
資
理

義
投
管

三

道
路
バ
ト
□
ー
ル
と
障
害
物
の
除
去

1

一
般
道
路
に
お
け
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

神
戸
市
で
は
、
市
内
の
九
区
を
所
管
す
る
た
め
、
六
つ
の

建
設
事
務
所

(東
部
･
中
部
･
北
･
西
部
･垂
水
･
西
)
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
各
建
設
事
務
所
に
お
い
て
、

道
路
本
来
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
所
管
す
る
区
の
道
路
に

つ
い
て
常
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
陥
没
を
は
じ
め
と
す
る

警察署をはじめとする
関係機関との合同パトロール

鴻ミ
ド民
溝
な篝
認
脇

,潔

蕊

ち

･/

)

1

.‘
“
“
滅
法蝋

鐵
秀

さ
。
真

　

　 　

　　

　

道
路
の
損
傷
や
、
不
正
使
用
等
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま

す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
不
具
合
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
適

宜
、
適
切
な
措
置
及
び
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
道
路
の
不
正
使
用
に
つ
い
て
は
警
察
署
を
は
じ

め
関
係
機
関
と
合
同
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
指
導

･
取

締
り
を
実
施
す
る
ほ
か
、
道
路
上
に
お
け
る
違
反
看
板
等

に
つ
い
て
は
警
察
署
と
協
力
し
て
除
去
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す

(写
真
1
)。

2

有
料
道
路
に
お
け
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

神
戸
市
に
お
い
て
は
、
有
料
道
路
の
維
持
管
理
は
神
戸

市
道
路
公
社
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

神
戸
市
道
路
公
社
で
は
、
六
甲
有
料
道
路
、
六
甲
北
有

料
道
路
、
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
及
び
西
神
戸
有
料

道
路
の
有
料
道
路

(図
2
)
を
管
理
運
営
し
て
お
り
、
道



神戸市道路公社が管理する有料道路

路
の
維
持
･
管
理
や
補
修
改
良
事
業
等
に
つ
い
て
は

｢道

路
管
理
セ
ン
タ
ー
｣
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
で
行

っ
て
い
ま

す
。道

路
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
央
監
視
室

(写
真
2
)

を
備
え
、
全
路
線
の
設
備

･
施
設
を
集
中
制
御
す
る
と
と

も
に
、
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
内
の
監
視
、

C
R
T
画
面
に
よ
る
防
災
設
備
、
照
明
設
備
、
換
気
設
備

等
の
監
視
及
び
操
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
交
通

事
故
の
発
生
等
に
備
え
、
二
四
時
間
の
緊
急
出
動
態
勢
を

整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
常
の
管
理
業
務
に
つ
い
て
は
道
路
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
者
に
委
託
し
、
①
全
路
線
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

さ
き
メ湾
湶議
“

(昼
間
三
回
、
夜
間
三
回
)
、

②
道
路
美
化

(清
掃
、
草

　
　
　　
　
　

鵯

、＼

③
交
通
障
害
物
の
除
去

(落

　
　
　
　
　

　
　
　　
　
　

　
　
　
　
　
　

中

一
日
~
三
月
三
一
日
、
塩
化

2

ナ
ト
リ
ウ
ム
･
塩
水
散
布
、

糊
鯖榊
孃

頸
除
雪
作
業
、
夜
間
パ
ト
ロ
1

ル
の
強
化
)
等
に
つ
い
て
、

六
甲

･
六
甲
北
区
域
は
六
甲

作
業
所
、
新
神
戸
･
西
神
戸
区
域
は
西
神
戸
作
業
所
に
お

い
て
、
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
と
連
携
の
下
、
二
四
時
間
体

制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

=

落
下
物
の
状
況
と
対
策

高
速
道
路
上
の
落
下
物
に
よ
る
重
大
事
故
は
全
国
で
相
次

い
で
お
り
、
物
損
事
故
が
目
立
ち
ま
す
が
、
後
続
の
車
が
巻

き
込
ま
れ
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

市
道
路
公
社
の
管
理
路
線
に
お
い
て
も
、
落
下
物
が
後

を
絶
た
ず
、
積
載
車
両
へ
の
安
全
確
認
と
一
般
車
両
へ
の

注
意
喚
起
を
目
的
と
し
た
啓
発
･
広
報
に
努
め
て
い
ま
す

(表
2
)。

　
　
君
◆
　

鬱

六甲作業所

　　　　　
　

　　　
　

′＼ゞ

＼

　　　

　　
　　　

　
　
　

#
瀞
謙
三

が
ろ

　　

　

覊
感
ぜ

ノ
き

　　
　

　

　
　
　

鬱

鬱 ＼
　　　
　　

　　　　　　　　　　　　　　
　　

　 　　
　　　　　　　　　　　　　

　　　
　

　　　　



の
部
品
や
布
団
･
毛
布

･
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
等
も
多
く
見
ら

見
さ
れ
れ
ば
、
道
路
情
報
板
や
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
ラ
ジ
オ

れ
ま
す
。

割
り
圦

友
渓
を
涌
じ
て
U

に
注

恩

己

る
と
と

こ
れ
ら
の
落
下
物
は
、
料
金
所
に
お
い
て
、
利
用
者
か

ら
の
通
報
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
一
日
六
回
の
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
落
下
物
が
発

そ
の
一
つ
と
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
、
料
金
所
等
、

合
計
一
〇
ヵ
所
に
横
断
幕

(『落
下
事
故
急
増
中

責
任

は
落
と
し
主
』)
を
設
置
し
て
い
ま
す

(写
真
3
)。

ま
た
、
全
料
金
所
及
び
有
料
道
路
の
入
口
の
合
計
で
二

一
ヵ
所
に
立
て
看
板

(『落
下
物
に
よ
る
事
故
多
発

積

荷
の
確
認
を
』)
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
三
基
の
道
路

情
報
板
に
お
い
て
、
落
下
物
に
対
す
る
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
ま
す

(写
真
4
)。

落
下
物
と
し
て
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
が
突
出
し
て
多
く
、

次
に
角
材
･
木
材

･
ベ
ニ
ヤ
板
･
コ
ン
パ
ネ
･
ベ
ー
ル
缶

と
い
っ
た
建
設
資
材
が
続
き
ま
す

(写
真
5
)。
ま
た
、

タ
イ
ヤ

･
バ
ン
パ
ー

･
ホ
イ
ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
自
動
車

表 2 道路公社における落下物の状況

(単位 :件)

路 線
件 数

16年度 17年度 18年度

新神戸トンネル
有料道路

60 ず4ワ“
64

西神戸有料道路 19 50惟具 A
Vm

六甲有料道路
六甲北有料道路 鉈 86 89

合 計 T上% 307 259

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　

写真4 立て看板による注意喚起

写真5 落下物の例

割
り
込
み
放
送
を
通
じ
て
利
用
者
に
注
意
喚
起
す
る
と
と

も
に
、
落
下
物
の
速
や
か
な
回
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

②

交
通
事
故
の
発
生
状
況

落
下
物
に
よ
り
交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
初
動
体



制
は
一
般
の
事
故
と
変
わ
ら
ず
、警
察

･
消
防
へ
の
通
報
、

道
路
情
報
板
の
操
作
、
交
通
規
制
、
事
故
車
両
の
排
除
を

行
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
利
用
者
に
は
、
落
下
物
は

落
と
し
主
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
説
明
の
上
、
落
と
し
主

が
そ
の
場
で
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、
ま
ず
被
害
確
認
の

た
め
警
察
に
被
害
届
を
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
対
応
し
て

い
ま
す
。

事
故
の
多
く
は
、
道
路
上
の
落
下
物
に
後
続
車
が
衝
突

す
る
こ
と
で
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
た
り
、
車
体
が
損
傷
す

る
と
い
っ
た
形
態
で
す
が
、
中
に
は
、
先
行
車
が
落
と
し

た
落
下
物
が
後
続
車
に
直
接
衝
突
す
る
交
通
事
故
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

特
に
、
平
成
一
七
年
度
に
は
、
単
車
が
角
材
に
乗
り
上

げ
て
転
倒
、
ま
た
軽
自
動
車
が
鋼
材
を
避
け
よ
う
と
し
て

横
転
す
る
と
い
う
二
件
の
人
身
事
故
が
発
生
し
、
合
計
で

三
名
の
方
が
負
傷
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
料
金
所
に
お
い
て
啓
発

･
広
報
活
動
を
集

中
し
て
実
施
し
、
一
七
日
間
で
七
万
個
の
啓
発
用
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
ま
し
た

(写
真
6
)。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
落
下
物
の
件
数

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
啓
発
･
広
報
及
び
発

見
時
の
速
や
か
な
対
応
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す

(表
3
)。

四

市
民
や
関
係
機
関
と
の
協
働
に
よ
る

道
路
の
維
持
及
び
管
理
方
策

鉱　

ら
の
神
戸
の
み
ち
づ
く
り
の
五

紙

ん
な
で
守
り
育
て
る
み
ち
づ
く

たの
実
情
に
応
じ
た
市
民
が
主
役

表

神
戸
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
神
戸
の
み
ち
づ
く
り
の
五

本
柱
の
一
つ
で
あ
る

｢み
ん
な
で
守
り
育
て
る
み
ち
づ
く

り
｣
の
観
点
か
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
市
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
道
路
の
維
持
･
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1

市
民
か
ら
の
通
報
に
よ
る
処
理

道
路
の
損
傷
や
不
正
使
用
に
対
し
て
、
一
般
市
民
か
ら

電
話
等
に
よ
り
各
建
設
事
務
所
や
市
役
所
の
道
路
担
当
部

局
に
通
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
報
が
あ
れ
ば
、
当
該
地
域
を
所
管
す
る
建
設
事
務
所

に
お
い
て
速
や
か
に
現
地
調
査
を
行
い
、
適
宜
、
適
切
な

措
置
及
び
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
一
七
年
度
に
お
け
る
市
民
か
ら
の
通
報
に

よ
る
総
受
付
件
数
は
、
市
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
件
数

も
含
め
、
三
万
六
、
六
六
二
件

(
一
日
当
た
り
約
一
〇
〇

件
)
に
上
っ
て
お
り
、
通
報
の
内
訳
で
は
街
路
灯
に
関
す

る
も
の
が
、
約
五
六
%
と
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す

(表
4
)。

度

件

数
年

広

　
　

　

付
成

(

受
平
る
(
よ

通報の内容 件 数

舗装 1
,
936

側溝 2
,
778

交通安全施設 2
,
268

化美 加
街路樹 鰍
姻 郡
街路灯 鰐20
その他 q

〉
惟上為̂

合 計 戦第

表 3 落下物事故発生件数

14年度 件

15年度 件“士

16年度 件‘""T

17年度 件庫自生

18年度 件に･U

写真6 啓発用に配布されたティッシュ



2

休
日
夜
間
緊
急
連
絡
セ
ン
タ
ー

市
民
か
ら
の
休
日
や
夜
間
に
お
け
る
道
路
等
に
関
す
る

緊
急
通
報
に
対
応
す
る
た
め
、
東
部
建
設
事
務
所
内
に

｢休
日
夜
間
緊
急
連
絡
セ
ン
タ
ー
｣
を
設
置
し
、
二
四
時

間
体
制
で
通
報
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

(T
E
L
"
○

一
二
0

(0
八
六
)
-
○
六
)。

通
報
が
あ
れ
ば
、
市
内
二
カ
所
に
待
機
し
て
い
る
業
者

が
調
査
に
出
動
し
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
で
の
応
急
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
所
管
の
建
設
事
務
所
と
密
に
連
携
し
て
、
適
切

な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
一
七
年
度
に
お
け
る
受
付
件
数
は

一
、

0
九
三
件
で
、
そ
の
内
訳
は
、
陥
没
等

…
一
二
二
件
、
側

溝

二

八
件
、
交
通
安
全
施
設
が
四
四
件
、
街
路
樹
六
一

件
、
街
路
灯
二
二
六
件
、
そ
の
他
六
二
二
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

3

道
路
美
化
作
業

震
災
直
後
の
瓦
礫
の
ま
ち
か
ら
の
復
興
の
過
程
で
培
わ

れ
た
貴
重
な
市
民
の
取
組
み
を
継
承
し
、
人
々
が
集
い
、

訪
れ
、
働
き
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
震
災
以
前
に
も
増
し
て
ゴ
ミ
や
落
書
き
の
な
い

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち
を
市
民
と
と
も

に
創
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
市
民
の
協

働
と
参
画
に
よ
り
、
駅
前
や
大
規
模
交
差
点
、
公
園
な
ど

の
公
共
空
間
に
つ
い
て
道
路
･
公
園
管
理
者
が
市
民
と
と

も
に
美
化
へ
の
取
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
各
区
の
拠

点
的
な
エ
リ
ア
を

｢美
し
い
ま
ち
推
進
地
区
｣
と
し
て
選

定
し
、
緑
化
や
節
花
、
美
化
作
業
な
ど
を
重
点
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
車
両
に
よ
る
路
面
清
掃
、
街
渠
浚
深
、

路
面
草
刈
り
、駅
周
辺
歩
道
の
清
掃
(人
力
手
拾
い
清
掃
)、

貼
り
紙

･
貼
り
札

･
立
て
看
板
の
撤
去
、
落
書
き
消
去
、

放
置
自
転
車
の
撤
去
、
中
央
分
離
帯
等
緑
地
帯
の
清
掃
･

草
刈
り
･
剪
定
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
宅
や
会
社
、
商
店
の
周
囲
を
美
し
く
し
よ
う

と
い
う
意
思
を
お
持
ち
の
個
人
や
法
人
を
対
象
と
し
て
、

道
路
美
化
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
お
願
い
し
て
い
る

｢美
i
n

g
神
戸

市
民
運
動
｣
を
平
成
一
三
年
か
ら
展 写真7 駅周辺歩道の清掃作業の様子

関
し
て
い
ま
す
。
平
成

一
九
年
四
月
現
在
、
約
一
万
二
、

五
〇
〇
名
の
市
民
の
方
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
、約
四
〇
〇
店
が
参
加
し
て
い
ま
す
(写
真
7
)。

参
加
し
て
い
る
個
人
･
法
人
へ
は
啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー

(図
3
)
を
貼
っ
て
い
た
だ
き
、
自
宅
や
商
店
の
周
辺
の

①
空
き
缶

･
タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
の
ご
み
回
収
、
②
雑
草

の
取
り
除
き
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

3 ｢美 ing神戸市民運動｣
啓発ステッカー

図

4

｢は
が
し
隊
｣
に
よ
る
違
法
広
告
物
の
除
去

道
路
上
に
お
け
る
は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
な
ど
の

違
法
広
告
物
に
つ
い
て
は
、
｢は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看

板
除
却
要
綱
｣
を
制
定
し
、
要
綱
に
基
づ
き
市
長
と
協
定

等
を
締
結
し
た
地
域
団
体

(こ
の
団
体
を

｢は
が
し
隊
｣

と
呼
ん
で
い
ま
す
。)
に
よ
り
、
は
り
紙
等
の
除
却
活
動

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。



平
成
一
九
年
四
月
現
在
、
は
が
し
隊
は
一
八
四
団
体
に

上
っ
て
い
ま
す
。

5

過
積
載
防
止
の
P
R

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
い
て
、
車
両
の
最
大
積
載
量
を
超

賂

　
　
　　
　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

た
な
い
状
況
で
す
o

“讓蝋
　

　　
　
　
　

　

　　

　

　　

　
　
　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

中
心
と
な
っ
て
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
る

｢兵
庫
県
過
積

駿
※搬癪纖納※総

裁
防
止
対
策
連
絡
会
議
｣
を
設
置
し
、
過
積
載
連
行
や
落

下
物
を
な
く
す
た
め
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
神
戸

ま
ち
を
歩
い
た
り
、
車
椅
子
に
乗
っ
た
り
し
て
、
み
ち
の

今
後
、
効
果
を
検
証
-

市
も
そ
の
一
員
と
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
啓
発
運
動
に

点
検
を
行
っ
て
い
ま
す

(写
真
8
)。

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
過
積
載
運
転
の
根
絶
に

努
め
て
い
ま
す
。

五

新
た
な
試
み

1

み
ち
の
学
校

暮
ら
し
や
ま
ち
を
支
え
る
社
会
基
盤
へ
の
関
心
や
理
解

を
高
め
、
道
路
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
小
さ

な
頃
か
ら
育
ん
で
い
く
た
め
、
小
学
校
の
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
利
用
し
て
｢み
ち
の
学
校
｣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
建
設
局
の
職
員
が
講
師
と
な
っ
て
一
緒
に
身

近
な
み
ち
の
歴
史
や
役
割
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
実
際
に

平
成
一
八
年
度
は
四
〇
校
で
実
施
し
て
お
り
、
生
徒
や

先
生
か
ら
は
好
評
を
得
て
お
り
、
さ
ら
に
多
く
の
学
校
に

拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2

職
員
に
よ
る
エ
ブ
リ
デ
イ
･
チ
ェ
ッ
ク

市
の
職
員
も
市
民
の
一
人
と
し
て
、
街
灯
の
球
切
れ
や

道
路
の
損
傷
な
ど
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
意

識
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
か
ら
始
め
た
制
度
で
、

建
設
局
の
職
員
約
千
人
が
、
通
勤
途
上
で
見
つ
け
た
道
路

等
の
不
具
合
に
つ
い
て
、
出
勤
後
速
や
か
に
建
設
事
務
所

へ
連
絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。

六

お
わ
り
に

以
上
、
神
戸
市
が
実
施
し
て
い
る
取
組
み
に
つ
い
て
、

維
持
･
管
理
の
面
を
中
心
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、少
子
化
や
高
齢
化
な
ど
の
時
代
の
潮
流
を
受
け
、

道
路
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
安
全

･
安
心
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
、
今
後
も

｢安
全

･
安

心
な
み
ち
づ
く
り
｣
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。



〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
七
年
七
月
二
二
日

東
京
地
方
裁
判
所
(確
定
)

は
じ
め
に

今
回
は
、
道
路
上
の
不
法
占
用
物
件
に
対
し
、
道
路
管

理
職
員
が
損
害
賠
償
請
求
等
の
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
こ

と
が
、
地
方
公
共
団
体
の
財
産
管
理
上
達
法
と
さ
れ
た
事

例
を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
同
様
の
事
案
に
関
す
る
主
な

判
例
と
し
て
は
、
平
成
一
六
年
四
月
二
三
日
最
高
裁
判
決

が
存
在
す
る

(｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣
二
〇
〇
四
年

一

一
月
号
参
照
)。

今
回
の
判
決
は
、
最
高
裁
平
成
一
六
年
判
決
に
お
い
て

判
示
さ
れ
た

｢道
路
の
不
法
占
用
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

道
路
管
理
者
が
占
有
者
に
対
し
て
占
用
料
相
当
額
の
損
害

賠
償
請
求
権
又
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
行
使
で
き

る
｣
と
い
う
考
え
方
を
踏
襲
し
つ
つ
、
最
高
裁
平
成
一
六

　　 　　 　
n
翻
● - ㈱

年
判
決
が
出
る
以
前
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
建
設
省
が
発

出
し
た
通
知
等
を
勘
案
し
、
道
路
管
理
職
員
が
不
法
占
用

者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
等
を
行
わ
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
過
失
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
判
断
し
た
点
が
、
注
目

に
値
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

言
い
か
え
れ
ば
、
最
高
裁
平
成
一
六
年
判
決
以
降
の
同

様
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
職
員
の
過
失
が
認
定

さ
れ
、
当
該
職
員
へ
の
個
人
責
任
の
追
及
が
肯
定
さ
れ
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
道
路
管
理
職
員
に
お
か
れ
て
は
、

不
法
占
用
対
策
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

画

事
案
の
概
襄

本
件
は
、
東
京
都
江
東
区
の
住
民
で
あ
る
原
告
が
、
江

東
区
が
道
路
管
理
者
と
し
て
管
理
す
る
区
道
の
一
部
を
構

成
す
る
土
地

(以
下

｢本
件
土
地
｣
と
い
う
。)
が
某
学

校
法
人

(以
下

｢本
件
学
校
法
人
｣
と
い
う
。)
に
よ
っ

て
学
校
用
地
と
し
て
長
期
間
に
わ
た
り
不
法
に
占
有
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
東
区
長
が
こ
れ
を
放

置
容
認
し
て
き
た
こ
と
は
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
、

江
東
区
長
を
被
告
と
し
て
、

①

被
告
が
区
道
の
一
部
を
構
成
す
る
本
件
土
地
に
係

る
財
産

(首
位
的
に
は
所
有
権
並
び
に
所
有
権
侵
害

を
理
由
と
す
る
本
件
学
校
法
人
に
対
す
る
占
用
料
相

当
額
の
損
害
賠
償
請
求
権
及
び
不
当
利
得
返
還
請
求

権
、
予
備
的
に
は
無
償
使
用
権
並
び
に
本
件
学
校
法

人
に
対
す
る
道
路
管
理
者
と
し
て
の
占
用
料
相
当
額

の
損
害
賠
償
請
求
権
及
び
不
当
利
得
返
還
請
求
権
)

の
管
理
を
怠
る
事
実
が
違
法
で
あ
る
こ
と
の
確
認

②

被
告
の
江
東
区
長
に
対
す
る
占
用
料
相
当
額
の
損

害
賠
償
金
及
び
延
滞
金
の
請
求

③

区
道
を
廃
止
し
た
後
の
敷
地
の
う
ち
、
本
件
学
校

法
人
の
学
校
敷
地
と
な
っ
て
い
る
部
分
の
東
京
都
に

道
路
比
の
不
法
占
用
物
件
に
対
し
損
害
賠
償
請
求
等
の
措
置
を

講
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
行
政
の
責
任
が
問
わ
れ
た
事
例

-
東
京
都
江
東
区
道
不
法
占
用
物
件
に
関
す
る
住
民
訴
訟
-

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直



返
還
す
る
こ
と
の
差
止
め

を
求
め
る
住
民
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以

下
で
は
、
①
②
に
話
題
を
絞
っ
て
紹
介
す
る
。

主

文
一

被
告
が
、
区
道
の
一
部
を
構
成
す
る
本
件
土
地
が

本
件
学
校
法
人
に
よ
っ
て
不
法
占
有
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
、
本
件
学
校
法
人
に
対
す

る
道
路
管
理
者
と
し
て
の
損
害
賠
償
請
求
権
及
び
不

当
利
得
返
還
請
求
権
の
管
理
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
が

違
法
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

二

本
件
訴
え
の
う
ち
、
区
道
の
一
部
を
構
成
す
る
本

件
土
地
に
係
る
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
の
違
法
確

認
請
求
の
う
ち
、
主
文
第
一
項
に
よ
り
認
容
さ
れ
た

請
求
を
除
い
た
そ
の
余
の
請
求
に
係
る
訴
え
、
及
び

道
路
を
廃
止
し
た
後
の
敷
地
の
う
ち
本
件
学
校
法
人

の
学
校
敷
地
と
な
っ
て
い
る
部
分
を
東
京
都
に
返
還

す
る
こ
と
の
差
止
請
求
に
係
る
訴
え
を
い
ず
れ
も
却

下
す
る
。

三

原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す

る
o

四

訴
訟
費
用
に
つ
い
て
略
。

前
提
と
な
る
事
実

(本
件
医
道
の
路
線
指
定
経
緯
)

一

昭
和
一
九
年
九
月
、
旧
道
路
法
に
基
づ
く
東
京
市

道
と
し
て
、
路
線
の
認
定
、
区
域
の
決
定
及
び
供
用

の
開
始
が
行
わ
れ
た
。

二

昭
和
二
七
年
一
二
月
、
道
路
法
が
施
行
さ
れ
、
都

道
の
路
線
認
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

三

昭
和
二
人
年
三
月
三
一
日
付
け
で
都
道
の
路
線
認

定
が
廃
止
さ
れ
、
同
年
四
月
一
日
付
け
で
江
東
区
道

と
し
て
路
線
の
認
定
、
区
域
の
決
定
及
び
供
用
の
開

始
が
行
わ
れ
た
。

二

裁
判
所
の
判
断

1

本
件
訴
え
の
適
否
に
つ
い
て

◎

区
道
の
管
理
を
怠
る
事
実
の
違
法
確
認
請
求
に
つ
い
て

1

本
件
土
地
の
所
有
権
侵
害
を
原
因
と
す
る
損
害

賠
償
請
求
権
や
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
有
無

ア

原
告
ら
は
、
区
道
と
し
て
路
線
の
認
定
等
が
行

わ
れ
た
こ
と
で
、
江
東
区
が
道
路
法
九
十
条
一
項

に
基
づ
き
、
本
件
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
旨

主
張
す
る
。

し
か
し
、
道
路
法
九
十
条
一
項
の
規
定
は
、
道

路
の
新
設
又
は
改
築
の
た
め
に
取
得
さ
れ
た
敷
地

等
が
、
国
道
に
あ
っ
て
は
国
に
、
都
道
府
県
道
又

は
市
町
村
道
に
あ
っ
て
は
地
方
公
共
団
体
に
帰
属

す
る
こ
と
と
し
て
、
前
者
が
国
の
、
後
者
が
地
方

公
共
団
体
の
営
造
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
導
か
れ
る

取
扱
い
を
確
認
的
に
規
定
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

元
来
、
旧
道
路
法
に
お
い
て
は
、
府
県
道
、
市

道
及
び
町
村
道
が
い
ず
れ
も
国
の
営
造
物
と
観
念

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
道
路
の
管
理
事
務
は
、
国
の
機

関
委
任
事
務
と
し
て
、
府
県
道
に
つ
い
て
は
府
県

知
事
が
、
市
道
及
び
町
村
道
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
市
長
及
び
町
村
長
が
国
の
機
関
と
し
て
管
理
し

て
お
り
、
道
路
の
新
設
又
は
改
築
の
た
め
に
取
得

さ
れ
た
敷
地
等
は
、
地
方
公
共
団
体
の
費
用
負
担

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
国
に
帰
属
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
行
の
道
路
法
に
お

い
て
は
、
都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
は
、
そ
れ

ぞ
れ
地
方
公
共
団
体
の
営
造
物
と
す
る
と
い
う
観

念
に
改
め
ら
れ
、
地
方
公
共
団
体
が
道
路
管
理
者

と
し
て
管
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

(道
路
法
十

五
･
十
六
条
)。
こ
れ
に
よ
り
、
道
路
管
理
者
で

あ
る
地
方
公
共
団
体
が
、
道
路
の
新
設
又
は
改
築

の
た
め
に
取
得
し
た
敷
地
等
は
、
当
該
地
方
公
共

団
体
に
帰
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
道
路
法
九

十
条
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
こ
と
を
確
認
的
に
規

定
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

ま
た
、
仮
に
、
道
路
法
九
十
条
一
項
の
趣
旨
を
、

原
告
ら
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
路
線
の
認
定
等
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
道
路
管
理
者
が
当
該
道
路

の
敷
地
等
の
所
有
権
を
当
然
に
取
得
す
る
こ
と
を

定
め
た
も
の
と
解
す
る
場
合
に
は
、
国
有
財
産
を

都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
の
用
に
供
す
る
際



に
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共

団
体
に
対
し
て
当
該
国
有
財
産
を
無
償
で
貸
し
付

け
、
又
は
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
定
め
た
同

条
二
項
を
適
用
す
る
余
地
が
な
い
こ
と
に
な
り
、

同
条
一
項
と
二
項
を
整
合
的
に
解
釈
適
用
す
る
こ

と
が
不
可
能
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
み
る
と
、
道
路
法
九
十

条
一
項
の
趣
旨
に
つ
き
、
路
線
の
認
定
等
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
よ
り
道
路
管
理
者
が
当
該
道
路
の
敷

地
等
の
所
有
権
を
当
然
に
取
得
す
る
こ
と
を
定
め

た
も
の
と
解
す
る
余
地
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
o以

上
に
よ
れ
ば
、
江
東
区
が
道
路
法
九
十
条
一

項
に
基
づ
き
本
件
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
と

す
る
原
告
ら
の
主
張
は
、
失
当
で
あ
る
。

イ

ま
た
、
原
告
ら
は
、
区
道
と
し
て
路
線
の
認
定

等
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
本
件
土
地
は
、
道
路
法

九
十
条
二
項
に
基
づ
き
国
か
ら
江
東
区
に
譲
与
さ

れ
た
と
も
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
項
は
、
国
有
財
産
法
二
十

二
条
又
は
二
十
八
条
の
例
外
と
し
て
、
普
通
財
産

で
あ
る
国
有
財
産
を
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道

の
用
に
供
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
は
、
当
該

道
路
の
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
に
こ

れ
を
無
償
で
貸
し
付
け
、
又
は
譲
与
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
で
あ
っ
て
、
路
線
の

認
定
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
然
に
国
有

継
続
し
て
も
、
所
有
権
を
時
効
取
得
す
る
こ
と
は

財
産
が
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公

共
団
体
に
譲
与
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
で
な

い
こ
と
は
、
そ
の
文
言
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
件
道
路
の
路
線
の
認
定
等
が
行
わ
れ

た
際
に
江
東
区
に
対
し
て
本
件
土
地
が
譲
与
さ
れ

た
と
い
う
事
実
は
、
本
件
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
、

こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
江
東
区
が
道
路
法
九
十
条
二
項

に
基
づ
き
本
件
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
と
す

る
原
告
ら
の
主
張
も
、
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

ウ

さ
ら
に
、
原
告
ら
は
、
江
東
区
が
、
昭
和
二
人

年
四
月
一
日
に
本
件
土
地
を
国
か
ら
無
償
で
借
り

受
け
、
以
後
五
〇
年
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
本
件

土
地
を
占
有
し
続
け
て
い
る
の
で
、
本
件
土
地
を

時
効
に
よ
り
取
得
し
た
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
、所
有
権
を
時
効
取
得
す
る
た
め
に
は
、

所
有
の
意
思
、
す
な
わ
ち
、
所
有
者
と
し
て
占
有

す
る
意
思
を
も
っ
て
自
主
占
有
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る

(民
法
百
六
十
二
条
)。
こ
の
所
有
の
意

思
の
有
無
は
、
占
有
取
得
の
原
因
た
る
事
実
に
よ

っ
て
客
観
的
に
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
貸

借
権
や
使
用
貸
借
に
基
づ
く
占
有
は
、
所
有
の
意

思
の
な
い
占
有
、
す
な
わ
ち
他
主
占
有
で
あ
る
か

ら
、
た
と
え
こ
の
よ
う
な
占
有
を
二
〇
年
間
以
上

で
き
な
い
。

原
告
ら
は
、
江
東
区
が
本
件
土
地
を
無
償
で
借

り
受
け
て
占
有
し
て
い
る
旨
主
張
し
て
お
り
、
江

東
区
の
占
有
が
他
主
占
有
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
主
張
は
失
当
で
あ

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

エ

以
上
に
よ
れ
ば
、
江
東
区
は
、
本
件
土
地
の
所

有
権
を
取
得
し
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

本
件
土
地
の
所
有
権
侵
害
を
原
因
と
す
る
損
害
賠

償
請
求
権
や
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
江
東
区
に

発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
原
告
ら
が
区
道
に
係
る
財
産
と

し
て
主
張
す
る
も
の
の
う
ち
、
本
件
土
地
の
所
有

権
、
並
び
に
本
件
土
地
の
所
有
権
侵
害
を
原
因
と

す
る
損
害
賠
償
請
求
権
及
び
不
当
利
得
返
還
請
求

権
は
い
ず
れ
も
存
在
し
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
を
根

拠
と
し
て
、
地
方
自
治
法
二
百
四
十
二
条
一
項
に

い
う

｢財
産
｣
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
管
理
を
怠
る
事

実
の
違
法
確
認
請
求
に
係
る
訴
え
は
、
地
方
自
治

法
の
定
め
る
住
民
訴
訟
の
類
型
に
該
当
し
な
い
客

観
訴
訟
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
不
適
法
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
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主
張
し
て
い
る
が
、
裁
判
所
は
、
無
償
使
用

イ

こ
の
よ
う
に
、
道
路
管
理
者
は
道
路
の
占
用
に

は
、
地
方
自
治
法
二
百
四
十
二
条

一
項
に
い
う

権
の
成
立
は
認
め
た
も
の
の
、
民
法
上
の
便

つ
き
占
用
料
を
徴
収
し
て
収
入
と
す
る
こ
と
が
で

け

生

に
象
滋
し
な
＼
も

、
土

ミ
メ
ミ

用
借
権
と
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
地
方
自

治
法
二
百
四
十
二
条

一
項
に
い
う

｢財
産
｣

に
は
該
当
し
な
い
と
し
、
無
償
使
用
権
の
管

理
を
怠
る
事
実
の
違
法
確
認
請
求
に
係
る
訴

え
も
不
適
法
と
さ
れ
た
。

2

道
路
管
理
者
と
し
て
の
占
用
料
相
当
額
の
損
害

賠
償
請
求
権
又
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
に
つ
い

て
ア

道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
は
、
道
路
に
広
告

塔
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
工
作
物
等
を
設
け
、
継

続
し
て
道
路
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道

路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
法
第
三
十
九
条
第
一

項
は
、
道
路
管
理
者
は
道
路
の
占
用
に
つ
き
占
用

料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
お

り
、
こ
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
料
は
、
市
町
村
道

に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
市

町
村
の
収
入
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る

(道
路
法
施

行
令
第
十
九
条
の
四
(現
十
九
条
の
三
)第
一
項
)。

そ
し
て
、
こ
の
占
用
料
の
徴
収
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
道
路
法
及
び
道
路
法
施
行
令
は
、
道
路
管
理

者
が
当
該
道
路
の
敷
地
の
所
有
権
を
有
す
る
か
否

か
に
よ
っ
て
何
ら
異
な
る
取
扱
い
を
し
て
い
な

い
。

つ
き
占
用
料
を
徴
収
し
て
収
入
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
道
路
が
権
原
な
く
占
有
さ

れ
た
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
は
、
当
該
道
路
の

敷
地
の
所
有
権
を
有
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
占
有
者
に
対
し
、
占
用
料
相
当
額
の
損
害
賠

償
請
求
権
又
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
取
得
す

る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る

(平
成
一
六
年
最
高

裁
判
決
参
照
)。

ウ

以
上
の
と
お
り
、
江
東
区
が
道
路
管
理
者
と
し

て
そ
の
道
路
敷
地
の
無
償
使
用
権
を
有
す
る
こ
と

を
前
提
と
す
る
本
件
学
校
法
人
に
対
す
る
損
害
賠

償
請
求
権
又
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
は
、
地
方

自
治
法
二
百
四
十
二
条
一
項
に
い
う

｢財
産
｣
に

該
当
す
る
か
ら
、
当
該
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実

の
違
法
確
認
請
求
に
係
る
訴
え
は
、適
法
で
あ
る
。

②
江
東
区
長
に
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を

す
る
-｣
と
を
求
め
る
請
求
に
つ
い
て

1

被
告
は
、
本
件
道
路
の
敷
地
が
公
有
財
産
で
は

な
い
以
上
、
財
産
管
理
を
怠
る
こ
と
に
よ
る
財
産

的
損
害
が
江
東
区
に
発
生
す
る
可
能
性
は
な
い
か

ら
、
江
東
区
長
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
係
る

訴
え
は
、
そ
の
前
提
条
件
を
欠
く
も
の
と
し
て
不

適
法
で
あ
る
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
記
の
2
に
お
い
て
判
断
し

た
と
お
り
、
江
東
区
の
有
す
る
無
償
使
用
権
自
体

｢財
産
｣
に
該
当
し
な
い
も
の
の
、
江
東
区
が
本

件
学
校
法
人
に
対
し
て
有
す
る
損
害
賠
償
請
求
権

及
び
不
当
利
得
返
還
請
求
権
は
、
同
項
に
い
う

｢財
産
｣
に
該
当
す
る
か
ら
、
そ
の
財
産
管
理
、

す
な
わ
ち
本
件
学
校
法
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請

求
権
等
の
取
立
て
を
怠
る
こ
と
に
よ
る
財
産
的
損

害
が
江
東
区
に
発
生
す
る
可
能
性
は
十
分
に
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

2

そ
の
ほ
か
、
江
東
区
長
に
損
害
賠
償
請
求
す
る

こ
と
を
求
め
る
請
求
が
不
適
法
で
あ
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
か
ら
、
同
請

求
は
適
法
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

2

江
東
区
長
が
財
産
の
管
理
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
の

違
法
性
の
有
無
に
つ
い
て

り
1

被
告
は
、
道
路
の
不
法
占
有
が
あ
っ
た
と
き
に
、

道
路
管
理
者
が
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
当
該
占

有
者
に
対
し
て
監
督
処
分
と
し
て
の
除
去
命
令
等

を
発
す
る
か

(道
路
法
七
十
一
条
)、
あ
る
い
は

損
害
賠
償
請
求
権
又
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を

行
使
す
る
か
、
又
は
別
途
の
方
策
を
探
る
か
は
、

道
路
管
理
者
が
、
当
該
不
法
占
有
の
原
因
、
状
態

及
び
期
間
そ
の
他
の
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
公

益
的
な
観
点
か
ら
裁
量
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
る
旨
主
張
す
る
。



2

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
公
共
団
体
が
有
す
る
債

権
の
管
理
に
つ
い
て
定
め
る
地
方
自
治
法
二
百
四

十
条
、
地
方
自
治
法
施
行
令
百
七
十
一
条
か
ら
百

七
十
一
条
の
七
ま
で
の
規
定
に
照
ら
す
と
、
客
観

的
に
存
在
す
る
債
権
を
理
由
も
な
く
放
置
し
た
り

免
除
し
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
原
則
と
し

て
、
地
方
公
共
団
体
の
長
に
そ
の
行
使
又
は
不
行

使
に
つ
い
て
の
裁
量
権
は
な
い
と
鱗
す
べ
き
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
法
施
行
令
は
、
地
方

公
共
団
体
が
有
す
る
債
権
が
督
促
後
相
当
の
期
間

を
経
過
し
て
も
な
お
履
行
さ
れ
な
い
と
き
は
、
①

地
方
自
治
法
施
行
令
百
七
十
一
条
の
五
に
よ
り
債

権
の
取
立
て
等
を
し
な
い
旨
の
措
置
を
と
る
場

合
、
②
地
方
自
治
法
施
行
令
百
七
十
一
条
の
六
に

よ
り
履
行
期
限
を
延
長
す
る
場
合
、
③
そ
の
他
特

別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
地
方

公
共
団
体
の
長
は
、
担
保
権
の
実
行
、
保
証
人
に

対
す
る
履
行
の
請
求
又
は
強
制
執
行
の
手
続
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る

(地
方
自

治
法
施
行
令
百
七
十
一
条
の
二
)。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
場
合
の
う
ち
、
①
の
債
権
の
取
立
て
等
を

し
な
い
旨
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
と

は
、
債
権
で
履
行
期
限
後
相
当
の
期
間
を
経
過
し

て
も
な
お
完
全
に
履
行
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
、
D
法
人
で
あ
る
債
務
者
が
そ
の
事
業
を
休

止
し
、
将
来
そ
の
事
業
を
再
開
す
る
見
込
み
が
全

く
な
く
、
か
つ
、
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る

財
産
の
価
額
が
強
制
執
行
の
費
用
を
こ
え
な
い
と

認
め
ら
れ
る
と
き
、
“
債
務
者
の
所
在
が
不
明
で

あ
り
、
か
つ
、
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
財

産
の
価
額
が
強
制
執
行
の
費
用
を
こ
え
な
い
と
認

め
ら
れ
る
と
き
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
と
き
、
又

は
め
債
権
金
額
が
少
額
で
、
取
立
て
に
要
す
る
費

用
に
満
た
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
こ
れ
を
履
行
さ
せ
る
こ
と
が
著
し
く

困
難
又
は
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
定

さ
れ
て
い
る

(地
方
自
治
法
施
行
令
百
七
十
一
条

の
五
)。
ま
た
、
③
の
そ
の
他
特
別
な
事
情
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

定
め
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
地
方
自
治
法
施

行
令
百
七
十
一
条
の
五
が
規
定
す
る
場
合
が
、
い

ず
れ
も
取
立
費
用
が
債
権
の
回
収
見
込
額
を
上
回

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入

れ
る
と
、そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
と
は
、

債
務
者
が
無
資
力
で
あ
る
た
め
債
権
の
回
収
が
極

め
て
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
、
地
方
自
治

法
施
行
令
第
百
七
十
一
条
の
五
が
規
定
す
る
場
合

に
類
す
る
事
情
が
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
限
ら
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

3

こ
の
よ
う
に
、
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
債
権

の
回
収
が
不
可
能
か
又
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
場

合
な
ど
を
除
き
、
地
方
公
共
団
体
が
有
す
る
債
権

の
行
使
又
は
不
行
使
に
つ
い
て
の
裁
量
権
を
有
し

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
前
述

し
た
占
用
料
相
当
額
の
損
害
賠
償
請
求
権
又
は
不

当
利
得
返
還
請
求
権
の
行
使
に
際
し
、
道
路
管
理

者
は
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
公
益
的
な
観
点
か

ら
裁
量
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見

解
を
前
提
と
し
て
、
本
件
に
お
い
て
損
害
賠
償
請

求
権
等
を
行
使
し
な
か
っ
た
江
東
区
長
の
行
為
が

裁
量
権
の
範
囲
内
の
行
為
と
し
て
適
法
で
あ
る
と

す
る
被
告
の
主
張
は
、
そ
の
前
提
に
お
い
て
失
当

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②

そ
う
す
る
と
、
前
記
前
提
と
な
る
事
実
及
び
認
定

事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
土
地
が
昭
和
三
九
年
二
月
こ

ろ
以
降
本
件
学
校
法
人
に
よ
っ
て
不
法
占
有
さ
れ
、

江
東
区
に
占
用
料
相
当
額
の
損
害
賠
償
請
求
権
及
び

不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
発
生
し
て
い
る
の
に
、
江

東
区
長
は
、
就
任
し
た
平
成
三
年
四
月
二
七
日
以
降

現
在
に
至
る
ま
で
、
極
め
て
長
期
間
、
こ
れ
を
行
使

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
江
東
区

長
の
行
為
は
、
財
産
の
管
理
を
違
法
に
怠
る
事
実
に

当
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

3

江
東
区
長
の
過
失
の
有
無
に
つ
い
て

印
被
告
は
、
不
法
占
用
者
に
対
し
て
は
占
用
料
を
徴

収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
旨
の
建
設
省
道
路

局
長
の
昭
和
三
五
年
の
通
達
が
あ
っ
た
こ
と
及
び
こ



れ
と
同
趣
旨
の
昭
和
四
人
年
の
法
務
省
訟
務
部
の
見

解
が
公
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う

な
見
解
を
明
確
に
否
定
す
る
よ
う
な
判
例
も
存
在
し

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
最
高
裁
平
成
一
六
年
判
決
が

さ
れ
る
前
は
、
江
東
区
に
限
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体

の
職
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
道
路
敷
地
に
つ
い
て
不
法

占
用
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
敷
地
に
つ
い
て
の
所
有

権
が
存
在
し
な
い
限
り
当
然
に
は
損
害
賠
償
請
求
権

又
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
行
使
し
得
る
も
の
と

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
、
江
東
区
長
が
本
件

学
校
法
人
に
対
し
て
本
件
道
路
の
敷
地
に
つ
い
て
の

占
用
料
相
当
額
の
損
害
賠
償
請
求
権
又
は
不
当
利
得

返
還
請
求
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
に
は
、
過
失

が
存
在
し
な
い
旨
主
張
す
る
。

②

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
通
達
等
の
内
容
に
つ
い
て
子

細
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

1

ま
ず
、
建
設
省
道
路
局
長
の
前
記
通
達
の
内
容

は
、
福
岡
県
知
事
か
ら
の

｢福
岡
県
道
路
占
用
料

徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
占
用
料
の
標
準
が

改
め
ら
れ
た
の
で
、
占
用
物
件
の
実
態
調
査
を
要

す
る
こ
と
と
な
り
、
国
県
道
の
全
線
に
亘
り
調
査

を
実
施
し
て
い
る
が
、
無
頼
占
用
物
件
が
相
当
数

発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
占
用
料
に
つ
い

て
占
用
当
時
に
さ
か
の
ぼ
り
徴
収
す
べ
き
で
あ
る

か
又
は
こ
れ
を
発
見
し
た
と
き
か
ら
徴
収
す
べ
き

で
あ
る
か
至
急
御
教
示
順
い
た
い
。
な
お
、
こ
れ

に
対
す
る
理
由
及
び
占
用
の
許
可
を
さ
か
の
ぼ
ら

せ
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
併
せ
て
御
教
示

願
い
た
い
。｣
と
い
う
照
会
に
対
し
て
、
｢道
路
法

第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
料
を
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
同
法
第
三
十
二
条
又
は

第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
協

議
を
行
っ
た
占
用
に
限
る
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ

る
不
法
占
用
に
つ
い
て
は
占
用
料
を
徴
収
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
以
上
の
趣
旨
及
び
占
用

許
可
の
性
格
か
ら
、
不
法
占
用
に
つ
い
て
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
占
用
を
許
可
し
、
又
は
そ
の
実
際
の
占

用
状
態
の
発
生
し
た
時
に
さ
か
の
ぼ
り
、
あ
る
い

は
そ
れ
を
発
見
し
た
時
か
ら
占
用
料
を
徴
収
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
解
す
る
。
な
お
、
不
法

占
用
物
件
に
つ
い
て
は

『法
定
要
件
を
欠
く
道
路

占
用
物
件
の
取
扱
に
つ
い
て

(昭
和
三
三
年
二
月

七
日
道
発
第
二
一
号
の
二
道
路
局
長
通
達
)』
に

従
い
、
す
み
や
か
に
適
切
な
措
置
を
と
ら
れ
た
く

申
し
添
え
る
。｣
と
の
回
答
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

上
記
通
達
は
、
占
用
許
可
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
初
め
て
占
用
料
の
徴
収
権
が
生
ず
る
と
い
う
こ

と
を
前
提
に
、
い
わ
ゆ
る
不
法
占
用
の
事
案
に
つ

い
て
は
占
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
直
接
的
に
は
、
本
件
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
占
用
料
相
当
額
の
損
害
賠
償
請

求
権
又
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
存
否
に
つ
い

て
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
不
法
占
用

の
場
合
に
つ
い
て
、
占
用
料
相
当
額
の
損
害
賠
償

請
求
権
又
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
行
使
す
る

こ
と
の
可
否
に
何
ら
触
れ
る
こ
と
な
く
、
占
用
料

を
徴
収
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
明
言
し
て
い
る

こ
と
に
照
ら
す
と
、
地
方
公
共
団
体
の
担
当
職
員

に
よ
っ
て
、
不
法
占
用
の
事
案
に
お
い
て
は
占
用

者
に
対
し
て
占
用
料
又
は
占
用
料
相
当
額
の
金
員

の
請
求
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
旨
を
道
路
法

の
所
管
庁
で
あ
る
建
設
省
道
路
局
長
が
明
ら
か
に

し
た
も
の
と
、
い
わ
ば
拡
大
解
釈
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
し
た
と
し
て
も
、

非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。

2

次
に
、
前
記
の
法
務
省
訟
務
部
の
見
解
に
つ
い

て
見
る
と
、
道
路
占
用
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く

電
柱
に
放
送
線
を
添
架
し
て
い
る
有
線
放
送
業
者

に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
除
去
命
令
の
効
力
停
止
申

立
事
件
に
関
し
て
、
｢本
件
事
案
で
、
道
路
占
用

許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
電
柱
に
放
送
線
を
添
架

し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
た
る
国

は
、
添
架
者
に
対
し
、
道
路
占
用
料
相
当
額
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。｣
と
い
う
協
議
問
題

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
①
国

が
所
有
権
者
と
し
て
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠

償
請
求
あ
る
い
は
不
当
利
得
返
還
請
求
を
す
る
こ



と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
、
②
国
が
道
路
管
理
者

た
る
地
位
に
お
い
て
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠

償
請
求
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
、

③
添
架
は
、
道
路
法
第
四
十
一
条
に
よ
り
新
た
な

道
路
の
占
用
を
み
な
さ
れ
る
か
ら
、
同
法
第
三
十

九
条
に
よ
り
占
用
料
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
、検
討
を
重
ね
た
上
、

い
ず
れ
の
見
解
も
根
拠
が
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
結
局
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

解
す
る
旨
の
結
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
法
務
省
訟
務
部
の
見
解
は
、
占
用
料
な
い

し
占
用
料
相
当
額
の
金
員
の
請
求
の
可
否
に
つ
い

て
、
幾
つ
か
の
見
解
を
検
討
し
た
結
果
と
し
て
、

い
ず
れ
も
根
拠
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
消
極
的

に
解
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
を
当
事
者
と
す
る
訴

訟
に
お
い
て
国
を
代
表
す
る
権
限
を
有
す
る
官
庁

の
協
議
会
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
見
解
が
公
表
さ

れ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
建
設
省
道
路
局
長
の
前

記
通
達
と
相
ま
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
担
当
職

員
の
多
く
が
、
不
法
占
有
の
事
案
に
お
い
て
は
、

占
有
者
に
対
し
て
占
用
料
相
当
額
の
金
員
の
請
求

を
す
る
こ
と
は
法
律
上
許
さ
れ
な
い
と
考
え
た
と

し
て
も
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
存
在
し
た
と
認

め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

③

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
最
高
裁
平
成
一
六
年

判
決
の
公
表
前
の
時
期
に
お
い
て
、
江
東
区
長
を
初

め
と
す
る
江
東
区
の
担
当
職
員
が
、
前
記
②
1
及
び

2
に
示
し
た
よ
う
な
解
釈
な
い
し
見
解
に
従
っ
て
、

道
路
敷
地
に
つ
い
て
不
法
占
有
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
損
害
賠
償
請
求
権
又
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権

を
行
使
し
得
る
も
の
と
は
考
え
ず
、
ま
た
、
こ
れ
ら

の
請
求
権
を
行
使
せ
ず
他
の
手
段
に
よ
る
解
決
策
を

探
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
地
方
公
共
団
体
の
担
当
職

員
と
し
て
通
常
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
を
尽
く
し
て

い
な
か
っ
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
担
当
職
員
ら
の
過

失
も
存
在
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、前
記
前
提
と
な
る
事
実
の
と
お
り
、

最
高
裁
平
成
エ
ハ年
判
決
が
さ
れ
た
平
成
一
六
年
四

月
二
三
日
の
前
で
あ
る
同
月
一
七
日
に
、
江
東
区
は

本
件
道
路
の
敷
地
を
東
京
都
に
返
還
し
て
お
り
、
最

高
裁
平
成
一
六
年
判
決
後
に
お
い
て
は
、
本
件
土
地

に
つ
い
て
江
東
区
が
損
害
賠
償
請
求
権
又
は
不
当
利

得
返
還
請
求
権
を
取
得
す
る
余
地
は
な
く
、
道
路
管

理
権
も
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

他
の
探
っ
て
い
た
手
段
の
適
否
や
、
現
実
的
な
債
権

回
収
可
能
性
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
ま
で
も
な

く
、
本
件
学
校
法
人
に
対
し
て
占
用
料
相
当
額
の
損

害
賠
償
請
求
等
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
江
東

区
長
に
は
過
失
は
存
在
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。

結

論
以
上
に
よ
れ
ば
、
江
東
区
が
被
っ
た
損
害
の
有
無

(債

権
の
管
理
を
怠
っ
た
の
み
で
損
害
が
確
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。)
等
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な

く
、
江
東
区
長
が
区
道
の
一
部
を
構
成
す
る
本
件
土
地
が

本
件
学
校
法
人
に
よ
っ
て
不
法
占
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

基
づ
い
て
本
件
学
校
法
人
に
対
す
る
道
路
管
理
者
と
し
て

の
損
害
賠
償
請
求
権
及
び
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
管
理

を
怠
っ
て
い
る
こ
と
が
違
法
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め

る
請
求
は
、
理
由
が
あ
る
か
ら
認
容
し
、
本
件
訴
え
の
う

ち
、
区
道
に
係
る
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
の
違
法
確
認

請
求
の
う
ち
認
容
部
分
を
除
く
そ
の
余
の
請
求
に
係
る
訴

え
及
び
区
道
の
廃
止
後
に
お
け
る
敷
地
の
返
還
の
差
止
請

求
に
係
る
訴
え
は
、
い
ず
れ
も
不
適
法
で
あ
る
こ
と
か
ら

却
下
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
余
の
請
求
は
、
い
ず
れ
も
失

当
で
あ
る
か
ら
棄
却
し
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。



参
考
条
文

○
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
六
月
十
日
法
律
第
百
八
十
号
)

(道
路
の
占
用
の
許
可
)

第
三
十
二
条

道
路
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件

又
は
施
設
を
設
け
、
継
続
し
て
道
路
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
~
七

略

2

以
下
略

(占
用
料
の
徴
収
)

第
三
十
九
条

道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
占
用
に
つ
き
占
用
料
を
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
道
路
の
占
用
が
国
の
行
う
事
業
で
政
令

で
定
め
る
も
の
及
び
地
方
公
共
団
体
の
行
う
事
業
で
地
方
財
政
法

(昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
)
第
六
条
に
規
定
す
る
公
営
企
業
以
外
の

も
の
に
係
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2

略(道
路
の
敷
地
等
の
帰
属
)

第
九
十
条

国
道
の
新
設
又
は
改
築
の
た
め
に
取
得
し
た
道
路
を
構
成
す

る
敷
地
又
は
支
壁
そ
の
他
の
物
件

(以
下
こ
れ
ら
を

｢敷
地
等
｣
と
い

う
。)
は
国
に
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
の
新
設
又
は
改
築
の
た
め

に
取
得
し
た
敷
地
等
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
新
設
又
は
改
築
を
し
た
都
道
府

県
又
は
市
町
村
に
帰
属
す
る
。

2

普
通
財
産
で
あ
る
国
有
財
産
は
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
の
用

に
供
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
有
財
産
法

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第

七
十
三
号
)
第
二
十
三
条
又
は
第
二
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
に
無
償
で
貸
し
付
け
、

又
は
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
十
二
月
四
日
政
令
第
四
百
七
十
九
号
)

(占
用
料
の
収
入
の
帰
属
)

第
十
九
条
の
三

法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
料
は
、
指
定
区

間
内
の
国
道
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
国
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に
係

る
も
の
に
あ
っ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
又
は
指
定
市
若
し

く
は
指
定
市
以
外
の
市
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
収
入
と
す
る
。

○
地
方
自
治
法(昭
和
二
十
二
年
四
月
十
七
日
法
律
第
六
十
七
号
)

(債
権
)

第
二
百
四
十
条

こ
の
草
に
お
い
て

｢債
権
｣
と
は
、
金
銭
の
給
付
を
目

的
と
す
る
普
通
地
方
公
共
団
体
の
権
利
を
い
う
。

2

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
債
権
に
つ
い
て
、
政
令
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
督
促
、
強
制
執
行
そ
の
他
そ
の
保
全
及
び
取
立
て

に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

以
下
略

(住
民
監
査
請
求
)

第
二
百
四
十
二
条

普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民
は
、
当
該
普
通
地
方
公

共
団
体
の
長
若
し
く
は
委
員
会
若
し
く
は
委
員
又
は
当
該
普
通
地
方
公

共
団
体
の
職
員
に
つ
い
て
、
違
法
若
し
く
は
不
当
な
公
金
の
支
出
、
財

産
の
取
得
、
管
理
若
し
く
は
処
分
、
契
約
の
締
結
若
し
く
は
履
行
若
し

く
は
債
務
そ
の
他
の
義
務
の
負
担
が
あ
る

(当
該
行
為
が
な
さ
れ
る
こ

と
が
相
当
の
確
実
さ
を
も
っ
て
予
測
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。)
と
認
め
る

と
き
、
又
は
違
法
若
し
く
は
不
当
に
公
金
の
賦
課
若
し
く
は
徴
収
若
し

く
は
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実

(以
下

｢怠
る
事
実
｣
と
い
う
。
)
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
証
す
る
書
面
を
添
え
、
監
査
委
員
に

対
し
、
監
査
を
求
め
、
当
該
行
為
を
防
止
し
、
若
し
く
は
是
正
し
、
若

し
く
は
当
該
怠
る
事
実
を
改
め
、
又
は
当
該
行
為
若
し
く
は
怠
る
事
実

に
よ
っ
て
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
こ
う
む
っ
た
損
害
を
補
填
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

以
下
略

(住
民
訴
訟
)

第
二
百
四
十
二
条
の
二

普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民
は
、
前
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
監
査
委
員
の
監
査
の
結
果
若
し
く
は
勧
告
若
し
く
は
同
条
第
九
項

の
規
定
に
よ
る
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
、
長
そ
の
他
の
執
行
機
関

若
し
く
は
職
員
の
措
置
に
不
服
が
あ
る
と
き
、
又
は
監
査
委
員
が
同
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
若
し
く
は
勧
告
を
同
条
第
五
項
の
期
間
内

に
行
わ
な
い
と
き
、
若
し
く
は
議
会
、
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
若
し
く

は
職
員
が
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
な
い
と
き
は
、
裁

判
所
に
対
し
、
同
条
第
一
項
の
請
求
に
係
る
違
法
な
行
為
又
は
怠
る
事

実
に
つ
き
、
訴
え
を
も
つ
て
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
執
行
機
関
又
は
職
員
に
対
す
る
当
該
行
為
の
全
部
又
は
一
部

の
差
止
め
の
請
求

二

行
政
処
分
た
る
当
該
行
為
の
取
消
し
又
は
無
効
確
認
の
請
求

三

当
該
執
行
機
関
又
は
職
員
に
対
す
る
当
該
怠
る
事
実
の
違
法
確
認

の
請
求

四

当
該
職
員
又
は
当
該
行
為
若
し
く
は
怠
る
事
実
に
係
る
相
手
方
に

損
害
賠
償
又
は
不
当
利
得
返
還
の
請
求
を
す
る
こ
と
を
当
該
普
通
地

方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
又
は
職
員
に
対
し
て
求
め
る
請
求
。
た
だ

し
、
当
該
職
員
又
は
当
該
行
為
若
し
く
は
怠
る
事
実
に
係
る
相
手
方

が
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
賠
償
の
命
令
の
対

象
と
な
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
賠
償
の
命
令
を
す
る

こ
と
を
求
め
る
請
求

2

以
下
略

0
民
法

(明
治
二
十
九
年
四
月
二
十
七
日
法
律
第
八
十
九
号
)

(所
有
権
の
取
得
時
効
)

第
百
六
十
二
条

二
十
年
間
、
所
有
の
意
思
を
も
っ
て
、
平
穏
に
、
か
つ
、

公
然
と
他
人
の
物
を
占
有
し
た
者
は
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る
。

2

略
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千
葉
県
の
自
然
の
歴
史
･
産
業
･
観
光
･
道
路

◆
は
じ
め
に

こ
ん
に
ち
は
、
千
葉
県
東
京
事
務

所
の
中
村
と
申
し
ま
す
。
東
京
事
務

所
勤
務
も
一
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。
昨

年
度
は
と
ん
び
会
の
様
々
な
勉
強
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
国
土
の

基
盤
整
備
を
着
実
に
行
っ
て
い
く
こ

と
が
県
民
な
い
し
は
住
民
の
安
全
の

確
保
、
利
便
性
の
向
上
、
産
業
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
、
様
々
な
形

で
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

道
に
関
連
し
た
内
容
の
投
稿
を
お

願
い
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
自

身
が
、
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
で
自

動
車
を
運
転
せ
ず
、
鉄
道
と
徒
歩
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
県
内
の
道
路
を
詳
細
に
ご
説
明

千
葉
県
塞
泉
事
務
所

中
村

立
郎

す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
た
め
、

千
葉
県
全
体
の
様
々
な
こ
と
に
触
れ

つ
つ
、
県
内
の
道
路
に
つ
い
て
触
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
千
葉
県
の
自
然

千
葉
県
は
首
都
圏
の
東
側
に
位
置

し
、
四
方
を
海
と
川
に
囲
ま
れ
、
太

平
洋
に
突
き
出
た
半
島
と
な
っ
て
い

ま
す
。
面
積
は
四
七
都
道
府
県
の
う

ち
、
二
六
番
目
の
広
さ
で
す
。

地
勢
は
二
〇
0
~
三
〇
o
m
級
の

山
々
が
続
く
房
総
丘
陵
と
、
比
較
的

平
坦
な
下
総
台
地
、
利
根
川
流
域
と

九
十
九
里
沿
岸
に
広
が
る
平
野
と
な

っ
て
い
ま
す
。
海
岸
線
の
長
さ
は
五

三
〇
如
以
上
に
及
び
、
変
化
に
富
ん

だ
景
観
を
見
せ
て
い
ま
す
。

三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
本
県
は
、

冬
暖
か
く
夏
涼
し
い
海
洋
性
の
温
暖

な
気
候
で
、
南
房
総
沿
岸
は
沖
合
を

流
れ
る
黒
潮
の
影
響
を
受
け
、
冬
で

も
霜
が
ほ
と
ん
ど
降
り
ま
せ
ん
。
降

水
量
は
、
夏
は
多
く
、
冬
は
少
な
い

気
候
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
千
葉
県
の
歴
史

現
在
の
千
葉
県
の
地
域
は
、
昔
で

言
え
ば
、
安
房
国
、
上
総
国
、
下
総

国
か
ら
な
っ
て
い
ま
し
た
。
鎌
倉
に

幕
府
が
開
か
れ
る
頃
、
下
総
国
の
豪

族
･
千
葉
氏
が
強
い
勢
力
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
千
葉
氏
の

｢千
葉
｣
の
名
が
現
在
の
千
葉
県
の

名
の
ゆ
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、

館
山
県
、
佐
倉
県
な
ど
二
四
の
県
が

生
ま
れ
ま
し
た
が
、
概
ね
上
総
･
安

房
の
地
域
は
木
更
津
県
、
概
ね
下
総

の
地
域
は
印
旛
県
と
な
り
、
明
治
六

年
六
月
一
五
日
に
、
木
更
津

･
印
旛

の
両
県
を
合
わ
せ
て
千
葉
県
が
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

一
一
〇
年
経

っ
た
昭
和
五
人
年
に
、
県
人
口
が
五

〇
〇
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
そ
の
翌
年
、
六
月
一
五
日
が

｢県
民
の
日
｣
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
千
葉
県
の
産
業

工
業
の
製
造
品
出
荷
額
は
三

兆

円
を
超
え
、
そ
の
主
要
な
も
の
は
化

学
、
石
油
･
石
炭
、
鉄
鋼
の
三
業
種

で
、
製
造
品
出
荷
額
の
半
分
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。
昭
和
二
〇
年
代
前

半
ま
で
の
本
県
工
業
は
酒
、み
り
ん
、

野
田
･
銚
子
の
醤
油
な
ど
の
醸
造
業

が
中
心
で
し
た
が
、
県
な
ど
の
積
極

的
な
工
業
誘
致
に
よ
り
、
昭
和
二
五

年
三

月
千
葉
市
地
先
の
埋
立
地
に

川
崎
製
鉄
千
葉
製
鉄
所
の
建
設
が
決

定
し
、
そ
の
後
、
重
化
学
工
業
系
の

企
業
の
進
出
が
相
次
い
で
決
ま
り
、

東
京
湾
沿
岸
の
浦
安
市
か
ら
富
津
市

に
い
た
る
約
七
六
臘
の
海
岸
線
に
現

西から東から



在
、
約
三
一、
0
0
0
如
の
埋
め
立

て
が
完
了
し
、
日
本
で
も
有
数
の
工

業
県
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
高
度
経
済
成
長
後
に
お
け
る
日

本
経
済
の
構
造
的
な
転
換
の
中
で
、

先
端
技
術
産
業
の
誘
致
等
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

商
業
は
、
六
〇
〇
万
県
民
の
豊
か

な
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、
地
域

経
済
の
担
い
手
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
、商
店
数
は
四
万
店
以
上
、

従
業
員
数
は
三
三
万
人
以
上
、
年
間

販
売
額
は
五
兆
円
を
超
え
て
い
ま
す

農
業
は
、
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な

大
地
に
恵
ま
れ
、
全
国
の
農
業
に
お

い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
、
野
菜

の
生
産
、
な
し
の
生
産
は
全
国
第
一

位
、
び
わ
の
生
産
は
全
国
第
二
位
、

花
の
生
産
は
全
国
第
三
位
、
畜
産
は

全
国
第
六
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
で
落
花
生
は
全
国
生
産

量
の
四
分
の
三
以
上
を
し
め
、
千
葉

県
の
代
表
的
な
お
土
産
品
と
な
っ
て

い
ま
す
。

千
葉
県
は
、
周
囲
に
内
湾
性
と
外

洋
性
の
海
域
を
有
し
、
変
化
に
富
ん

だ
豊
か
な
漁
場
に
恵
ま
れ
、
房
総
半

島
の
沖
合
で
は
黒
潮
と
親
潮
が
交
わ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
魚

介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
、
平
成
一
六
年

に
お
け
る
漁
業
総
生
産
量
は
全
国
第

五
位
、
水
産
加
工
品
生
産
量
は
全
国

第
三
位
と
全
国
有
数
の
水
産
県
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

現
在
、
日
本
に
お
い
て
は
国
土
交

通
省
を
中
心
と
し
て
、
観
光
立
国
実

現
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、千
葉
県
に
お
い
て
も
、

千
葉
の
観
光
を
P
R
す
る
た
め
に
、

J
R
グ
ル
ー
プ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

｢ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
｣
を
今
年
の
二
月
か
ら
四

月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

◆
ち
ば
眺
望
百
景

高
い
場
所
か
ら
見
晴
ら
し
の
良
い

景
色
を
眺
め
る
こ
と
は
、
観
光
の
大

き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
そ
こ
で

平
均
海
抜
が
約
四
三
m
で
日
本
一
平

坦
な
県
で
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
高
い

と
こ
ろ
に
行
く
だ
け
で
遠
望
が
利
き

や
す
く
、
地
域
の
特
色
あ
る
眺
望
を

楽
し
め
る
と
い
う
利
点
を
活
か
し
、

県
で
は
｢ち
ば
眺
望
百
景
｣
と
し
て
、

九
四
ヵ
所
を
選
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
現
在
販

売
さ
れ
て
お
り
、
眺
望
の
写
真
、
説

明
文
、
入
場
時
間
、
料
金
、
交
通
ア

ク
セ
ス
、
問
い
合
せ
先
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ
ス
、
周
辺
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ち
ば
眺
望
百
景

に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
地
を

効
率
的
に
回
る
た
め
に
は
、
道
路
の

整
備
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
の
が
現

実
で
す
。

市
を
結
び
、
県
内
幹
線
道
路
の
整
備

と
一
体
と
な
っ
て
本
県
の
半
島
性
を

解
消
す
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
に
お

け
る
国
際
機
能
、
業
務
･
研
究
機
能

等
を
担
う
成
田
国
際
空
港
、
幕
張
新

都
心
、
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク

等
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
波
及

効
果
を
県
内
全
域
に
広
げ
る
な
ど
、

千
葉
新
時
代
を
築
く
要
と
な
る
道
路

と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四

一
年
四
月
に
建
設
省

(当
時
)
が
調

査
を
開
始
し
、
昭
和
六
一
年
度
政
府

予
算
案
で
事
業
化
を
認
可
、
昭
和
六

一
年
一
〇
月
に
東
京
湾
横
断
道
路
株

式
会
社
を
設
立
、
調
査
工
事
が
平
成

元
年
一
月
に
着
工
、
東
京
湾
横
断
道

路
起
工
式
が
平
成
元
年
五
月
に
行
わ

れ
、
平
成
九
年
三

月
に
本
体
全
工

事
が
竣
工
、
一
二
月
一
八
日
に
開
通

し
ま
し
た
。
普
通
車
の
本
来
料
金
は

四
、
九
〇
〇
円
で
、
供
用
当
初
は
四
、

〇
〇
〇
円
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
利
用
者
が
計
画
に
比
べ
て
少
な

い
と
い
う
問
題
を
解
消
す
る
必
要
性

等
も
あ
り
、
事
業
変
更
が
行
わ
れ
、

現
在
は
普
通
車
で
三
、
0
0
0
円

◆
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

《概
要
》

千
葉
県
の
道
路
を
語
る
上
で
、

色
々
な
形
で
話
題
に
な
る
の
は
、
東

京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
で
す
が
。
こ
の

道
路
は
木
更
津
市
と
神
奈
川
県
川
崎



(E
T
C
搭
載
車

"
二
、
三
二
〇
円
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

《東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の関
連
施
設
》

○
海
ほ
た
る

(木
更
津
人
工
島
)

ト
ン
ネ
ル
と
橋
梁
と
の
接
続
を

目
的
に
設
置
さ
れ
た
盛
土
式
の
人

工
島
で
、
島
の
天
端
幅
が
一
〇
0

m
、
長
さ
方
向
が
六
五
0
m
と
な

っ
て
い
ま
す
。
島
内
に
は
、
豪
華

客
船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
海
上
に
浮

か
ぶ
世
界
に
も
珍
し
い
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
と
し
て
休
憩
施
設
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
横
浜
ベ
イ
ブ
リ

ッ
ジ
、
東
京
タ
ワ
ー
、
幕
張
メ
ッ

セ
等
が
良
く
見
え
る
ほ
か
、
富
士

山
ま
で
望
め
る
三
六
〇
度
の
眺
望

が
楽
し
め
ま
す
。

○
風
の
塔

(川
崎
人
工
島
)

ト
ン
ネ
ル
の
中
央
部
に
位
置
す

る
外
径
約
二
〇
0
m
の
円
形
で
、

東
京
ド
ー
ム
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ

の
大
型
海
洋
構
造
物
で
、
外
側
か

ら
の
船
舶
衝
突
の
緩
和
機
能
を
有

す
る
鋼
製
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
、
そ
の

中
央
部
に
換
気
塔
本
体
の
外
径
九

人
m
、
深
さ
七
五
m
の
円
筒
形
大

型
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
換
気
塔

本
体
の
上
部
に
は
、
海
底
ト
ン
ネ

ル
の
換
気
用
と
し
て
換
気
塔
が
構

築
さ
れ
、
多
数
の
船
舶
が
行
き
来

す
る
海
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
量

感
の
あ
る
、
視
認
性
に
優
れ
た
構

造
を
基
本
と
し
た
、
海
上
九
六
m

の
大
塔
と
八
一
m
の
小
塔
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
道
の
駅

現
在
、
千
葉
県
に
は
二
〇
の
道
の

駅
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
千
葉
県

最
初
の
道
の
駅
と
な
っ
た

｢と
み
う

ら

(枇
杷
倶
楽
部
)｣
は
平
成
五
年

に
建
設
さ
れ
、
平
成
三
一年
の

｢全

国
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
｣
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
地
域
振
興
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
｢
と
み
う
ら

(枇

杷
倶
楽
部
)
｣
の
名
は
、
特
産
の

｢枇
杷
｣
と
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い

の
あ
る

｢ク
ラ
ブ
｣
と
な
る
願
い
を

込
め
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
面
白
い
名
前
の
道
の
駅
を
あ
げ

写真 夕日に映えるアクアライン
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る
と
、
｢た
け
ゆ
ら
の
里
お
お
た
き
｣

(竹
遊
楽

(竹
で
楽
し
く
遊
ぶ
)
の

当
て
字
。
大
多
喜
町
で
は
竹
と
筍
が

有
名
)、
｢富
楽
里
と
み
や
ま
｣
(｢富

山
町
の
楽
し
い
里
｣を
短
く
表
現
し
、

誰
で
も

｢ふ
ら
り
｣
と
立
ち
寄
れ
る

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
命
名
)
な
ど
が
あ
り

ま
す

◆
日
本
の
道
百
選
に
選
ば
れ
た
道
路

昭
和
六
〇
年
と
昭
和
六
一
年
に
建

設
省

(当
時
)
と

｢道
の
日
｣
実
行

委
員
会
に
よ
り
、
｢日
本
の
道
百
選
｣

に
選
定
さ
れ
た
道
路
と
し
て
、
千
葉

県
に
は

｢房
総
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
｣

と

｢常
盤
平
さ
く
ら
通
り
｣
が
あ

り
ま
す
。

｢房
総
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
｣
は
館

山
市
に
あ
り
、
昭
和
四
一
年
に
完
成

し
ま
し
た
。
白
砂
青
松
の
海
岸
線
と

お
花
畑
を
望
み
、
眺
望
が
す
ば
ら
し

く
、
四
季
の
草
花
と
マ
ラ
ソ
ン
の
道

と
し
て
も
有
名
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。｢常

盤
平
さ
く
ら
通
り
｣
は
松
戸

市
の
市
街
地
に
あ
り
な
が
ら
、
長
年

の
歳
月
を
経
て
、
三
･
一
如
に
わ
た

る

｢さ
く
ら
｣
の
ト
ン
ネ
ル
を
形
成

し
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
道
路

で
す
。

くりもと

◆
最
後
に

千
葉
県
全
体
の
自
然
、
歴
史
、
産

業
、
観
光
、
道
路

(ア
ク
ア
ラ
イ
ン
、

道
の
駅
等
)
に
つ
い
て
触
れ
て
き
ま

し
た
が
、
千
葉
県
の
道
路
そ
の
他
の

こ
と
に
興
味
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た

方
は
、
是
非
千
葉
県
に
い
ら
っ
し
ゃ

っ
て
く
だ
さ
い
。

鵜川オーシャンパーク 路

道

】

境

道

県

駅

例

県
料
道
な
路
の

凡

都

有

国
主

航
道

　
　
　
　

ん

逡

　
　

　

丸 三芳村
　　　

笹くら.潮風王国 l



艦れ鬱◎廳醸
　
　　　
　

′]̂
‐＼
'＼}

本
州
の
端
の
『橋
』
を
め
ぐ
る
旅

山
口
県
は
本
州
の
西
端
に
位
置

し
、三
方
を
海
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

西
端
と
言
っ
て
も
、
関
門
橋
を
渡
れ

ば
九
州
へ
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗
れ
ば
釜

山
へ
と
繋
が
っ
て
お
り
、
本
州
の
西

の
玄
関
で
も
あ
り
ま
す
。

海
岸
線
延
長
は
全
国
で
北
海
道
、

長
崎
県
、
鹿
児
島
県
、
沖
縄
県
、
愛

媛
県
に
次
い
で
六
番
目
、
本
州
で
は

一
番
の
長
さ
で
す
。
海
岸
線
延
長
が

長
い
の
は
、
三
方
が
海
で
あ
る
と
同

時
に
、
島
が
多
い
こ
と
や
海
岸
線
が

入
り
組
ん
で
い
る
か
ら
で
、
山
口
県

は
、
島
と
結
ぶ
橋
や
湾
を
跨
ぐ
橋
の

整
備
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

橋
は
特
異
な
構
造
物
で
す
。
道
路

の
一
部
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
だ

け
で
は
な
く
、
橋
自
体
が
観
光
資
源

に
な
る
と
い
う
面
も
有
し
て
い
ま

山
口
県
東
京
事
務
所

松
永

敏
昭

す
。
岩
国
市
の
錦
川
に
架
か
る
錦
帯

橋
は
、県
内
屈
指
の
観
光
地
で
あ
り
、

ま
た
、
関
門
橋
の
本
土
側
に
あ
る
壇

ノ
浦
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
は
、
多
く

の
人
が
橋
を
見
上
げ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
錦
帯
橋
や
関
門
橋
の
よ

う
に
全
国
的
な
知
名
度
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
渡
っ
て
い

た
だ
き
た
い
県
内
の
海
に
架
か
る
橋

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
宮
本
常
一
の
生
誕
地

｢周
防
大
島
｣
へ

大
島
大
橋

｢大
島
大
橋
｣
(写
真
1
)
は
、
昭
,

和
五
一
年
に
完
成
し
た
全
長
一
、
0

二
0
m
の
連
続
ト
ラ
ス
橋
で
す
。
山

口
県
東
部
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
屋

代
島
を
結
ぶ
橋
で
、
完
成
後
三
〇
年

以
上
経
過
し
て
お
り
、黄
緑
の
橋
は
、

周
囲
と
調
和
し
て
い
ま
す
。

屋
代
島
は
、
瀬
戸
内
海
で
は
、
淡

路
島
、
小
豆
島
に
続
い
て
三
番
目
に

大
き
い
島
で
、
地
元
の
方
は
｢大
島
｣

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
橋
の
下
は
大

は
た
け
せ
と

畠
瀬
戸
で
、
潮
流
が
早
く
、
渦
潮

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

好
漁
場
と
し
て
有
名
で
、
多
く
の
遊

魚
船
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
橋
は
、
旧
日
本
道
路
公
団
が

建
設
し
た
も
の
で
、
当
初
は
有
料
で

し
た
。
後
に
県
が
買
い
取
り
、
現
在

は
無
料
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

屋
代
島
に
は
久
賀
町
、
大
島
町
、

東
和
町
、
橘
町
の
四
町
が
あ
り
ま
し

た
が
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
に
合
併

し
、
周
防
大
島
町
に
な
り
ま
し
た
。

島
の
産
業
は
、
漁
業
と
ミ
カ
ン
と
観

光
で
す
。
山
口
県
も
ミ
カ
ン
の
生
産

が
盛
ん
で
す
が
、
こ
の
島
の

｢み
か

ん
｣
が
一
番
で
す
。
ま
た
、
海
水
浴

シ
ー
ズ
ン
に
は
、
透
き
通
っ
た
コ
バ

ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
を
楽
し
む
た
め
に

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

こ
の
島
の
出
身
者
で
特
に
有
名
な

の
は
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
日
本
中

を
歩
き
続
け
た
民
俗
学
者
宮
本
常
一

(
一
九
〇
七
~
一
九
八
一
年
)
で
、

今
年
が
生
誕
一
〇
〇
年
に
当
た
り
ま

す
。
島
内
に
あ
る
周
防
大
島
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
に
は
、
彼
の
著
書
、
撮

影
し
た
写
真
等
が
収
蔵
さ
れ
て
お

ききき無さ

　行

　
　

写

“ 期
大

西から東から



り
、
宮
本
常
一
の
足
跡
を
た
ど
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
歴
史
を
見
つ
め
る
上
関
大
橋

｢
上
関
大
橋
｣
(写
真
2
)
は
、

室
津
半
島
最
南
端
の
室
滓
と
、
海
峡

を
挟
む
長
島
の
上
関
を
結
び
、
昭
和

四
四
年
に
完
成
し
た
全
長
二
二
0
m

の
橋
で
す
。
橋
を
挟
ん
で
室
津
側
に

は
室
津
港
、
室
津
漁
港
、
上
関
側
に

は
上
関
漁
港

(本
港
地
区
)が
あ
り

ま
す
。
長
島
、
佐
合
島
、
馬
島
、
そ

い、
、
“

橋

　　

　

が

,

上

し
て
半
島
に
囲
ま
れ
、
と
て
も
穏
や

か
な
海
で
す
。

天
然
の
防
波
堤
に
恵
ま
れ
た
こ
の

地
域
は
、
瀬
戸
内
海
が
人
や
物
や
情

報
の
交
流
の
大
幹
線
で
あ
っ
た
近
代

以
前
か
ら
、
海
上
交
通
の
要
衝
と
し

て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
平
安
時
代
に

は
す
で
に
港
町
と
し
て
形
成
さ
れ
、

室
町
,
江
戸
時
代
に
は
、
大
陸
と
港

を
結
ぶ
中
継
基
地
と
し
て
、
さ
ら
に

は
参
勤
交
代
の
大
名
船
、
朝
鮮
通
信

便
の
船
な
ど
多
様
な
交
流
･
交
通
の

拠
点
と
し
て
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

現
在
も
当
時
の
港
町
と
し
て
の
面
影

を
残
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、
村
上
水
軍
の
砦
が
置
か

れ
て
い
た
こ
と
に
ち
な
み
、
毎
年
七

月
下
旬
に

｢水
軍
ま
つ
り
｣
が
行
わ

れ
、
花
火
大
会
、
御
塵
船
に
よ
る
歴

史
探
訪
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
漁
船
パ
レ

ー
ド
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。ま

た
、
こ
こ
の
ふ
ぐ
料
理
は
有
名

で
、
旅
館
や
民
宿
で
楽
し
め
ま
す
。

こ
の
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
で
作

っ
た

｢
て
ん
ぷ
ら
｣
も
お
勧
め
で
す
。

　　　　　　　　　　

{
＼

こ
の
付
近
は
絶
好
の
釣
り
ポ
イ
ン

ト
で
、
休
日
に
は
、
港
の
波
止
場
や

護
岸
か
ら
魚
釣
り
を
し
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。私
も
十
数
年
前
、

土
木
事
務
所
勤
務
当
時
は
、
毎
週
の

よ
う
に
こ
こ
に
通
い
、
冬
か
ら
春
に

か
け
て
は
メ
バ
ル
や
カ
レ
イ
、
初
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
は
キ
ス
や
ア
ジ
を

釣
っ
て
い
ま
し
た
。
優
し
い
潮
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
、
海
峡
を
行
き
交
う

船
を
見
て
、
の
ど
か
な
休
日
を
過
ご

す
の
は
最
高
で
し
た
。

　　

　　

　

　
　

ま
し
法
、

　
　
　
　

　
　　
　　

　

　　

　
　

学

ぶ弱
く

◆

｢は
な
つ
こ
り
ー
｣
の
里
に

架
か
る
周
防
大
橋

復
さ
せ
、
ア
サ
リ
や
エ
ビ
な
ど
の
住

む
豊
か
な
干
潟
の
再
生
を
目
指
し
た

取
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

山
口
湾
の
魚
で
地
元
の
方
に
勧
め

ら
れ
た
の
が
、
ボ
ラ
で
す
。
ボ
ラ
は

あ
ま
り
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で

い
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の

で
、
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
新
鮮

な
刺
身
は
結
構
、
い
け
ま
す
。

六
年
前
、
勤
務
の
関
係
で
、
半
年

間
、
こ
の
橋
を
毎
日
通
り
ま
し
た
。

周
囲
が
山
口
県
で
は
珍
し
く
平
坦
な

｢周
防
大
橋
｣
(写
真
3
)
は
山
口

市
を
流
れ
る
椹
野
川
の
河
口
部
に
広

が
る
山
口
湾
を
跨
ぐ
、
平
成
四
年
に

完
成
し
た
と
て
も
ス
タ
イ
ル
の
良
い

橋
で
す
。
中
央
の
背
の
高
い
主
塔
が

特
徴
的
な
全
長
一
、
0
四
0
m
の
斜

張
橋
で
す
。

山
口
湾
は
遠
浅
で
、
干
潮
時
に
は

広
大
な
干
潟
が
現
れ
ま
す
。
カ
ブ
ト

ガ
ニ
の
生
息
場
で
も
あ
り
、
干
潟
の

環
境
を
改
善
し
生
物
の
多
様
性
を
回



場
所
で
も
あ
り
、
中
央
の
主
塔
は
、

遠
く
か
ら
そ
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。ま

た
、
こ
の
地
域
は
、
山
口
県
農

業
試
験
場
で
中
国
野
菜
の
サ
イ
シ
ン

を
母
親
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
父
親
と

し
て
育
成
さ
れ
た
｢は
な
っ
こ
り
ー
｣

と
い
う
新
し
い
野
菜
の
主
な
生
産
地

で
す
。
｢
は
な

っ
こ
り
ー
の
歌
｣
は

間
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
?

◆
本
州
の
端
の
橋

水
門
橋

下
関
市
の
彦
島
と
の
間
に
整
備
さ

れ
た
下
関
漁
港
間
門
と
一
体
と
な
っ

た
橋
が

｢水
門
橋
｣
(写
真
4
)
で

す
。下

関
漁
港
間
門
は
、
昭
和
七
年
か

ら
の
下
関
漁
港
整
備
に
お
い
て
、
瀬

戸
の
幅
が
狭
め
ら
れ
た
こ
と
に
と
も

な
い
、
関
門
海
峡
と
響
灘
の
干
満
差

に
よ
っ
て
生
じ
る
潮
流
を
調
整
し
、

小
型
船
舶
の
安
全
航
行
を
確
保
す
る

た
め
、
昭
和
一
三
年
に
整
備
さ
れ
た

も
の
で
す
。
間
門
は
二
つ
の
水
門
で

高
低
差
の
あ
る
水
位
を
調
整
し
、
水

面
を
昇
降
さ
せ
て
船
舶
を
往
き
来
さ

せ
ま
す
。
こ
の
下
関
漁
港
間
門
は
、

世
界
一
小
さ
い

｢パ
ナ
マ
式
運
河
｣

で
す
。

間
門
の
二
つ
の
水
門
の
間
に
水
門

橋
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
橋
は
、
昭
和

五
七
年
に
下
関
市
道
と
し
て
供
用
開

始
さ
れ
て
お
り
、
船
舶
が
航
行
す
る

際
に
は
、
四
本
の
柱
に
沿
っ
て
路
面

が
上
昇
す
る
可
動
橋
で
す

(写
真

5
)0間

門
と
橋
の
通
行
時
間
は
決
め
ら

れ
て
お
り
、
休
日
は
、
自
動
車
の
通

行
が
終
日
で
き
る
た
め
、
路
面
が
上

昇
し
て
い
る
姿
を
観
光
に
来
た
方
が

見
る
の
は
難
し
い
か
も
。

管
理
は
、
一
体
の
操
作
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
間
門
の
管
理
者
で
あ
る

漁
港
管
理
者
の
山
口
県
と
道
路
管
理

者
の
下
関
市
が
共
同
で
行
っ
て
い
ま

す
。彦

島
は
、
三
万
人
以
上
の
人
口
を

有
し
て
お
り
、
日
本
一
の
フ
グ
の
水

揚
げ
量
を
誇
る
南
風
泊
市
場
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
当
然
な
が
ら
、
彦
島
を
結

ぶ
橋
は
、
水
門
橋
の
他
に
関
彦
橋
、

彦
島
大
橋
が
あ
り
ま
す
。

水門橋

写真 5 船舶を航行させるため、路面が上昇

◆
新
し
い
ド
ラ
マ
を

期
待
さ
せ
る
橋

角
島
大
橋

｢角
島
大
橋
｣
(写
真
6
)
は
、
角

あ
ま
が
せ
と

島
と
の
間
に
あ
る
海
女
ヶ
瀬
戸
を
跨

ぐ
橋
で
、
平
成
三
一年
に
完
成
し
た

全
長
｢

七
人
o
m
の
橋
で
す
。

こ
の
橋
の
周
辺
の
海
は
、
｢
エ
メ

"n〕

ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
｣
と
観
光
パ

2

ン
フ
レ
ツ
ト
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す

微

が
、
本
当
に
美
し
い
海
で
す
。

道

こ
の
橋
は
、
北
長
門
海
岸
国
定
公

“



き橋
斑
大
‐な
島
‐き
角
　　　
　
　

園
内
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
桁
高

を
押
さ
え
、
周
囲
の
景
観
に
配
慮
し

た
構
造
、
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

桁
高
を
押
さ
え
て
い
る
関
係
で
、
海

の
上
を
滑
る
よ
う
に
橋
を
走
る
気
分

が
味
わ
え
ま
す
。

橋
を
渡
れ
ば
、
角
島
灯
台
へ
と
続

く
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
島
内
に

は
、
つ
の
し
ま
目
然
館
、
牧
崎
風
の

公
園
、
海
水
浴
場
等
が
あ
り
ま
す
。

角
島
は
、
下
関
市
出
身
の
佐
々
部

清
監
督
に
よ
る
映
画

｢四
日
間
の
奇

蹟
｣
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

映
画
で
も
、
こ
の
橋
を
自
動
車
で
渡

る
シ
ー
ン
が
、
ド
ラ
マ
の
始
ま
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
お
わ
り
に

島
を
結
ぶ
橋
と
し
て
、
他
に
も
沖

家
室
大
橋

(周
防
大
島
町
沖
家
室

島
)、
笠
戸
大
橋

(下
松
市
笠
戸
島
)、

小
瀬
戸
橋

(周
南
市
粭
島
)、
錦
橋

(防
府
市
向
島
)、
青
海
大
橋

(長
門

市
青
海
島
)
な
ど
も
あ
り
、
海
に
架

か
る
橋
の
あ
る
地
域
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

山
口
県
で
は
、
平
成
二
三
年
に
第

六
六
回
国
民
体
育
大
会
を
開
催
す
る

た
め
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
前
回
、
昭
和
三
八
年
の
山
口

国
体
を
契
機
に
始
め
た
の
が
、
県
が

管
理
す
る
国
道
、
県
道
の
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
を
ミ
カ
ン
色
に
す
る
こ
と
で
し

た
。
山
口
県
の
花
が

｢夏
み
か
ん
の

花
｣
だ
っ
た
こ
と
か
ら
ミ
カ
ン
色
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

ど
う
も
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
色
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
山
口
県
だ
け

の
よ
う
で
す
が
、
山
口
県
の
景
観
に

は
ミ
カ
ン
色
が
似
合
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

ミ
カ
ン
色
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
あ

る
道
を
楽
し
み
な
が
ら
、
本
州
の
最

西
端
に
あ
る
い
ろ
ん
な
島
に
来
て
み

て
く
だ
さ
い
。

今回紹介した橋の位置図



札
幌
都
心
部
に
海
け
る
取
組
み
に
つ
い
て

ー
大
通
地
区
タ
ク
シ
ー
客
待
ち
環
境
改
善
社
会
実
験
ー

ー
す
す
き
の
地
区
変
通
社
会
実
験
ー

札

幌

市

市

民

ま

ち

づ

く

り

局

植
木

広
行

都
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
都
心
ま
ち
づ
く
り
謀

根
岸

祥
人

E

は
じ
め
に

札
幌
都
心
部
は
商
業
、
業
務
機
能
が
高
度
に
集
積
し
、

北
海
道
の
商
業

･
経
済
の
リ
ー
ド
役
を
果
た
し
て
き
た

が
、
近
年
、
郊
外
部
で
の
大
規
模
小
売
店
舗
や
事
業
所
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
市
内
で
の
都
心
業
務
シ
ェ
ア
及
び
商

業
シ
ェ
ア
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
交
通
面
で
は
日

交
通
量
の
約
三
割

(
一
〇
万
台
)
が
都
心
の
通
過
交
通
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
荷
捌
き
や
路
上
駐
車
に
よ
る
交
通
混

雑
、
歩
行
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
違
法
駐
輪
の
増
加
な
ど
、

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

特
に
大
通
や
す
す
き
の
地
区
で
は
、
需
要
を
超
え
て
客
待

ち
す
る
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
交
通
阻
害
が
顕
在
化
し
て
お
り
、

そ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
心
部
に
お
け

る
タ
ク
シ
ー
の
客
待
ち
環
境
改
善
の
効
果
に
つ
い
て
検
証
し

た
。
さ
ら
に
、
す
す
き
の
地
区
で
は
、
駐
車
対
策
と
と
も
に

道
路
空
間
を
使
っ
て
、
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
込
ん
だ
地

域
の
活
性
化
と
魅
力
ア
ッ
プ
を
ね
ら
い
と
し
た
実
験
を
併
せ

て
行
い
、
そ
の
効
果
と
課
題
を
検
証
し
た
。

幸

夫
通
地
区
タ
ク
シ
ー
客
待
ち
環
境

改
善
社
会
実
験

1

背
景
と
目
的

札
幌
圏
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
の
登
録
台
数
は
、
平
成
一

四
年
の
規
制
緩
和
以
降
、
五
、
五
二
三
台
か
ら
平
成
一
七

年
に
は
六
、
四
七
六
合
へ
と
急
増

(
一
七
%
増
)
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
都
心
部
の
主
要
路
線
に
お
い
て
、
路

上
に
駐
車
し
て
客
待
ち
を
す
る
タ
ク
シ
ー
が
増
え
る
と
と

都心部の長時間による客待ち状況　
　　行

卿
道

写

“



も
に
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
を
は
み
出
し
て
、
長
時
間
の
客

待
ち
を
す
る
状
況
も
多
く
な
り
、
交
通
混
雑
の
一
因
と
な

っ
て
い
る

(写
真
1
)。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
交
通
の
円

滑
化
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低

減
な
ど
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
が
当
社
会
実
験
の
目
的

で
あ
る
。

2

実
験
の
内
容

実
験
で
は
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
を
は
み
出
し
て
客
待
ち

を
す
る
タ
ク
シ
ー
を
無
く
す
た
め
に
、
タ
ク
シ
ー
の
一
時

待
機
場
所
と
し
て
、
乗
り
場
か
ら
少
し
離
れ
た
民
間
駐
車

場
に
二
〇
台
分
の
タ
ク
シ
ー
駐
車
ス
ペ
ー
ス

(隔
地
タ
ク

シ
ー
プ
ー
ル
)
を
確
保
し
た

(図
ー
)。
実
験
対
象
に
選

ん
だ
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
は
、
平
日
、
休
日
の
平
均
で
五
九

分
の
客
待
ち
時
間
が
あ
る
順
番
待
ち
の
長
い
車
列
が
で
き

る
乗
り
場
で
あ
る
。
実
験
で
は
、
こ
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

を
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
は
必
ず
隔
地
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
に

入
り
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
付
近
の
路
上
で
は
客
待
ち
を
含

め
て
、
駐
停
車
を
し
な
い
ル
ー
ル
と
し
た
。
利
用
ル
ー
ル

は
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
空
き
が
出
た
時
に
、
順
次
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
に
向
か
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
と
隔
地
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
間
の
連
絡
や
隔
地
タ
ク

シ
ー
プ
ー
ル
内
の
出
車
管
理
は
配
置
し
た
交
通
整
理
員
が

行
っ
た
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
情
報
提
供

と
し
て
、
携
帯
W
e
b
サ
イ
ト
を
使
い
、
隔
地
タ
ク
シ
ー

｢

…
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隔地タクシープール設置個所と対象となるタクシー乗り場の位置図

プ
ー
ル
の
満
混
空
情
報
を
提
供
し
た
。
実
験
期
間
は
一
0

月
一
二
日

(木
)
か
ら
一
○
月
二
五
日

(水
)
ま
で
の
一

四
日
間
、
運
営
時
間
は
九
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
と
し
た
。

3

実
験
の
結
果

こ
の
実
験
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
、
隔
地
タ
ク
シ
ー

プ
ー
ル
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
利
用
状
況
調
査
、
タ
ク
シ

ー
乗
り
場
が
あ
る
道
路
の
交
通
環
境
改
善
調
査
、
停
車
中

の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
状
況
調
査
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

を
行

っ
た
。

①

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
利
用
状
況

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
利
用
台
数
は
、
実
験
前
は
一
日

二
〇
二
台
の
利
用
が
あ
っ
た
が
、
実
験
中
に
は
平
均
二

二
人
台
の
利
用

(
一
三
%
増
)
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
タ

ク
シ
ー
一
台
当
た
り
の
客
待
ち
時
間
は
、
実
験
前
の
平

均
四
五
分

(※
)
か
ら
、
隔
地
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
内
で

の
待
ち
時
間
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
へ
の
移
動
時
間
を
含

め
て
も
平
均
三
三
分
へ
と
短
縮
し
た
。

※
!
今
年
度
に
入
っ
て
、
道
路
工
事
の
影
響
に
よ
り
、
乗
り
場
を
は
み

出
し
て
客
待
ち
駐
車
で
き
る
区
間
が
短
く
な
っ
た
た
め
、
客
待
ち

時
間
が
平
均
五
九
分
か
ら
四
五
分
に
減
少
し
て
い
る
。
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②

道
路
の
交
通
環
境
の
改
善

実
験
中
は
、
タ
ク
シ
ー
の
路
上
駐
車
が
大
幅
に
減
少

し
た
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が
あ
る
路
線
の
旅
行
速

度
に
若
干
の
向
上

(図
2
)
が
見
ら
れ
、
交
通
の
円
滑

化
に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(写
真
2
)。

③

停
車
中
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
状
況

隔
地
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
と
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
で
の
待

機
中
は
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
す
る
よ
う
啓
発

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
隔
地
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
で
八
八

･

七
%
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
で
七
人
･
二
%
の
タ
ク
シ
ー

が
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
行
っ
た
。
ア
イ
ド
リ
ン
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図 2 旅行速度の向上 (南大通)

実験前 実験中 実験前 実験中

10 .6
10.8

= .9

ゆ

5

旅
行
速
度

(緬
/
h
)

グ
ス
ト
ッ
プ
の
時
間
は
、
隔
地
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
と
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
の
一
回
の
利
用
で
タ
ク
シ
ー
一
台
当
た

り
二
七
･
五
分
と
な
り
、
実
験
期
間
の
一
四
日
間
だ
け

で
も
三
t
の
⑩
削
減
が
試
算
さ
れ
た
。

④

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

隔
地
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
九
八
人

(配
布
数

三

一
一〇
人
、
回
答
率

"
八
二
%
)
か
ら
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
か
ら
は

四
一
社

(配
布
数
…
七
三
社
、
回
答
率

…
五
六
%
)
の

回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

将
来
、
隔
地
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
が
導
入
さ
れ
た
時
に
、

｢隔
地
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
を
利
用
す
る
｣
と
回
答
し
た
ド

ラ
イ
バ
ー
は
回
答
者
の
六
六
%
を
占
め
、
｢利
用
さ
せ
る
｣

と
回
答
し
た
事
業
者
は
七
三
%
を
占
め
た
。課
題
と
し
て
、

両
者
と
も
に

｢タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
も
っ
と
近
い
場
所
に

す
べ
き
で
あ
る
｣、
｢対
象
と
な
る
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
を
増

や
す
べ
き
で
あ
る
｣
の
二
つ
の
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

写真 2 交通環境の改善状況 (南大通)

4

ま
と
め

今
回
の
実
験
で
は
、
隔
地
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
の
設
置
に

よ
っ
て
、
交
通
環
境
改
善
等
の
効
果
や
利
用
意
向
が
確
認

さ
れ
た
。
今
後
は
、
隔
地
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
の
実
現
に
向

け
て
、
関
係
機
関
と
と
も
に
、
場
所
の
確
保
、
経
費
の
負

担
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。ま
た
、

タ
ク
シ
ー
の
客
待
ち
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
隔
地

タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
の
設
置
検
討
だ
け
で
な
く
、
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
や
客
待
ち
の
ル
ー
ル
化
な
ど
の
検
討
も
併
せ
て
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三

す
庁
者
の
地
区
変
通
社
会
実
験

ー

背
景
と
目
的

す
す
き
の
地
区
は
、
平
成
一
七
年
六
月
、
第
九
次
都
市

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢防
犯
対
策
等
と
ま
ち
づ
く
り
の
連

携
協
働
に
よ
る
都
市
の
安
全

･
安
心
の
再
構
築
｣
の
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
平
成
一
七

年
一
二
月
、
防
犯
と
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
を
両
輪
と
し

て
、す
す
き
の
の
魅
力
と
活
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
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会
実
験
｣
を
実
施
し
た
。

2

道
路
交
通
法
改
正
に
併
せ
た
官
民
協
働
駐
車
対
策

実
験
に
先
立
ち
、
六
月
一
日
の
道
路
交
通
法
改
正
に
併

せ
た
タ
ク
シ
ー
や
荷
捌
き
車
両
へ
の
対
策
を
実
施
し
た
。

①

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
進
入
ル
ー
ル
の
見
直
し
と
マ
ナ

ー
の
啓
発

ハ
イ
ヤ
ー
協
会
が
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
路
面
標
示

や
、
看
板
、
指
導
員
の
巡
回
等
に
よ
り
、
タ
ク
シ
ー
の

利
用
マ
ナ
ー
や
違
法
駐
車
防
止
を
啓
発
し
た
。

②

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
確
保

(二
重
駐
車
抑
制
)
の

た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ン
設
置
実
験

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ン
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の

確
保
を
試
験
的
に
行
っ
た

(写
真
3
)。
効
果
は
非
常

に
高
い
が
、
費
用
面
や
人
的
負
担
が
課
題
と
な
っ
た
。

③

荷
捌
き
車
両
の
駐
車
禁
止
規
制
緩
和
路
線
の
設
定

地
元
や
運
送
事
業
者
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
仲
通
及
び

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
一
部
で
、
駐
車
禁
止
規
制
の
緩
和
が

行
わ
れ
、
普
通
貨
物
自
動
車
の
二
〇
分
以
内
の
荷
捌
き
駐

車
が
可
能
と
な
っ
た
。
実
施
に
よ
る
大
き
な
混
乱
も
見
ら

れ
ず
、
全
国
的
に
も
先
進
的
な
事
例
と
な
っ
た
。
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3

交
通
社
会
実
験

七
月
六
日
~
八
日
及
び
九
月
六
日
~
八
日
の
計
六
日

間
、
札
幌
駅
前
通

(南
四
条
~
南
六
条
)
及
び
仲
通
に
お

い
て
交
通
規
制
を
行
い
、
地
元
の
企
画
･
運
営
に
よ
る
道

ニニコ = ' ; ＼

図 3 すすきの地区交通社会実験の実施位置図

ト
｣
に
お
い
て
、
十
数
回
に
わ
た
り
議
論
を
重
ね
、
駐
車

対
策
、
タ
ク
シ
ー
の
整
序
、
道
路
空
間
を
活
用
し
た
に
ぎ

わ
い
の
創
出
を
目
的
と
し
た

｢道
路
交
通
法
改
正
に
併
せ

た
官
民
協
働
の
駐
車
対
策
｣
と

｢す
す
き
の
地
区
交
通
社

官
民
協
働
に
よ
る
｢ク
リ
ー
ン
海
野
活
性
化
連
絡
協
議
会
｣

を
設
立
し
た
。

こ
の
連
絡
協
議
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
あ
る

｢駐
車
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
と

｢活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

すすきの夜市
(写真4 )



路
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

(写
真
4
･
5
)。

ま
た
、
歩
道
上
の
駐
輪
抑
制
と
歩
行
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
、
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た

(写
真
6
)。
さ
ら
に
、

写真 3 タクシー乗り場確保実験の様子写真 4 イベントの様子 (すすきの夜市)

写真 6 プランターの設置状況 写真5 イベントの様子 (ステージライブ)

タ
ク
シ
J
の
整
序
対
策
と
し
て
、
交
通
規
制
に
伴
う
臨
時

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
･
降
り
場
を
周
辺
の
道
路
に
設
置
し
た

(写
真
7
)。

写真 7 臨時タクシー乗り場の状況

4

実
験
の
結
果

=

定
量
調
査

○
歩
行
者
交
通
量

実
験
日
に
は
、
何
も
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
な

い
平
常
日
と
比
較
し
て
、
歩
行
者
交
通
量
が
約
二
割

増
加
し
た

(図
4
)。

○
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況

実
験
日
の
札
幌
駅
前
通
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
は
、
平

常
日
に
比
べ
て
、
全
体
で
乗
車
台
数
が
‐
六
%
増
加

鮖

し
た
。

一
方
、
交
通
規
制
に
伴
い
設
置
し
た
臨
時
タ
ク
シ

牝

-
乗
り
場
は
、
交
通
規
制
中
に
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ

道

れ
な
か
っ
た
。

“



○
旅
行
速
度
調
査

交
通
規
制
開
始
直
後
と
終
了
直
前
に
一時
的
に
混

雑
し
た
も
の
の
、
交
通
規
制
時
間
中
は
、
大
き
な
混

雑
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

(図
5
)。

②

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

○
道
路
空
間
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

地
元
の
事
業
者

･
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
と
も

日

日
獸
鞘
*
★

計 42
,
糞36人/12 h

と̂/り乙稀34計

蝸鞠副捌硼凝

逮織贓國囮鰹㈱脇建餐鰹函織鰍幽15時台 16時台 l7時台旧時台l9時台 20時台2l時台22時台23時台 0時台 1時台 2時合

図 4 歩行者交通量調査結果

日

日
獸
鞘
*
★

鬱
g
…

に
、
約
七
割
が
賛
成
ま
た
は
や
む
を
得
な
い
と
回
答

5

ま
と
め

し
て
い
る
。

凡又

○
タ
ク
シ
ー
の
客
待
ち
状
況
の
改
善
や
マ
ナ
ー
向
上

の
た
め
に
必
要
な
取
組
み
に
つ
い
て

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
約
四
割
が

｢指
導
を
徹

底
す
る
｣
と
回
答
し
て
い
る
。
次
い
で
、
約
二
割
が

｢乗
り
場
を
増
設
す
る
｣
と
回
答
し
て
い
る
。

一
般
車
の
違
法
駐
車
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通
法
の
改

6

正
以
降
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

m

よ
り
一
層
の
意
識
啓
発
な
ど
を
進
め
、
｢違
法
駐
車
を
許

セ

さ
な
い
ま
ち
の
実
現
｣
を
目
指
し
て
い
く
。

行道

タ
ク
シ
ー
対
策
に
つ
い
て
は
、
リ
き
続
き
効
果
的
な
取

組
み
を
研
究
す
る
ほ
か
、
降
雪
に
よ
り
道
路
幅
員
が
狭
く

な
る
冬
期
間
の
対
策
の
検
討
を
進
め
る
。

道
路
空
間
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
本
格

実
施
に
向
け
、
交
通
へ
の
影
響
対
策
や
、
実
施
体
制
、
財

源
の
確
保
、
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
･
祭
り
等
と
の
連
携
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
。

ま
た
、
今
回
の
実
験
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
、
課
題
の

解
決
手
法
を
探
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
、
安
全

･
安
心

で
魅
力
あ
る
す
す
き
の
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
展
開

し
て
い
く
。

四

お
わ
り
に

今
回
の
社
会
実
験
で
は
、
効
果
や
課
題
を
把
握
す
る
こ
と

が
出
来
た
が
、
関
係
者
と
の
実
施
体
制
を
確
立
し
、
問
題
意

識
の
共
有
や
実
験
参
加
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
が
一
番
の
成
果
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
今
回
の
実
験

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
効
果
や
課
題
を
も
と
に
、
地
元

の
商
業
者
や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
な
ど
の
関
係
者
と
の
連
携
に

よ
り
都
心
部
の
課
題
解
決
を
進
め
、
安
全
･安
心
で
魅
力
的

な
都
心
づ
く
り
を
実
現
し
て
行
き
た
い
。
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図 5 旅行速度調査結果




